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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　夏休みが終わって嵐のように文化祭が通り過ぎていくと、いつしかもう空気には秋の香りが忍び込んでいた。この時期は急に肌寒くなる。どれだけ重ね着をしていいものか考えあぐねた挙句、結局身を切るような日没後の寒さに震えたり、逆に秋晴れの直射日光に照らされて不快な汗をかいたりする。

　だがいつでも重装備の我々反恋愛主義青年同盟部には、そんな服装などについて悩む余地は無かった。

「リア充爆発しろ！」

　雲ひとつない青空に、拡声器越しのひび割れた叫びが吸い込まれていく。

　十月末日、世間ではいわゆる「ハロウィン」なるイベントが開催されるこの日、俺たち反恋愛主義青年同盟部は街頭で運動を展開していた。

「諸君、目を覚ませ！　今日は何も特別なことのない、普通の日だ。ただの十月三十一日だろう!?　こうしたありきたりな、何もない平日を、平穏に過ごす──それはどれだけ幸せなことだったろうか。だが今、君たちは得体の知れない巨大な力につき動かされて、無残にもその手のひらの上で踊らされている。それが諸君らの、そのみっともない『仮装』なのだ!!」

　逆さにしたビールケースの上に立って慣れた口調でそう演説し始めたのは、領りよう家け薫かおる。反恋愛主義青年同盟部の創始者にして元・議長、そしてつい先日『書記長』に就任した彼女は、いつものように──いや、普段よりも一層熱のこもった調子で、祭りの空気に浮かれた人々を批判していく。その周りを取り囲む俺たち部員は、通り過ぎていく仮装した人々にビラを配る。

　領りよう家けが続ける。

「疑問に思わないのか──なぜ急に、この『ハロウィン』などというイベントが注目を集めだしたのか。何らかの圧力が加わっていることは明々白々ではないか！　諸君らは、背後でこの風潮を操る《彼ら》に利用され、宣伝の駒となって踊るのだ。この惨みじめったらしい狂騒の先にあるのは、全ての人間性の否定──恋愛至上主義である！

　この世界は徐々に『恋愛』なる幻想に蝕むしばまれ、崩壊の一途を辿たどっている。これは妄想などではなく、厳然たる事実だ。既にその恋愛至上主義に骨の髄まで侵されきった諸君らは、我々のことを嘲り笑うだろう──負け犬の遠とお吠ぼえだと、引かれ者の小唄だと。そしてそうやって他人を踏みにじり、根拠もなく自己評価を高め、恋愛に陶酔していくのだろう。それは諸君らの心の弱さがそうさせるのだ。我々はこれから、冷徹無比な論理の刃やいばで以もつてその脆ぜい弱じやくな防護壁を叩たたき破り、諸君らのその無根拠な自信を失墜させ、現実を叩たたきつける。受け止めよ──さもなくば、決して前に進むことはできぬのだから。

　諸君らが無批判にその存在を信じ込み、夢中になって追いかけ続ける『恋愛』なるものは、実はこの世界には存在しない。だがなぜ人々は、それが実在するものだと思い込んでしまうのか？　それはこの、互いに互いを監視し束縛しあう『社会』というシステムによって、幻想が共有されてしまうからだ。もしある一人が恋愛というものの欺ぎ瞞まんに運良く気づけたとしても、すぐにそれは社会からの圧力に負けて『矯正』されてしまうだろう。この歳としにもなって恋愛経験のひとつもない奴やつは……そんな周囲からの責め苦に耐えかね、今日も一人、また一人と恋愛至上主義者へと落ちぶれていく。その浸食作用こそが恋愛社会を作り上げ、維持しているのだ。

　だが時には、我々のような確固たる意志を抱いて恋愛至上主義に異を唱えるものも出てくる──この綻びを繕うため、暗躍している組織がある。そう、諸君らもよく知っていることだろう、『大たい性せい欲よく賛さん会かい』である。彼らは我々のような運動家に対して『狂人』『被害妄想』などのレッテルを貼り、大衆を煽せん動どうして排撃させる。そしてそれと同時に、ことあるごとに恋愛至上主義の『正しさ』を押し付けるためのキャンペーンを張り、我々のような革命家が出てくることを予防しているのだ。

　そう、何を隠そう、今日この日に行われている『ハロウィン』なるイベントも、その一環にほかならないのだ！　『仮装』を通して普段は見ることのできない彼の意外な一面に気づかせてくれたり、いつもはあまり絡からみのないあの子にも仮面越しなら気軽に話しかけられたり──そういった効果で恋愛という幻想を社会全体で練り上げていく、狂気の祭典だ!!

　我々は今ここで、そのハロウィンなるイベントを放棄・粉砕するのでなくてはならない！　お菓子を呉くれようが呉くれまいが、我々の階級的怒りの鉄てつ鎚ついは無慈悲に振り下ろされ、カボチャのランタンを完膚なきまでに粉々に破壊し尽くすだろう。蜂起せよ！　諸君らのその仮装は、ここに至っては最も早はや、イベントに参加するための通行手形ではない──諸君らの身を隠す蓑みのとなって、権力の暴虐を躱かわす実際的な装備となるのだ!!

　リア充爆発しろ！　この状況はむしろ、闘争を開始するにはうってつけだ！　ここで立ち上がらずして、いつ権力に立ち向かうというのだ！

　この腐臭ふんぷんたる恋愛社会を、共に打ち砕こう!!」

　領りよう家けのその演説に、まばらながら拍手が上がった。ハロウィンということもあって街全体が浮かれているからなのか、こうして演説を行おこなっていても普段よりも受うけ容いれられている感じがある。

「いつもより反応がいい」

　隣でビラを配布する同級生の女子、西にし堀ぼりがそう言って振り向いた。ヘルメットを少し押し上げ、こちらに目を合わせる。

「ああ、それ自体はいい傾向なんだが……」

「あまり、真剣に受け取ってはくれていないみたいですね」

　男子部員、瀬せヶが崎さきが俺の台詞せりふの続きを引き取った。口くち許もとを隠していた手ぬぐいをわずかに下げ、ふぅ、とため息を漏らす。

　雑多なものが蠢うごめき、ありとあらゆるものが許容される雰囲気にあっては、全てが冗談として受け取られてしまうのだろう。無論、俺たちのこの活動は冗談などではあり得ない。自らの生命までをも賭とした、反恋愛革命への厳然たる行軍である。

「やっぱり、飛び道具を使うしかないんじゃないのかな？」

　三年生部員の神しん明めいさんは、いつものほんわかした口調でそう言いながら、白衣の裏に潜ませたロケット花火を取り出してきた。おっとりとした印象ながらも意外と過激派である。

「やはりここは最年少である私わたくしが先陣を切って、特攻を仕掛けるより他ありません。勿もち論ろん勝算はあります──戦闘が始まるや必ず神風吹き荒れ我らに味方してくれるのですから、それを利用するのです!!」

　そう言ってヘルメットの上になぜか鉢巻をしたのは、唯一の一年生部員・天あま沼ぬまだった。

「待て待て、人が多くてかなり警官が配備されている。うかつに動くと全員しょっぴかれるぞ」

　俺のその返事に、天あま沼ぬまはいつもどおり突っかかってきた。

「先輩はどうしてそう、及び腰なんですか！　維新を成し遂げるためには、時として蛮勇とも思われるような大跳躍が必要なのです！」

　そんな中、即席の演台から降りてきた領りよう家けが、かたまって話し込んでいた俺たちに近づき声を掛けた。

「……今日はいつもと全然違う感覚だ。声が遠くまで届かない」

　ずれたヘルメットの位置を直し、手ぬぐいで目の周りの汗を拭く。その声は確かにいつもの確信に満ちた力強い調子から離れ、困惑の色が滲にじんでいた。

「こうしてひとつの拠点に腰を据えて運動を展開するいつものスタイルは、あまり状況に即していないのかもしれませんわ」

　そう口を挟んだのは、近頃新しく入部した生徒会長の宮みや前まえだ。領りよう家けの手からトランジスタメガホンを受け取り、代わりにタブレット端末を手渡した。地図が表示され、各所の混雑具合が色で図示されている。

「流動性が低いようだ。これでは宣伝効果が薄いな」

　領りよう家けはそう言うと、他の部員を見渡して次の作戦を呈示した。

「こちらから動き回った方が効率が良いい。いくつかの班に分かれて行動しよう」




　　　　○




　単独行動を避ける、というのは運動家の鉄則だ。反恋愛主義青年同盟部には敵が多く、特に恋愛狂信者の集団・大たい性せい欲よく賛さん会かいは、我々を潰すためなら手段を選ばない腐りきった反革命集団である。身を守り、また警戒を行き渡らせるためにも、班単位での行動が基本となる。

　敵と因縁のある天あま沼ぬま・宮みや前まえが一緒に行動することになり、また西にし堀ぼり・瀬せヶが崎さき・神しん明めいさんという馴な染じみのメンバーでもう一班が作られた。残りは……

「……私は、高砂たかさごと組むのか」

「そういうことになるな」

　俺と領りよう家けである。宮みや前まえが何か言いたげな視線をこちらに投げかけたが、ため息をつくと天あま沼ぬまと共にどこかへ消えていってしまった。他の三人の班も、瀬せヶが崎さきを先頭として群衆をかき分けて進んでいく。……何な故ぜか魔女の格好をした小四くらいの少女の後を追いかけているようにも見えるが、気のせいだろう。

「ふむ……それでは我々も、別の場所に移るとするか」

「……そうだな」

　皆の姿が見えなくなる頃合いになって、ようやく領りよう家けと俺は歩き始めた。特に武装を解くこともなく、ヘルメットをかぶって手ぬぐいで顔の下半分を隠した状態なのだが、いつものように悪目立ちすることがない──周りにもっと変な格好をしている奴やつがいくらでもいるからだ。

「なんか……変な感じだな。こんなに自然だと逆に気味が悪い」

　きょろきょろとあたりを見回しながら、隣を歩く領りよう家けが言った。

「いつもは白い目で見られるからな。まあ、こういうのも新鮮で悪くないだろ」

「……その発言はどこか、この捏ねつ造ぞうされた祭りを肯定しているようにも捉えられるぞ、気をつけろ。こんな飼いならされた狂騒などは偽りだ、我々が目指すのはただ一つ、反恋愛の旗印のもとに蜂起した民衆の作りだす、革命の熱狂だけだ！」

　そんな風に俺を叱りつけながらも、彼女は視線をふらつかせて、道行く人々の仮装した姿に気を取られているようだった。

「分かってるよ。しかし、こんな風に大々的にやられるようになったのって、本当につい最近のことだよな」

「うむ、とにかくイベントを増やして恋愛へと結びつけようとする体制側の思惑が透けて見えるようだ。そしてそんな煽せん動どうに乗せられる大衆も浅はかだ。見ろ、あそこで『自撮り』を行おこなっている奴やつらを」

　領りよう家けの指差した方を見ると、何をモチーフにしたのかよく分からない、しかしぼんやりとハロウィンっぽい雰囲気を醸かもし出だす格好をした女が三人寄り添って、ポーズを決めて写真を撮っている。と、撮影が終わるやすぐにそれぞれスマホに目線を落とし、会話もそこそこに凄すさまじい勢いで画面を操作しはじめた。

「おそらくＳＮＳに投稿しているのだろう。奴やつらにとって重要なのは、『盛り上がっている場所で』『仲のいい友達と一緒に』『仮装で写真を撮った』という情報なのだ。祭りの熱狂に自らも参画してその一部となる一体感などというものは求めていない。ともに楽しむ友ではなく、一緒に写ってくれる協力者がほしいのだ。『イベントごとに敏感で日々を充実して過ごす自分』を演出したいだけなのだ。最も早はや彼女たちは現実世界には生きてはいない──パソコンおたくよりもずっと先に、電脳世界にその生活の中心を移してしまった」

　領りよう家けは籠った小声の早口でそうまくしたてると、最後にふふっ、と自分で笑った。その様子には、たしかに反恋愛運動をゼロから立ち上げてしまうだけの執念を持った人間の、貫かん禄ろくのようなものを感じてしまう。若干引いた。

「……そうだな、こうして全てが虚うつろになっていくのは、そもそも恋愛至上主義社会が虚構の上に成り立っているからだ」

「その通りだ、高砂たかさご！　お前にも段々、反恋愛というものが分かってきたじゃないか！」

　領りよう家けは弾むようにそう言うと、俺の背中をバンッ、と叩たたいた。

「もっとも、そろそろ分かってもらわねば困るがな。お前が私の活動に参加して……そうだな、そろそろ一年になるのだからな」

　十ヶ月前、雪の降るクリスマス・イヴのあの日。街頭で一人孤独に演説する彼女を見たのが、全ての始まりだった。

「そうか、もうそろそろ……」

　頭のなかに、あの日からこれまでの記憶の断片が次々によぎり、俺はふと足を止めてしまう。

　と、横合いから声を掛けられた。

「いらっしゃいませ！　仮装で来てくれたカップルに、サービスありますよ！」

　振り向くと、魔女っぽい帽子をかぶったウェイトレスがこちらに笑いかけていた。一瞬、状況が分からず困惑した後、しばらくたってようやく理解する。俺らのこの武装がハロウィンの仮装だとみなされていること、そして並んで歩く俺と領りよう家けが……

「か……カップル、だと……」

　隣の領りよう家けがわなわなと震え出す。俯うつむいていて顔は見えないが、首筋がみるみるうちに赤くなっていく。ありえない誤解にはらわたが煮えくり返っているのだろう。批判すべき対象であるカップルに、自分自身が間違われるなど、最も屈辱的なことに違いない。

　だが、ここで店員を吊つるし上あげるのは得策ではない。

「領りよう家け、ここはおさえろ。むしろカップルを装よそおって店に潜入し、この恋愛至上主義の極みともいえる場を視察するのはどうだ？　条件さえ整えば、一網打尽にすることも可能だろう」

「う……むぅ」

　領りよう家けはしばらくその場で逡しゆん巡じゆんしたあと、よく聞き取れない小声でモゴモゴと何か言ったかと思うと、俺の手を摑つかんで店の入口に向かって歩き出した。俺おれたちの後ろを店員の、「二名様、ご案内でーす！」という元気な声が追いかけた。




「む……けしからんな、これは……」

　ハロウィン用に飾り付けられた店内を見て、領りよう家けはなんだかそわそわした様子でそう言った。

「とってつけたような借り物の文化だ。全く馴な染じんでいない」

　そう言いながらも彼女は、カボチャの絵が描かれた紙製のコースターを持ち上げて眺めたり、店員の制服に施されたハロウィン用の装飾がひとりひとり違うのを目ざとく見つけたりしていた。

「それにしても……周りはカップルだらけだな」

　領りよう家けはつぶやくようにそう感想を漏らす。客はどこをとっても男女のツガイしか見えない。ほとんどはおそろいのそれっぽい帽子をかぶる程度だが、中にはがっつりと全身仮装しておどろおどろしいメイクまでしている者もいた。

「そうだな、恋愛至上主義にどっぷりと首まで浸つかりこんだ反革命分子の群れだ。今すぐ机を叩たたき割わってまわりたいところだ」

　俺がそう応えると、領りよう家けはこちらに向き直り、しゃんと背筋を伸ばしてから頷うなずいた。

「同感だ。奴やつらのにやけた口くち許もとで紡つむがれている戯たわ言ごとが手に取るように分かる。『ねぇユージ、これ新作だって。食べちゃおうかな』『あんま食うと太るぞ。それに、今日はちょっと金欠でな……』『えー、ケチ。……あ、そうだそうだ、ね、トリック・オア・トリート！　お菓子をくれないと……』『……それは子供のやるもんだろ。食いたきゃ、自分で買え』『……おごってくれたら、今夜むしろイタズラしてあげちゃうのにな～』『あほか……ほら、どれ食いたいんだよ？』『やった、優しい、ふとっぱら、すけべ、イケメン！』『すけべは余計だろ……』こんなＩＱがマイナス値を叩たたき出だしそうな会話を、奴やつらは公共の場で垂れ流しているに違いない!!」

　なんだか日増しに妄想が長く、アホっぽくなっている気がするが、俺はコーヒーを一口すすってその評をぐっ、と飲み込んでしまった。

「高砂たかさご、どうする？　あそこに電灯のスイッチがあるぞ。幸い厚めのカーテンがかかっている、闇に乗じて闘やるとするか……」

　顔を近づけてそんな物騒な会話を小声でしていると、店員が傍そばにやって来て立ち止まった。どうやら俺たちの話が終わるのを待っているようだ。領りよう家けはコホン、と小さく咳せき払ばらいをしてから、俺から顔を離し、チラッ、と店員に視線を向けた。

「お待たせいたしました。カップル限定のパンプキンプリンになります」

　机に皿を置くと店員は、「ごゆっくりおくつろぎくださいませ！」とにこやかに言って会え釈しやくし、去っていった。

「……おい、一皿しかないじゃないか」

　領りよう家けが低い声で言った。

「スプーンは二つある。おそらく一つの皿をカップルでつつかせあい、親睦を深めさせようという店側の余計なおせっかいなのだろう」

　俺がそう応えると、領りよう家けはサッ、と頰を赤くした。

「話にならん！　カップルを優遇する制度を作った挙句、さらにその恋愛をサポートするような蛮行に出るなど、悪魔の所業としか思えない！　裏で大たい性せい欲よく賛さん会かいが糸を引いているに違いないぞ！」

　小さく低い声で、しかし熱のこもった調子でそう言った彼女は、スプーンを逆手に握り込んでプリンに突き刺した。

「いよいよここを暴力的に支配する必要が出てきた。大丈夫、我々二人なら必ずややってのけられるだろう！」

　若干暴走気味に言う領りよう家けを、慌てて制止する。

「待て、この場所はやはり不向きだ！　考えてもみろ、我々がもし何らかの行動を起こしたとしても、全ては『ハロウィンイベント』と捉えられてしまう可能性が高い」

　わなわなとプリンの上で震えていた領りよう家けの握り拳が、ピタリと止まる。俺は続けた。

「今日この日、そしてエイプリルフールなどにおいては、全ての行動が冗談と受け取られる。我々の主張を真面目に聞く者がいなかったように、実際に行動を起こしたとしても全てが『ハロウィン』の文脈に回収されてしまうんだ。思っていた以上に酷ひどいイベントだ。現実をこのように目に見える形で虚構化することで、恋愛という巨大な虚構の泥でい濘ねいに社会全体をどっぷりと漬け込んでいくつもりなのだろう。下手に動くと、奴やつらの思惑通りになってしまうぞ」

「……なるほど。そう考えると、我々をこの店に招いたのは奴やつらの策略だったのかもしれない。我々の必死の決起を、『ハロウィン』化することによって、こちらの意欲を根こそぎ奪い去り、恋愛至上主義の底なし沼にはめていこうという……」

「十分に有り得る話だ」

　弛し緩かんしきった空気の店内で、領りよう家けと俺との間にだけ緊張が走る。馬ば鹿か面づらでぺちゃくちゃ喋しやべっていたカップルたちが、巧妙に俺たちを誘導する敵のように思えてきた。

「領りよう家け、さっさとこんな店は出てしまおう」

「ああ……だが、このプリンはどうする」

「残していくのも不自然だな。よし、食べてしまってくれ」

　そう返すと、領りよう家けはしばらく自分のスプーンが刺さったプリンを見下ろしていたが、やがて言いにくそうに口を開いた。

「こんなに沢山は食べられない。……それに、ふたりで、食べないと……不自然なんじゃないのか？」

「そんなことはないだろう。甘いものが苦手な男もいるしな。現に……」

　そう言いさして俺は、口をつぐんだ。前方からの異様なプレッシャーに、喉がぐっ、と締まる。他のテーブルに向けていた視線をおそるおそる元に戻すと、対面の領りよう家けが凄すさまじい眼光でこちらを睨にらんでいる。

「い、いや……そうだな。確かに二人で食べた方が、我々の印象を薄めることができるかもしれない。地下工作にはこうした些さ細さいなことの積み重ねが重要だからな」

「そうか、高砂たかさごも私と同じ意見なのだな。恋愛至上主義から完全に抜け出た我々からすれば、同じ皿のものを男女二人で食べることに特段意味はない。ただ食べにくいだけだ。こんなことでカモフラージュができるのならば、安い代償といえるだろう。さ、それでは……さっさと片付けてしまうことにしよう」

　ぱっ、と軽い口調になってそう言うと、領りよう家けはスプーンでプリンをすくい、口に運ぶ。そのふっくらとした唇が開かれ、赤みのまじった黄色のそれが口の中に吸い込まれた。暗い口の中に、一瞬鮮やかな舌の赤色が見え、心臓がドクリと跳ねる。

「うむ、なかなか味は良いいな」

　領りよう家けはそう言って、次の一口へとスプーンを伸ばす。真剣な顔を維持しようとはしているが、口くちの端はしがわずかに上がっている。美味うまいのだろう。

　もうひとつ置かれていたスプーンを手に取り、俺も怖おず怖おずとプリンを掬すくう。口の中に放り込むが、味わう余裕がない。

　食べ始めると、俺たちは黙々と機械的に目の前の物体を胃に収めていった。最初こそ感想を述べた領りよう家けだったが、俺の参入後はひたすら無言を貫き通した。会話のない時間が長くなればなるほど焦あせりは募っていき、さらに声を出しづらくなる。そしてプリンは段々と削れていく。

　そしてついに、事故は起きた。意図的にずらしていたスプーンを伸ばすタイミングが、緊張のせいか狂ってしまった。カンッ、と二つの匙さじが甲高い金属音を立てる。

「あっ……」「……すまん」

　思わず顔を上げ、相手の方を見る。同じようにこちらへ向いた領りよう家けと、不意に目が合う。その口くち許もとが何かを言いたそうにもぞもぞと動いたが、結局なにも言わずに固く結ばれた。

　いつものように叱り飛ばしてくれたら良かったのに──そうすればこの気まずさも解消できただろうに、黙ってしまうとどうしようもない。心臓がバクバクと鳴って、頭が熱くなる。顔を伏せた領りよう家けの、こちらを覗のぞき見るような上目遣いの目線。またすぐに伏せられ、その耳がさらに赤く染まる。喉の調子を整えようとしたのか、「んっ」という声にならない声が聞こえ、それがさらに心をざわつかせた。

　一旦落ち着こう。俺はそう思って窓の外を眺める。

　──と、そこにはよく見知った顔があった。鬼のような形相で卓に差し向かいに座った俺らを睨にらみつける、宮みや前まえだった。




　　　　○




「反恋愛活動中だというのに、あなたがたは一体何をしているんですか！」

　部室に戻って反省会が始まるや、宮みや前まえからそんな一喝が飛んだ。一緒に行動していた天あま沼ぬまも、目をつぶってうんうんと頷うなずいている。

「違うんだ、聞いてくれ……」

「何の言い訳があるというんですか!?　班行動中に、仮装したカップル限定のサービスがある店に入り、恋愛至上主義者も胃もたれしそうな初うい々ういしい様子で二人で一つの皿をつついていたじゃありませんか！」

「無論、あれも反恋愛活動の一環だ！」

　領りよう家けは顔を赤らめながらも、俺たちがあの店に入った経緯、あのプリンを二人で食べることになったロジックを長々と説明した。が、それを切って捨てる宮みや前まえの言葉は、あまりに簡潔だった。

「そんなの、こじつけでしょう」

　その直ちよく截せつな言葉に、領りよう家けは一瞬口ごもる。が、すぐに持ち直すと、

「こじつけではない！　どこをどうとっても、熱く滾たぎる反恋愛精神に基づく行動と論理ではないか!!」

「理屈をこねくり回したら何でも許されると思ったら、大間違いです」

　議論は平行線を辿たどった。両者半歩譲らず、侃かん々かん諤がく々がくの言い争いだ。あまりこれまでの反恋愛主義青年同盟部にはなかった展開に、他の部員たちも──興味を失って、めいめいに好き勝手なことをやり始めていた。

「いいですわ、それなら民主的に、多数決で白黒をつけることにしましょう」

「望むところだ！　反恋愛活動歴の長い皆なら分かってくれるはず──私のほうが圧倒的に有利だ！」

「構いません。それでは──領りよう家け・高砂たかさご両同志に自己批判を要求するひと、挙手をお願いいたしますわ」

　宮みや前まえ含め五人の手が挙がった。皆、迷いのないピン、と挙げられた手だ。

「数の暴力だ！　これでは我々を追い詰める恋愛至上主義者の側とやっていることが同じじゃないか！　少数意見に耳を傾け、斟しん酌しやくする──我々にはそういった態度こそが、求められているんじゃなかったのか!?」

　領りよう家けの必死の叫びも虚むなしく、俺たち二人は自己批判書の提出を余儀なくされてしまった。




　糾弾がこうして終わった後は、各班の報告が行われた。

　西にし堀ぼり・瀬せヶが崎さき・神しん明めいさんの班からは、ハロウィンに浮かれる街を巡回した視察の結果が報告された。

「これを見てほしい」

　西にし堀ぼりはパソコンの画面をプロジェクターで壁面に映し、撮った写真を数枚パラパラと見せた。

「コスプレに気恥ずかしさがあるのか、男性は少ない。女性同士でワイワイと楽しんでいるケースが多い模様」

　領りよう家けはぴくっ、と顔を強こわ張ばらせながらも、西にし堀ぼりの報告に問いを投げかける。

「それでは……ハロウィンはそこまで、恋愛には結びつかないイベントなのか？」

「そうでもない。つぎの写真を見てほしい」

　続いたのは、きわどい露出部をアップで撮った写真だ。目もくらむような枚数が流れていく。

「こうして扇情的な格好をして、誘っている」

「なるほど、イベントに乗じて普段はできない格好を……けしからんな」

「まったく」

　西にし堀ぼりはこくこく頷うなずきながらも、どこかその表情は朗らかだ。

「次はぼくの番ですね。こちらは年齢層に着目して調査を行いました。ご覧の通り……」

　瀬せヶが崎さきが次の報告を行う。また写真が数枚流れていく。

「このように、仮装はかなりの若年層にまで行き渡っていることが分かります」

　彼の示した写真には小学生以下と思おぼしき少女の仮装姿が収められていた。

「もちろん彼女たちが自発的に行おこなったものではありません。自分の子供を自らの所有物であるかのように思いなしている女親が、『ママ友』への示威行為の一環として『イベントを大切にし、子供が潑はつ剌らつと楽しめる家庭を築いている』アピールのために利用しているのでしょう」

「許せないな……まだ発達しきっていない子供たちをそんな風に搾さく取しゆするなんて……」

「衣装の中にはかなりきわどいものも存在します。少女たちは、恋愛至上主義の捏ねつ造ぞうしたハロウィンなるイベントの被害者であり、それと同時に次なる加害者としての教育も施されてしまっているのです」

「確かに、ハロウィンとはこういうものだ、という刷り込みを受けることで、自分も親になったときに同じことを仕出かすからな。なんということだ……この不幸の連鎖を、止めねばならないな」

　瀬せヶが崎さきは沈痛な面持ちで頷うなずき、発表を終えた。なぜかどれもアングルにこだわって極めて綺き麗れいに撮影された写真ばかりだったが、特に誰もそのことには疑義を挟まないようだった。

「次は私の番だね」

　神しん明めいさんはついで、同じように写真を見せていった。何らかの制服を身にまとった女性たちが写っている。

「こういった仮装もあるのか……最も早はやわけが分からないな」

　呆あきれてそう言う領りよう家けに、神しん明めいさんが頷うなずく。

「制服──それは一般的に、体制側の着るものだよね。こうしたイベントで積極的に一般人に制服を着せることによって、権力へのあこがれを呼び起こす。自分もこんな制服を着たい、体制側に居たい、そんな思いを植え付けて、恋愛至上主義からの脱却を困難にさせているんじゃないかな」

「鋭い指摘だ。『職業体験』なるものも『真面目に社会へ参画せねばならない』という洗脳のためにある。こうして制服を着せることにも、同様に人々をある決められた役割へとはめ込み束縛しようという意図があるに違いない」

　神しん明めいさんは頷うなずくと、さらに写真を見せる。

「しかも、煽せん情じよう目的なのか変に改変されているのが多く見られるよ。ほら、この駅員の仮装なんだけど……」

　そう言って神しん明めいさんは元の制服との相違点を挙げていく。最初の方は誰が見ても分かる色気を優先した改変だったが、次第に指摘が細かくなっていき、最後には拡大して縫製の違いを論じるまでに至った。

「……うむ、これは……そうだな」

「だよね、絶対に許せないよね。やるなら完璧にやってもらわないと」

　神しん明めいさんはかなり憤いきどおっているようだが、その怒りのポイントは俺らにはちょっと理解しかねる高みにあるようだった。

「ありがとう、三人の班の活動は概おおむね分かった。それでは、皐さつきと宮みや前まえの班は……」

　領りよう家けがそう言いかけるや否いなや、天あま沼ぬまが威勢よく言い放った。

「申し訳ありません、私わたくしがあまり強く出られなかったばかりに……宮みや前まえ先輩に振り回され、報告するだけの成果は……」

「何を言うのですか！　『先輩と二人っすか……あー、だる。サボっちゃいますかー。あ、ハロウィン限定だって。ね、あのパフェ食べに行きましょー』などと言って活動をサボタージュしようとしたのは、あなたの方ではありませんか！　私わたくしは必死に引き止めて……」

「よくもそんな白々しい噓うそを、第一、私わたくしがそんな気だるげな頭の弱い若者風の口調で話すなどということはありえません！　先生をはじめ古参の方々ならよくご存じのはずです!!」

「そんな猫かぶりはもう皆とうに見抜いていますよ！」

　そんな言い争いが始まってしまい、収拾がつきそうにない。どうやら天あま沼ぬまと宮みや前まえは非常に相性が悪いようだった。

「ま、まぁ、二人とも……ほら、宮みや前まえはまだ入って間もないことだし、皐さつきも相手の意を汲くんで……」

　領りよう家けが仲裁に入る。今まではあまり見られなかった光景で、慣れていない感じが伝わってくる。

「先生がそうおっしゃるなら……」

「……私わたくしにも天あま沼ぬまさんをうまく御せなかったという非がありますわ」

　なおも睨にらみ合あいながらも両者そう言って、とりあえずの休戦に入る。

　創部以来最大の規模に達した我が反恋愛主義青年同盟部だが……その前途にはいろいろな困難が待ち受けているように思えてならなかった。
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　そんな、一人増えただけで大分賑にぎやかになった反恋愛主義青年同盟部の部室をあとにして、俺は家路についた。途中まで一緒だった領りよう家けと分かれた後、一人になって歩きだすと、運動中は忘れるように努めていたもう一つのハロウィン懸案事項が頭に思い浮かぶ。女児への対策である。家へと向かう足取りが急に重くなった。

　イベント好きの彼女のことだから、玄関の扉を開けたとたん飛び出してきて菓子をねだってくることが容易に想像できる。無視してそのまま家に入ることも可能だが、その後も鬱陶しく要求するだろう。最悪、なんらかの子供じみたイタズラをしてくることも考えられる。

　無用なやりとりを避けるべく、先手を打っておくことにした。帰り道にあるコンビニに入ると、女児が好んで食べている少し高めのプリンを購入した。この程度の投資で人類の敵との全面戦争を避けることができるなら、安いものだろう。

　コンビニのビニール袋を提げた俺は、玄関のドアを開けた──が、意外にも女児はそこにいなかった。彼女の靴は置いてあるから、家にはいるのだろう。

　なんだか肩透かしを食らった気分のままリビングへと向かうと、彼女はそこに居た。だらけてテレビを見ているでもなく、またゲームにうち興じているでもなく、いつもと違ってなにやら熱心に作業をしていた。

「……なにしてるんですか」

　俺が声をかけると、女児は一瞬びくっ、と身体からだを震わせてから、こちらに振り向いた。

「な、なんだ、帰ってきていたのかい、それならそうと言ってくれればいいのに。君はそんな風に陰気なのがいけない、そんなんだからモテないんだ！」

　酔っ払った親戚のおじさんみたいなイチャモンをつけてくる見た目小四の少女がそこにはいた。反恋愛の立場からはそんな価値基準そのものが成り立たないことは分かっているが、いきなり頭ごなしにそんなことを言われると、思わずムッ、としてしまう。加えて小学校の頃通知表の通信欄に書かれた「一人で遊んでいることが多く、周りの友達と協調して行動することが少し苦手なようです」という言葉が脳裏に浮かび、これまで幾度となく行おこなってきた当時担任だった四十代後半の女教師の家に火をつける妄想にひとしきり耽ふける。もっとオブラートに包んで書くべきだった、『少し』で柔らかくしたつもりなのか。

「……どうした、いきなり顔色が土気色になったぞ。すまない、デリカシーがなかったかな」

　女児が心配そうに近寄ってくる。心配されるとさらに自分が情けなくなって泣きそうになるが、ぐっと我慢した。

「涙まで出てるじゃないか！」「それは欠伸あくびのせいですね」

　フラッシュバックした嫌な過去を頭から拭い去るためにも、俺は女児に先ほどの質問を再度投げかけた。

「それで、忙しそうにしてましたけど、何やってるんですか」

　その問いに、彼女は一瞬ふらりと視線を彷徨さまよわせたが、咳せき払ばらいをしてすぐに答えた。

「ああこれか、片付けをしているのだよ。私は子供と違って偉いからな、自分のものは自分で片付けることができる。見た目で侮あなどってもらっては困るのだ」

　普段は出したものは出しっぱなしでしかも自分でどこに置いたか分からなくなって半泣きになる彼女から出た言葉とは到底思えなかった。しかし掃除をすること自体は殊勝な心がけであり、難癖をつけるものでもない。

「そうですか、偉いですね」

「ふふ……しかし褒めるには及ばない。人間として当然のことをやったまでだ」

　彼女が人間であるかどうかについては議論のあるところだが、ともかくそんなことを言って胸を張った。いつもの女児である気もするし、またそうでないという感触もある。

　引っかかりをどことなく感じつつも、俺は話頭を転じた。

「そういえば、今日はハロウィンみたいですけど」

「ああ、そんなイベントもあったね」

　女児の応答は素っ気なかった。ただ単に忘れていただけではないらしい。

「菓子などをねだって練り歩く子供向けの行事だろう。私はお姉さんだからな、そんなことには興味がないのだ」

　淡々とそう語ると、「続きをやらせてもらうよ、こちらも多忙なのでね」と言って作業に戻ってしまった。

　捉えがたいぼんやりした違和感を覚えつつも、どんな言葉をかけていいのか分からない。しばらくあくせく働く女児の姿を眺めた後、買ってきたプリンを冷蔵庫の中に入れて、俺は自室へと入った。
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　先日の文化祭での作戦、その最後の屋上における領りよう家けと宮みや前まえの決戦の結果、なぜかそれまで体制側にいた生徒会長・宮みや前まえが反恋愛主義青年同盟部に入部することになった。かくして、反恋愛勢力が事実上生徒会も支配し、学園を制することができるかに思われたのだが──これまでの事情もあり、現実はそう簡単ではなかった。

　これまで反恋愛側を排撃する立場だった宮みや前まえは、急に方針を転換すれば怪しまれてしまう。そのため生徒会にいるときは恋愛至上主義者を装よそおい、部室に来てようやくその仮面を脱ぐという二重生活を送っていた。これでは生徒会のトップを押さえられたというのに、あまりその恩恵を得られていない。

　部室の問題もあった。反恋愛主義青年同盟部は校内にアジトを二つ持っている。ひとつは俺らが乗っ取った風紀委員会が専有している部室棟の一室。もうひとつは長年忘れ去られていた講堂と部室棟とを繫つなぐ通路の途上にある小部屋だ。しかしつい先日、その地下アジトの存在は体制側に露呈し、没収されてしまった。宮みや前まえが生徒会長でいる間は「調査のため」などと言い訳をつけて使うこともできるが、もう彼女にも引退の時期が迫っていた。

「その現状を打開するためにも、領りよう家けさんには生徒会長選に出馬していただきたいのです」

　翌日の放課後、部室に集まった俺たちの前で、宮みや前まえはそんな話をはじめた。

「……前にも言ったが、私はそんな人の前に立って話したりするのは……」

　領りよう家けが恥ずかしがって断ろうとするのを、宮みや前まえは途中で遮る。

「いつも演説をやっているじゃないですか、それと同じです！」

「しかし……その……」

「恥ずかしがっている場合ではありません、本当に反恋愛を推し進める気があるんですか!?」

「分かっている、分かってはいるのだが……」

　演説などには慣れて文化祭でも活躍していた領りよう家けだが、やはり生徒会長ということになると躊躇ためらってしまうのだろう。生徒会長といえば生徒の代表。リア充オブリア充、陽キャオブ陽キャでないと務まらないというイメージがある。その生徒会長像と実際の自分の乖かい離りの甚だしさに戸惑っているみたいだ。

「問答無用です。もう時間はあまり残されていないのです、準備を始めますよ」

　宮みや前まえはそう言うと、一息ついてから流れるように説明をはじめた。




　生徒会長の選挙は、生徒全員の投票によって行われる。生徒会に異様な権力集中のある我が校だが、それに反して選挙への注目度は低く、投票所が校舎から遠く離れた武道場なこともあって投票率は五割を下回るくらいだった。そして毎年あまり有力な対抗馬が出ない状況が続いており、前生徒会長の支援を受けた者が落選したことは、ここ十年くらいでは一度もないらしい。

「なので、最も早はや領りよう家けさんの当選はほとんど確実です。ただ……」

　宮みや前まえはそこで言葉を一旦止め、領りよう家けの方へと向き直った。

「あなたは現生徒会の執行部には入っていません。そこが唯一の懸け念ねんなのです」

「現生徒会で生徒会長選に出てきそうな者に心当たりはあるのか？」

　先ほどまでは実に嫌そうにしていた領りよう家けだが、実際に作戦を練る段になると覚悟を決めたらしく、身を乗り出してそう問いを挟んだ。

「いえ、今期の生徒会は皆、なんというか……消極的でしたので」

　宮みや前まえのような特異的な存在が会長をやっていたら、たしかに他の役員は萎縮してしまうだろう。彼女に対抗しうるのは、同程度以上に特殊な人材だけだ。例えば、反恋愛主義青年同盟部の、領りよう家け薫かおるがその一例だ。

「なるほど、だが、伏兵がいる可能性は十分に考えられる。もしかしたら私たちと同じように──いや、それよりも過激な思想を抱いた集団が校内に潜伏して、生徒会の権力を虎こ視し眈たん々たんと狙っているかもしれない。自分たちが唯一無二であるというような、無根拠な自尊心や慢心は常に警戒していかねばならない」

　領りよう家けはそんな自戒的な言辞で一旦締めくくると、宮みや前まえとともにこれから始まる選挙戦についての詳細を詰めていった。




　ほどなくして、宮みや前まえが生徒会長として登壇する最後の生徒総会が講堂で行われた。彼女の執政を総まとめするような内容の話で、生徒会の活動に協力してくれた生徒たちへの謝辞がメインだ。

　その中には勿もち論ろん、先般行われた文化祭において宮みや前まえの代理として活躍した領りよう家けの名前も上がってくる。

「今年の文化祭の来場者数は、前年を遥はるかに超え、十二年前の記録を打ち破って、過去最高を達成しました。この悲願であった記録更新には、何よりも生徒の皆さんひとりひとりのひたむきな努力と、その間の高い次元での協調が不可欠でした。特に、一般投票で最多得票を勝ち取りグランプリに輝いた演劇部のみなさんの栄誉を、ここで再度讃たたえたいと思います。

　また……個人的に感謝したい人がひとりいます。二年生の領りよう家けさんは、過労により私わたくしが前後不覚に陥っているときに、混迷を極める文化祭の指揮を引き取り、着実に対処してくださいました。彼女のような人材が後に控えているという事実は、これから職を去り卒業を待つだけの私わたくしたちにとって大きな希望です」

　こうして名前を売っておくことで選挙を有利に進めようという魂胆だ。些さ細さいではあるがこうした刷り込みを繰り返し行えることが、現生徒会長を後ろ盾につける最大の利点なのだろう。

　宮みや前まえがその演説のなかで自然な流れで領りよう家けをアピールしたことを確認すると、俺は演壇の方から注目を切って、ぼんやりと周囲を眺める。講堂の前の方に座った俺からは、舞台袖に現生徒会の役員がかたまっているのが見えた。

　宮みや前まえに心酔してその忠実な兵隊として働いている印象だったが、暗がりの中で密ひそやかに言葉を交わすその役員たちからは、あまりそのような忠誠心は感じられない──舞台下手から演壇へとチラリと向けるその視線、漏れてきた光がわずかに照らすその無機質な表情、ひそひそ話を交わしながら時たまのぞかせる暗い笑み──

　宮みや前まえの話が終わると、会場からは大きな拍手が巻き起こった。それを見つめて目に涙を溜ためる宮みや前まえ、そして冷たく会場を見下ろす役員たち。

　何かが起こっている──その予感は、すぐに形をともなって俺たちの前に立ちはだかった。
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　生徒総会の翌日、次期生徒会長選挙の告示が行われ、予定通り領りよう家けは立候補を表明した。放課後の部室、宮みや前まえはもはや勝った気で生徒会長になった後のことを話題にしているが、当の本人である領りよう家けの顔つきは厳しかった。

「この前はちょっと懸け念ねんがあるという話をしましたが、そこまで深刻なものではないんです。そんなに心配なさらなくても……」

　宮みや前まえはそう言って笑いかけた。が、領りよう家けはなおも表情を崩さない。

「なんだか、どうもな。長年負け続けてきたせいか、勝ち戦だと言われても安心できないんだ」

　領りよう家けは冗談めかしてそんなことを言っていたが、その表情には習慣的なこと以外の、恐らく革命家としての彼女の直覚した悪お寒かんが含まれているように思えてならなかった。




　その翌日、立候補者が明らかになった。

「三名、ですか……」

　まだインクの乾ききらない速報を部室に持ってきた宮みや前まえが、そう言って表情を曇らせた。

　ひとりは勿もち論ろん、我らが反恋愛主義青年同盟部を率いる領りよう家け薫かおるだ。届け出場所に張り込んでいた新聞部の出したその号外には、昨日のうちに調べ上げたのだろう候補者の簡単な情報が記載されている。領りよう家けの欄には風紀委員長であったこと、現生徒会長宮みや前まえと昵じつ懇こんであること、そして文化祭でのめざましい活躍のほか、ゴシップ紙としては欠かせないのか、「クラスの男子と交際しているとの情報が有力筋から寄せられた」などと書かれている。

「私はっ、高砂たかさごとは付き合ってはいない！」

　例のごとく領りよう家けは即座に反論する。

「別に俺とは書いてないけどな」「……うるさいっ！」

　周りは無視して真剣に号外に目を通している。領りよう家けも咳せき払ばらいをしてから次の候補者の記事へと目線を落とした。

　二人目は藤ふじ枝えだという男子生徒だ。

「あれ、この名前、どこかで見たことが……」

　領りよう家けはそんなことをつぶやいたが、他に誰も心当たりがないようだ。俺も一瞬何かひっかかりを感じたが、その正体が何なのか明確な答えは出てこない。計算機科学部所属。父親が有名な大学教授らしい。プログラミングコンテストの成績などが書かれているが、正直どれくらい凄すごいのか分からない。ゴシップとしては、黒っぽい服で秋葉原の何らかのビルの地下に入っていくところを目撃されたこと、本人が匿名でやっているツイッターでフォローしているのが同人作家ばかりであることが挙げられている。あと、先般行われた文化祭で自作のエロゲーを売ろうとして実行委員に怒られたことが特筆事項として挙げられていた。

「これは……」

「かなりの逸材だな」

　男子校ならともかく、まず当選はありえないだろう。しかし恋愛至上主義の蔓延はびこる我が校にもこのような三次元否定論者レジスタンスがいたということは喜ばしいことである。個人的には応援したい人物だ。

「そして最後は……彼女ですか」

　宮みや前まえのその声は平へい坦たんだったが、だからこそその微かすかな震えが強調されてしまっていた。

「佐さ知じ川かわ……生徒会の、庶務、と書いてあるな」

　領りよう家けは宮みや前まえの顔色を窺うかがいながら、切れ切れにそう言った。

「ええ、彼女のことはよく存じております。いえ……知っているつもり、でした。私わたくしの知る佐さ知じ川かわさんは、生徒会長に立候補するような人物ではありません。どちらかと言うと控えめな……友達との和に重きを置くタイプで、自分から前に出るようなことはありませんでした」

「なるほど……生徒会で活動しているときに、何か少しでもその兆候なんかはなかったのか」

　領りよう家けが問うと、宮みや前まえはしばらく壁を睨にらんで考え込んだあと、重苦しく口を開いた。

「いえ……特には思いつきませんわ。むしろ、何もそういった要素がない、ということは、ひとつの大きな彼女の特徴といってよいのかもしれません。なんというか、うまく表現できませんが……」

　彼女が口をつぐむと、部室の中に耳が痛くなるような静寂が訪れた。

　その気まずさから逃げるようにして、みな号外の佐さ知じ川かわの記事に没頭した。領りよう家け、藤ふじ枝えだと同じく現在二年生。一年生の頃は卓球部に在籍していたが、特に目立った業績もないまま、夏過ぎから友達に引き込まれてはじめた生徒会の活動が忙しくなりフェードアウト。生徒会では庶務をつとめ、共用のパソコンの管理や生徒会だよりの作成などを担当していたようだ。生徒会男子との浮いた話が取り上げられている。

「……生徒会は生徒のために滅私の姿勢で働く組織です。それなのに内部恋愛など……」

　この前までと言っていることが正反対な気がする宮みや前まえだが、明らかにこちらが本音と分かる。

「しかし、本当に摑つかみどころがないな……」

　領りよう家けは途方に暮れた顔で新聞を机に放り投げた。長く一緒に活動していた宮みや前まえには特別の思いがあるのだろう、しばらく険しい顔つきで目をつぶっていたが、やがて立ち上がって口を開いた。

「こうしてあれこれ想像を膨らませていても、埒らちが明きませんわ。いっそ、彼女に直接聞きにいくのがいいでしょう」

　それからすぐに部屋の扉まで向かう。

「ひとりで行くつもりか」

　領りよう家けがそう問うと、肩をすくめるようにして応える。

「ただ話をするだけです。お守もりはいりません。子供ではありませんわ」

　そう言い残して出ていった。束つかの間まの沈黙のあと、領りよう家けはごく小さな声で言った。

「高砂たかさご、ついていってくれるか。なんというか……嫌な感じがする」

　俺は頷うなずくと、すぐに席を立って宮みや前まえの後を追った。




　横に並んで歩く俺に、宮みや前まえは苦々しく笑った。

「心配性なんですね、あなたも、領りよう家けさんも」「……そうかもしれません」

　その足の赴く先はひとつ、彼女が幾度となく訪れ、長い時間をそこで過ごした部屋──生徒会室だ。

　ドアノブをひねり、しずかに押す。引っかかりなく扉は数センチ押し込まれ、部屋の内側の光が漏れてきた。

「いるようですね。それでは、行きます」

　こわばった声音でそう言うと、宮みや前まえは一気に扉を開けた。

　部屋の中には、何度か見たことのある生徒会のメンバーが揃そろっていた。若干の驚きを表したのち、しかしすぐその表情は無機質な乾燥した薄ら笑いへと溶けていった。

　座の中心には、先ほどの号外で見た写真のままの彼女の姿があった。

「宮みや前まえ先輩」

　佐さ知じ川かわが立ち、呼びかける。その声は至って平へい坦たんで、こんな静かな場所でなかったらすぐに周りの雑音にまぎれて分からなくなりそうだ。少しも耳に残らない、特徴に乏しい声。

「佐さ知じ川かわさん、驚きましたわ。あなたが……立候補なさるなんて」

「そうかもしれませんね。事前にご相談できず不意打ちのような形になってしまい、申し訳ありません」

　ぺこりと頭を下げた後、彼女は宮みや前まえに席を勧めた。

「いえ、あまり長居するつもりはありませんので」

「そんなことをおっしゃらずに。そもそもここは先輩の居場所でもあるわけです。まだ次期生徒会長は決まっていないのですから」

　新しい生徒会長になれば、宮みや前まえをここから追い出す、ということを暗に言っているように思えた。想像したよりもかなり深刻な決裂があるのかもしれない。

　だが宮みや前まえは笑顔を崩さずに、それを受け流して本題に入った。

「以前より公言していましたとおり、私わたくしは領りよう家けさんを応援しています。長く一緒に生徒会活動をやってきたあなたとは……いえ、あなたがたとは、敵対関係に置かれることになりました」

　佐さ知じ川かわに注がれていた視線が、他のメンバーへ順々に移っていく。誰もが無表情を貫いたまま、宮みや前まえに取り合おうとしない。

「私わたくしが訊ききたいことは、ただひとつです──何が目的ですか」

「目的、ですか……そうですね、勿もち論ろん『この学校をより良くするため』です。むしろ、他にあるんですか？」

「それを問うているのです」

　宮みや前まえの声は静かだが、なぜだか凄すごみがあった。その表面のすぐ下に熱い感情が渦巻いて、それが滲にじみ出でているのかもしれない。

「分かりませんね」佐さ知じ川かわははぐらかす。「私は私なりの、先輩とは違うやり方で、この学校を良くしていこうと思った、それだけです。それとも……」

　一瞬言葉を止めると、生徒会の仲間をちらりと見回し、それから口くちの端はしに笑みを浮かべながら言った。

「元生徒会長の後援なくしては立候補してはならない、とでも言うつもりですか？」

　その言葉を聞いた瞬間、宮みや前まえはくるりと扉の方へと向き直り、佐さ知じ川かわに背を向けて言った。

「あなたの……あなたがたの気持ちは大体分かりました。私わたくしはもう何も言いません。選挙、正々堂々と闘いましょう」

　そして振り向くこともなく、出口へと大股に歩きだす。

「ええ、もちろんです──長い間宮みや前まえ先輩の背中を見て学んできた全てを、惜しみなく発揮させてもらおうと思います」

　佐さ知じ川かわのその言葉に、他のメンバーがくすくすと笑い声を立てた。宮みや前まえはギリ、と歯を食いしばったまま、振り返ることなく退出した。

「……あの、何なんですか、あの雰囲気は」

　慌てて追いついた俺は、単刀直入に問うた。

「分かりません。私わたくしも……受け応えをするだけで、精一杯で……」

　張り詰めていたその声が、ふらり、と弱まって震える。

「そうですか……でも、俺たちのやることは変わりません。領りよう家けを支援して、票をもぎ取ればいいんです」

「……ええ、そうですわね」

「彼女たちは、いわば裏方でしょう。多少あちらに生徒会役員としての経験があると言っても、何の足しにもなりません。それに比べて、先輩は生徒会の顔です。応援演説などで先輩の出て来るこちらの方が、どう考えても有利ですよ」

「私わたくしも、そうは思うのですが……」

　向こうにも、何らかの勝算があるのかもしれない。むしろそれがないと、わざわざ立候補などしてこないだろう。

　そんなロジックを俺も宮みや前まえも口には出せないままで、不安を誤魔化すように早足で部室へと戻っていった。
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　向こうの「勝算」はすぐに形となって校内を駆けめぐった。

　数日後、校内には各候補のポスターが張り巡らされ、教室にはビラが撒まかれ、校内は生徒会長選挙一色になった。例年はほとんど盛り上がらないらしいが、今年は候補が三人もおり、それぞれが記念立候補などではなく本気で生徒会長になろうと思っているため、こうした状況になったようだ。

　そんなある朝、俺は始業の一時間ほど前に部室へと向かっていた。これまでは校門前での非公認反恋愛演説をするために集合していたところだが、今日は領りよう家けの生徒会長候補としての演説の応援だ。いつもとは勝手が違うため、多少不安に思いながら部室に入る。

　──と、室内の空気はずっしりと重く落ち込んでいた。

「えっと……何か、あったんですか」

　部屋には領りよう家け、瀬せヶが崎さき、そして宮みや前まえがいた。俺はとりあえず一番近くにいた宮みや前まえに声をかけたのだが……うつむいたままで、返事は来ない。

　代わりに端の方で所在なげにしていた瀬せヶが崎さきが、手招きをする仕草を見せた。鞄かばんを置いて隣に腰かけると、粗悪な紙に刷られたできたての校内新聞を手渡してきた。

「スキャンダルの報です……宮みや前まえさんの」

「スキャンダル!?」

　大声で聞き返しそうになって、慌てて口を塞いだ。ピク、と宮みや前まえがわずかに反応したが、振り向いては来なかった。

　渡された号外を読む。内容はこうだった。






前生徒会長、学校間交流費不正使用か




　昨年十一月の圧倒的勝利以来生徒会を率いてきた宮みや前まえ元生徒会長に、生徒会予算の不正使用の疑いがあることが、九日、関係者への独自取材により明らかになった。昨年の就任以来継続的に行われてきた他校との交流事業において公費が個人利用された疑いがかかっている。

　宮みや前まえ氏は一昨年の新入生総代として入学式で宣誓して以来、学業・生徒会活動の両面で活躍。昨年行われた会長選では、「女子生徒は選択肢を提示して男子生徒に選択させ会話する」という校則を定めようとしたノベルゲーム研究会の畑守代表を、圧倒的得票差で下して勝利した。以来、生徒会長として種々の改革を実行、そしてつい先日惜しまれつつも退任したばかりだった。

　疑いはその改革の一つ、宮みや前まえ氏が力強く推進した「他校生徒会との交流会」に関係する。交流会では生徒会間で情報共有を行い、より円滑で大域的な施策の検討を目的としていた。関係者によれば宮みや前まえ氏は、交流費を利用して目的にそぐわない個人的交歓を行おこなっていたとされる。








　云うん々ぬん、といった内容だ。俺が読み終わる頃を見計らって、瀬せヶが崎さきがもう一枚の号外を渡してくる。






アバズレ生徒会長、公費で男の品定め




　前生徒会長・宮みや前まえに不正の疑いがかかっている。しかもそれは、ひた隠しにされてきた彼女の下半身事情をついに明らかにする内容のようだ。

　宮みや前まえの肝いりで始められた他校生徒会との交流。しかしその「交流」の意味するところは、実は我々が無邪気に想像していたものとはかけ離れていたのだ。

「男漁あさりは昔から激しかったみたいです。校則違反者の男子生徒を密ひそかに『飼』っている、なんて噂うわさされることもありました。交流会のあとは大抵ホテルへしけこんでいましたね。むしろそのために生徒会長になったんじゃ、なんていう声もあります」（生徒会関係者）

　会長が次の生徒会長候補を現行生徒会役員以外から選ぶのは極めて稀まれ。このことについて関係者は、次のように推測する。

「自分の悪事を暴かれたら困りますからね。何も知らない部外者を引き入れ痕跡を闇に葬り去ろうとしているのでしょう。逆に現在の役員で氏に不満をいだいている者が会長になれば、全てが明るみに出る望みがあります」

　このスキャンダルは宮みや前まえ陣営にとって大きな打撃だ。一方、突如として現れた佐さ知じ川かわ率いる生徒会役員勢にとっては幸さい先さきの良いい追い風となるだろう。

　生徒会長選挙は来週金曜。いつもは予定調和の退屈な行事だが、今年はひと波乱ありそうだ。





「何だこれは、こんなものを真に受ける奴やつがいるのか」

　呆あきれながら俺がそう言って号外を机の上に放り投げると、宮みや前まえはこちらを向いてじっと見つめてきた。

「……高砂たかさごさんは、私わたくしの潔白を……信じてくださるのですね」

「信じるも何も、こういった類の曖昧な記事は大体書くことがなかったときのどうとでも言い逃れのできる噓うそでしょう。それに……」

「それに？」

　宮みや前まえが期待に満ちた目線で先を促してくる。俺は続けた。

「男漁あさりなんてありえないでしょう。だって先輩、俺たちに負けないくらいに非リア充じゃないですか。吹っ切れて反恋愛に傾くなんて人物そうそう居ないですよ。そんなものにうつつを抜かさず馬車馬のように働いたからこそ、今の先輩がある。そうでしょう？　おそらくこれは先輩以外の生徒会の誰かの実話をもとに構成されてます──利用されましたね。そんなところも実に非リア充っぽいですよ」

　そんな風に自信満々に彼女の潔白を述べ立てると、自分を慕う後輩にそそぐ優しい目つきが一転、恨みがましく俺を睨にらみつけてきた。

「高砂たかさごは、なんというか……そういうところがあるよな。そんな余計な一言がお前を真っ当な社会生活から遠ざけているんだぞ」

　領りよう家けの言葉に、宮みや前まえは頷うなずき乗っかる。

「全くそうですわ。就活の面接に全て落ちてコンビニのバイトで食いつなぐある日、つい面倒な客に暴言を吐いているところを動画に撮られてツイッターで炎上する未来が手に取るように分かりますわ」

　少し口が滑っただけで未来まで透視されて否定されていた。確かに面接とか通過できる気がしないが、どうして今から陰鬱な気分にさせられなくてはならないのか。

　俺への罵倒によって宮みや前まえが若干気を取り直した頃合いになると、他の部員も部室に揃そろった。領りよう家けはまず皆に号外を回し、説明を始めた。

「明らかに、佐さ知じ川かわ率いる元・生徒会役員たちによる我々への妨害行為だ。おそらく新聞部に何か握らせてでっち上げさせたのだろう」

　天あま沼ぬまは、「本当はやっていたのでは？」などと宮みや前まえをつついていたが、俺が先ほどの論を開陳するとすぐに納得し、深々と頷うなずいてそれ以上何も言わなかった。感謝されて然しかるべきなのに、また宮みや前まえに睨にらまれてしまう。

「ひとつ、言えることがある。奴やつらは本気で生徒会長の座を狙ってきている──こんな卑劣な手を使ってまで、勝とうとしてきているのだ」

　西にし堀ぼりは眠そうに目をこすりながら、口を挟んだ。

「不可解。なんでそこまで、生徒会長になりたがる？　元会長の思い通りは嫌、みたいな反感程度では、ここまでできない。何かべつに……理由がある」

　西にし堀ぼりの指摘はもっともだ。高校の生徒会長になりたいからと言って対立候補を蹴落とすためにここまではやらない。何かがあるはずだ。

「しかし……長く一緒にいたはずの私わたくしですが、どうもそこまでの動機というものに思い当たりません」

「ううむ……しかし情報が少なすぎるな。……まあいい」

　領りよう家けはそう言って立ち上がると、演説のための道具を用意しはじめた。

「こんな妨害に負けないくらい、我々がアピールすればいいだけの話だ。運動の手法に関してはこちらに一日の長がある。そのアドバンテージを活いかし、逃げ切るんだ」

　他のメンバーも慌てて準備をはじめ、俺たち反恋愛主義青年同盟部は朝の演説へと繰り出していった。




　　　　○




　その号外は瞬またたく間まに校内に行き渡り、俺たちは想像した以上に苦戦を強いられることになった。行事の度に全校生徒の前に立ち、あれだけ立派な話をしていた生徒会長・宮みや前まえが、まさかその裏で生徒会の予算を使って他校の生徒とよろしくやっていたなんて──その落差が生徒たちの好奇心をくすぐったのだろう。

　噂うわさにはどんどんと加速度的に尾ひれが付いていき、今朝の段階では宮みや前まえは梅毒持ちで三回中絶していることになっていた。

「まったく、冗談じゃありませんわ！」

　宮みや前まえは荒れていた。あれだけ献身的に生徒会に尽くした彼女だからこそ、こんなふざけた根も葉もない噂うわさは応えるにちがいない。一般生徒の前では我関せずといった感じで、俺たちの前では単純に怒りを露あらわにしている様子を見せる彼女だが、この前ひとりで部室にいるときに涙を流しているのを偶然見かけてしまった。

　意外なことだが、佐さ知じ川かわたちは宮みや前まえのスキャンダルを陽には攻撃材料として用いなかった。開かれた生徒会、公正な監査などを打ち出して間接的にそれを利用することはあったが、表立って宮みや前まえを批判し、領りよう家けへのネガティブキャンペーンを張る、ということはしなかった。それは彼女たちの、「正当性」の演出のために必要なのだろう。誰かへの非難ではなく、学校をより良くするためのこちら側と似通った主張を展開する──こうすれば宮みや前まえを嫌った一般生徒の票は、佐さ知じ川かわへと流れることになる。

　逆にそのニュースを全面的に用いたのは、藤ふじ枝えだの側だった。

「我々はこの暴虐を、決して許してはなりません！」

　寒さが一段と厳しくなった雲ひとつない晴天の朝、藤ふじ枝えだは登校中の学園生徒に対して呼びかけを行おこなっていた。青白い顔に千円カットの髪型、やたらと甲高いその声に俺はどこか親近感を覚えるが、通り過ぎる女子たちは、「うわ、またやってるよ」「キモ」などと言って苦笑している。しかし藤ふじ枝えだをはじめそれをサポートする計算機科学部の面々は、そんな中傷には眉ひとつ動かさなかった。よほどキモがられ慣れているのだろう。

「宮みや前まえはその生徒会長在任期間中、しきりに恋愛至上主義を称揚してきました。そしてついに我々は、ここに至って答え合わせをすることができたのです！　彼女のその恋愛偏重は、自らの崩壊した倫理観を反映するものに他ならなかった!!　そしてこれはただ単に、彼女一個人の特殊事情によるものではありません──そもそも、恋愛というものそのものが、このような自己中心的価値観を助長し、倫理を、秩序を、破壊する悪魔的な性格を備えているのです!!　したがって我々は、ここで大幅に方針転換をしなければならない──校内からの、恋愛の廃絶です。

　宮みや前まえの推す領りよう家け候補は言わずもがな、元生徒会役員の佐さ知じ川かわ候補も、押し出している政策は宮みや前まえの方向性に沿うものでしかありません。彼女たちの主張する、『みんなの輝きをサポートする生徒会』──こういったものは、根本的に見直さねばならない。『輝き』は噓うそだ！　『充実』は欺ぎ瞞まんだ!!　耳あたりの良いい言葉を吐いて実権を握ろうとするその浅ましさに、我々は断固として否を突きつける!!

　虚飾を廃し、我々は粛々と我々のやるべきことをなさねばならない。今の我々に、『恋愛』などという精神の弛し緩かん薬は不要だ！　痛みを受うけ容いれ、そして純粋に学業において、部活動において、ストイックに成果を追求することが我々のすべきことではありませんか!!」

　藤ふじ枝えだのその主張に、俺ら反恋愛主義青年同盟部は言うべき言葉がなかった。宮みや前まえのスキャンダルをそのまま信じて利用していることの他は、俺たちと大いに共鳴するところのある思想だ。

「本来ならば我々が、あの場に立ってあの主張をせねばならなかった」

　マフラーを巻いて敵情視察に来ていた領りよう家けは、隣にいた俺にぼそっ、と小声でそうつぶやいた。

「正体を隠している都合上、反恋愛主義青年同盟部は公然と生徒会長選に関わることができない。だが藤ふじ枝えだは、顔も隠さず、名前も堂々と晒さらして、周囲の誹そしりなどつゆ気にせずに、ああして出馬してきたんだ。人前でこうして話すことなんて慣れていないだろう。本当は生徒会長なんてやりたくないに違いない。だが奴やつには、貫くべき正義があったんだ。なんだか……情けなくなるな」

　領りよう家けはそう言うと、ポケットに手をつっこんでギリ、と歯を軋きしませた。

　俺は彼のその姿とその主張を、甘えていた自分の心に焼き付けるべく、藤ふじ枝えだを取り囲んでいた人だかりの中に入っていった。




　　　　○




　投票期日はすぐにやって来た。我々の陣営も巻き返しをはかるべく、様々な策を展開したが、どれも効果が薄かった。宮みや前まえは自身の潔白を証明しようと躍起になっていたが、決め手に欠け、疑惑を払ふつ拭しよくするには至らなかった。しかしそもそも、その努力は無駄だったろう──多くの人は波乱のない真実よりも、刺激的な虚構を好むのだ。

　十七時に投票が締め切られ、すぐに開票作業が行われた。そしてその日のうちに、結果が掲示板に張り出され、号外が飛んだ。

　次期生徒会長は、佐さ知じ川かわに決まった。




　　　　４




　敗北して落ち込んでいる暇は、反恋愛主義青年同盟部にはなかった。会長に就任するや否いなや、佐さ知じ川かわはめまぐるしいスピードで改革を行おこなっていったからだ。

　放課後の部室に集まると、その日に目撃した新生徒会の暴虐を各自報告する毎日が続いた。

「まさか、佐さ知じ川かわさんがこんなに恋愛至上主義を推し進めてくるとは……」

「宮みや前まえが生徒会長だったときには、その兆候はなかったのか」

「ええ、全く。そもそも異性との関係について話題になる人ではありませんでした」

「それが……こんな風になってしまうのか」

　領りよう家けはホワイトボードに佐さ知じ川かわの新しい施策を書き加えながら、顔を苦々しげに歪ゆがめた。

「早急に手を打たないと、せっかくこれまで築いた反恋愛の基盤が台無しにされてしまう。大規模な校内デモを開催しよう──賛同者がいてくれるうちに」

　部員はめいめいに、暗い面持ちで解散していく。最後に残った俺と領りよう家けも、部室を出るその足取りは重かった。

「あ……明日提出の宿題を、机に入れっぱなしだ。待っていてくれ、取ってくる」

　領りよう家けはそう言って駆け出そうとするが、大して遠くもないので俺もついていくことにした。

「しかし予想外のことが続くな。過去の宮みや前まえ以上の恋愛至上主義を打ち出してくるなんて」

　俺がそう言うと、疲れきった声で領りよう家けが応じる。

「我々の躍進に、大たい性せい欲よく賛さん会かいも手を拱こまぬいているわけにいかなくなったのだろう。ここが踏ん張りどころで……」

　と、領りよう家けの言葉がピタリと止まった。その声と入れ代わるようにして、ゴソゴソと物音がどこかから漏れてくる。どうも使われていなかった資料室らしい。

「おい、これって……」

　隣を見ると、領りよう家けは表情を硬直させていた。

　さらに物音が続き、声が聞こえてくる。

「ね、まずいって、こんな所で……」「大丈夫だよ、皆もう帰ったって」「でも……こんなの見つかったら」「生徒会がわざわざ開放してくれてるんだぜ、お墨付きだって」「ん……ちょっ……」

　佐さ知じ川かわが会長就任後にまず行おこなったのは、使われていない部屋の自由開放だった。「校内のリソースを最大限に使い、活動しやすい学園を目指す」ということが名目上の目的として挙げられていたが、結果したのは『ヤリ部屋』の急増だった。

　こんな時、俺たちにできるのは、盛ったこいつらを萎えさせることくらいだ。

「おい、ここだここ。昔、女子生徒が首くくったっていう……」

「ああ、妊娠して、ってやつでしょ。男の方がしらばっくれて……」

　俺と領りよう家けが聞こえよがしにそう大声で話すと、漏れて聞こえてきていた声がピタリと止やみ、しばらくしてゴソゴソと控えめな音が続いた。着衣の乱れを直しているのだろう。

　それを確認すると、領りよう家けはスタスタと早足で歩きはじめてしまった。追いつくのがやっとだ。

「まったく……まったく……」

　領りよう家けは憤ふん懣まんやるかたない様子でそう呟つぶやきながら歩く。

「なんでわざわざ学校でやりたがるんだろうな」

「私に聞くな！　……我慢の利きかない猿ばかりだからな、空き部屋があれば自動的に盛るんだろう──最も早はや、誰もいない空室に欲情しているといっても過言ではあるまい！」

　そんなことを言っている間に、目的地に到着する。茜あかね色いろの西日が差し込んだ教室には、他に誰もいない。コーティングのされた机の表面が光を反射し、規則正しく並んだそれが奇妙な光景を作り出していた。

「この時間になると、さすがに誰もいなくなるんだな」

　自分の机に行ってプリントを取り出す領りよう家けが、そんな風に呟つぶやいた。特に何の意図もない発言なのだろうが、俺の頭の中では先ほどの事件と不可避的に結びついてしまった。

「もしかしてここでも……俺らの知らないところで、行われているんだろうか」

　プリントを鞄かばんにしまい込んだ領りよう家けが、ぎょっとしてこちらに振り向いてくる。

「……何を言っているんだ。ここは我々が普段、長い時間座って勉学に励んでいる場所だぞ。こんなところで、その……」

　言いながら、領りよう家けの顔はだんだん赤くなっていく。

「なぜ……わざわざ二人きりのときに、そんなことを言うんだ！」

　荒々しくそう言って、彼女はこちらを睨にらみつけた。

「いや、待て、勿もち論ろんそんな意図はない！　ただ頭にふっと考えがよぎっただけで……」

　言われて見れば最悪のタイミングだ。

「普段からそういうことばかり考えているから、不用意な発言をするんだ！　自己批判を要求する!!」

　その後俺は夕日の色にそまった教室が真っ暗になるまで、延々と自己批判書を執筆するハメになった。




　新生徒会の横暴はそれだけにとどまらない。ある日の昼休み、俺と領りよう家けが食堂へと向かうと、昨日までと席のレイアウトがガラリと変わっていた。

　戸惑って入口近辺で立ち止まる生徒たちをかき分けて中に入ると、案内板が立っていた。

『中央の席は複数名での利用に限ります。

　お一人様でのお食事は、壁かべ際ぎわの席をお使いください。　　　生徒会』

　それを見た領りよう家けは、怒りにうち震えていた。

「こんな差別が許されてはならない！　よし高砂たかさご、我々は敢あえてそれぞれ一人席を使うことで、このリア充優遇に抗議しようではないか!!」

　二人でカウンターから定食を受け取り席を探す。壁かべ際ぎわは、テーブルの上についたてが等間隔に並んで、それが隣の席を見えないようにしている。机も椅子も高くて安定性に欠け、まるでさっさと食べ終わって出ていってほしい、とでも言いたげだ。

「しかし……空いていないな」「中央のテーブルにはまだ余裕があるんだが……」

　俺と領りよう家けはトレイを持ったまま、顔を見合わせた。壁かべ際ぎわの一人席には寂しそうな背中がずらりとひしめき、黙々と食事に集中している。

「……仕方ない、特権を利用するようで良いい気持ちはしないが……グループ席を使おう」

　領りよう家けの提案に、俺も渋々頷うなずいた。中央には二人席、四人席などが置かれ、ゆったりとした作りになっている。大きなソファ二つとテーブルで構成される八人席では、テニス部の連中がはしゃいでいた。男が腕を女の肩に回してもたれかかりながら、壁に向かって黙々と食事を口に運ぶぼっちを馬鹿にして笑っている。

　致し方なく、俺たちは二人席に落ち着いた。

「こんな陰湿なやり方をしてくるなんて……佐さ知じ川かわたちは悪魔なのか!?」

　領りよう家けはテニス部連中を睨にらみつけながらそう呟つぶやき、食事をはじめた。

「席だけじゃないみたいだぞ、ほら」

　俺は卓上にあったアクリルのカード立てに挟まれた広告を指差す。

「カップル限定サービス……だと!?」

　領りよう家けはカード立てを掠かすめ取とるようにして持つと、鬼の形相で内容を読み進めていく。が、段々とその顔つきは緩んでいった。

「そうか……男女ペアで定食を頼むと、デザートがサービスで付くのか……」

「おい、領りよう家け、もしかして……」

「違う！　『お得だな』などとは少しも考えていない!!　奴やつらの狡こう猾かつさに若干の恐れを抱いたまでだ。……しかし、どのようにしてカップルの認証を行うのであろうか。別にカップルではない私と、その……高砂たかさごでも、この特典を受け取ることができるのか。だとしたらむしろ、これを積極的に利用することで奴やつらの意図を外し、妨害することができるんじゃないか……？」

　などと早口でまくし立てると、誤魔化すようにして凄すさまじいスピードで食べ終えてしまった。せっつかれて俺も飯をかきこむようにして食べる。

　食器を返却し食堂を出ると、校舎へ向かう渡り廊下には異様な光景が広がっていた。満席で壁かべ際ぎわの席に座れなかったぼっちたちが、手すりやポールにトレイを載せて、立って食事をしているのだ。

「これは……現代の、奴隷だ」

「どうして一人だという、ただそれだけで……こんなに酷ひどい扱いを受けなきゃならないんだ」

　俺たちが嘆きながらそのぼっち飯ロードを通っていると、よく見知った背中を見つけた。だが、俺たちはあえて声をかけずに素通りすることに決めた。

「あら、高砂たかさごさん、領りよう家けさんも！　食堂にいらっしゃったのですね」

　が、あえなく向こうの方から声をかけられてしまった。宮みや前まえは渡り廊下と外とを区切る低めのコンクリートの壁の上に器用にトレイを載せ、食事をしていた。その優雅な外見と今置かれた境遇とのギャップで、明らかに周りから浮いている。
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「あ……こんにちは」「どうも……」

　俺たちは気まずさからすぐに立ち去ろうとするのだが、宮みや前まえは気にせず声をかけ続けてくる。

「まったく、酷ひどい改革ですわ、あんなグループ限定の席なんて！　設定する生徒会も悪いですが、利用する側にも問題があります。ああして特権意識を……」

　こちらが気まずそうにしているのを見て、宮みや前まえは一旦言葉を止め、問うた。

「もしかして……あなたたち、二人席を……？」

　何も答えない俺たちを見て、宮みや前まえの顔には様々な表情が浮かんでは消えた。憎しみ、怒り、妬み、不安、恐れ──そして最後には悲しみとなって、その目には涙がにじんできた。

「明日は、三人で座りましょう！」

「そうですよ、昼前に連絡取り合って、みんなで来ましょうね!!」

　領りよう家けと俺が口々にそう言ってなぐさめている時だった。食堂の方から大人数の足音がぞろぞろと響いてくる。この改革の最大の受益者、リア充大人数グループだろう。俺は目を合わせないように、外を向く。

「あれ、宮みや前まえ先輩じゃないですか」

　グループの先頭を行く生徒の発したその声には、聞き覚えがあった。

「……佐さ知じ川かわさん、ごきげんよう。いえ、今は……生徒会長、とお呼びするべきでしょうか」

「そんな、やめてください……私の中では生徒会長といえばただ一人、宮みや前まえ先輩しかいません。そんな風に先輩から呼ばれると、なんだかむず痒がゆいです」

　歯の浮くような台詞せりふだが、宮みや前まえはにこやかに微ほほ笑えみを返しただけで何も口には出さなかった。

「先輩、どうしてそんなところで食べていらっしゃるのですか？　まだ食堂には空いている席がたくさんありますよ」

　わざとらしい台詞せりふで、俺なら殴りかかっているところだが、宮みや前まえは冷静に返答する。

「確かにグループ席の方は空いていましたが、個人用の席は埋まっていましたわ。私わたくしはいつも一人で昼食をとっております。そこでこうして、苦肉の策で……」

「そんな、おっしゃっていただいたら、喜んで私たちがご一緒いたしました」

　そのあからさまな噓うそにも動じず、宮みや前まえは明るい笑顔で言い放った。

「大丈夫です。それに、こんなに沢山、席をあぶれて外で食べている仲間がいるのです。ひとつの大きな卓で、みんなで楽しく食べているようなもの──少し非日常的な感じもあって、新鮮で楽しいですわ」

「先輩は……なかなかユニークな視点をお持ちですね」

　屁へ理り屈くつをこねさせたら宮みや前まえの右に出るものはなかなかいない。佐さ知じ川かわはすごすごと引き下がるしかなかった。

　宮みや前まえは反転攻勢に出た。

「佐さ知じ川かわさん、随分と精力的に改革をなさっているみたいですね。しかし一方で、独善的にすぎるのではないか、という意見もちらほら聞こえてきます。例えばこの、食堂でのグループの優遇にしても……生徒会は生徒の多様なあり方をサポートするものでなくてはなりません。熱意は伝わってきますが、もっと生徒の意見を汲くみ……」

「先輩は結局、甘すぎたんですよ」

　佐さ知じ川かわは宮みや前まえの言葉に割り込むと、視線を前に戻して校舎に向かって歩き始めた。顔を前に向けたままで、言葉を継ぐ。

「今あるものに少しずつ改良を加えていく──そんなやり方では、目指すべき学園の姿には永遠に近づけません。どこかで飛躍が必要なのです」

「だからといって、弱者を切り捨てて……」

「何も分かっていない。先輩は、『強者』ですからね。私たちは最初から、弱者の味方です。というより、そのものと言ったところですかね」

　佐さ知じ川かわはわずかに声を張り上げてそう言うと、他の生徒会メンバーを引き連れて校舎へと戻っていってしまった。

　後に残された俺たちは、とりあえず宮みや前まえが冷めきった昼食を苦しい体勢で食べきるのを見守り、それから微妙な空気のまま連れ立って部室へと向かった。
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　改革は日を追うごとに着々と進んでいった。今日は購買のパンのカップル割引が導入されたらしい。

「ねー、優ゆうちゃんといっしょに買いに行ったら一割引きだったんだよ。お得」

「優良店舗。敵ながら褒めざるを得ない」

　放課後の部室、神しん明めいさんと西にし堀ぼりが仲良くパンを食べている。カップル認定されたのが嬉うれしかったのか、片方は完全に顔が緩みきっている。

「ほだされるな！　これは敵の罠わなだ!!」領りよう家けはそう言ってガンッ、と机を叩たたいた。「物質的な餌で人々を釣り、カップルを成立させようとしている。うかうかしていると皆、牙を抜かれるぞ!!」

「先ほど領りよう家けさんと高砂たかさごさんも何か食べていらっしゃったようですが、あれは……？」

　宮みや前まえのそのツッコミに、領りよう家けはおし黙る。どうして自分から地雷を踏みに行くのだろうか。

「……その話は後にしよう。今はこちらの方が重要だ」

　そう言って領りよう家けは、剝がしてきたポスターをホワイトボードに張り付けた。

「マッチング制度運用開始のお知らせ……なんですか、これは」

　瀬せヶが崎さきの問いに、領りよう家けは「これは悪魔のシステムだ」と前置きしてから答えた。

「簡単に言えば、生徒会が生徒同士の出会いを斡あつ旋せんする、というシステムのようだ。『充実した学園生活』を人質に、生徒たちに恋人を作るよう迫っている。このような蛮行が許されていいはずがない！」

　ぞわ、と鳥肌がたった。佐さ知じ川かわ率いる新生徒会にはブレーキがない。倫理的にヤバい領域まで、平気で踏み込んできてしまう。

「最も早はや我々には一刻の猶予も残されていない。選挙に負けたからといって落ち込んでいる暇はなかった。我々には我々の戦い方がある──いまこそ原点に立ち返り、搦からめ手ではなく、真正面から恋愛至上主義という巨悪に立ち向かっていこうではないか！」

　そう言うと領りよう家けは、そのポスターをビリビリと破り捨て、代わりに黒いペンで『新生徒会の横暴に階級的怒りの鉄てつ鎚ついを！』と大書した。

「我々の本分は何だったか？　着実な根回しや地道な基盤づくりか？　違う!!　武器を手に取り実際に行動するのが、我々反恋愛主義青年同盟部だったではないか！　権力を笠かさに着て傍若無人に振る舞うものたちには、民衆による裁きが下る。同志諸君、今ここで立ち上がるのでなくて、いつ奮起するというのだ！」

「異議なし」「やりましょう」「なんか、久しぶりでうずうずするね！」「先生、選挙の雪辱をここで果たすんですね！」「個人的な恨みもありますわ、徹底的に戦い抜きましょう！」

　領りよう家けの呼びかけに、部員がめいめいに応える。

「よし、さっそく明日から運動をはじめるぞ！　まずは朝の演説だ。新生徒会の急進的な改革をよく思っていない勢力がいることは明らかだ。そんなシンパを味方につけることで、この危機をむしろ好機として利用し、一気に学園の恋愛至上主義を駆逐していくのだ!!」
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　その後部室では日が暮れるまで今後の運動展開について議論が行われた。やはり俺たちはあれこれと裏で動き回るよりは、実際に身体からだを動かして闘争に赴くほうが性に合っている。これまでは俺たちを取り締まる側だった宮みや前まえの助言も大いに参考にして、新生徒会を叩たたきのめす算段を整えていった。

「しかし……やはり不気味ではありますわ。なぜ、佐さ知じ川かわさんが……」

「あの生徒会に、こんな圧政を敷く後継者が現れるとは思わなかったな」

　疑問が色々と残っている。そしてそれを解き明かすためにも、新しい生徒会を追い詰めねばならなかった。

　それからしばらくして解散となり、俺は領りよう家けとともに帰途についた。

「佐さ知じ川かわ、か。生徒会と対たい峙じしたときに、何度か顔は見たことがあったのだが……そこまで印象に残ってはいないな」

　領りよう家けは生徒会が発行する広報に目を通しながら、つぶやく。

「そうだな。それに……会長もそうだが、それをサポートしている生徒会役員も、よく読めない。これまで戦ってきた中では、宮みや前まえに忠誠を誓っているように見えたんだが……」

　あれこれ議論しているうちに、すぐに分かれ道まで来てしまった。実際の行動に移る、という今の段階に来て、領りよう家けはこれまでよりも生き生きして見えた。

「選挙をやっていたときより、ずっと調子がよさそうだな」

　俺がそう言うと、領りよう家けが笑いながら応える。

「やはり私には、ああいったことは向いていない。上から統率するより、下からそれに抗あらがう方が性に合っているな」




　もう冬至も近づいていることもあって、家に帰り着く前に真っ暗になってしまった。乾いて透き通った空に、普段より多く星が姿をあらわす。明日の朝はきっと冷え込むことだろう。

　寒さが身にしみる季節になると、家の中が一層恋しくなる。おそらく女児は暖房をガンガンに効かせた室内でみかんでも食べながらゲームをしているのだろう。手についた汁のせいで、コントローラーがみかん臭くなっているところまで想像がついた。腹立たしくなってくる。

　ようやく家の前までたどり着き、ドアノブをひねる。いつもなら開いているはずだが、今日は鍵がかかっていた。ようやく家に入ったらすぐ内側からロックすることを学んだのだろうか。これまで何度言っても開けっ放しのままだったので、純粋に驚く。

　ポケットから鍵を取り出して解錠し、中に入る。明かりがついていない。白熱灯のスイッチを手探りで探し当て玄関ホールを照らすと、違和感があった。

　その正体が摑つかめないまま、廊下を通ってリビングへと向かう。耳が痛くなるくらいひっそりと静まり返った自宅というのは、久しぶりだ。調子が狂う。

　リビングの電灯をつけると、さらに違和感が強くなった。やけに整然としている──いつもならもっと床や机の上に物が散乱しているはずだ。

　理解が追いつかないまま、俺は家の中をうろうろと見て回った。そこかしこに有ったはずの　彼女の痕跡が綺き麗れいさっぱりと消えているのだ。

「……何を企たくらんでいるんだ」

　今回も何らかの策略に違いない。こうやって人をおちょくって遊ぶのが好きなのだ。ここで彼女の望むような反応をしてしまっては、負けたことになる。

　一旦落ち着こう。何か飲もうと思って、冷蔵庫を開けた。何の代わり映えもしない庫内だったが、俺はふとそこで立ち尽くしてしまった。普段なら絶対にあり得ないことが起きていたからだ。いつもなら、もう次の日には見つけられて跡形もなく消え去っていたはずなのだ。

　そこには、ハロウィンの日に買ってきたプリンが、手を付けられずにそのまま残っていた。
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　ただの悪戯いたずらにしてはあまりに手が込んでいる。最近の、ハロウィンから選挙、そして新生徒会の圧政というめまぐるしい展開に気を取られてしまっていたが、確かに女児の様子は少しおかしかった。

　いつもより随分広く感じられる部屋にいると、彼女のことが次々と思い出されてくる。窓を開けたまま昼寝して夕立に降られて床がびしょびしょになったこと、掃除機で自分の皮膚を吸うのにハマって内出血の痕がそこかしこにできてしばらく外出できなかったこと、優雅にコーラを飲もうと思って戸棚の高いところに置いてあったワイングラスを取ろうとして落として割ったあと隠蔽のために庭に埋めようとしていたこと──こうして改めて思い出してみると、本当にろくでもない奴やつだった。いっそいなくなって良かったんじゃないかとすら思える。

「そもそも……あいつは、敵なんだから」

　確かめるようにして、誰もいない部屋でそうつぶやいた。女児はこの世界に恋愛至上主義を蔓まん延えんさせる憎き悪の親玉なのだ。そもそも彼女がこの家に来たのは、俺に取り入って反恋愛主義青年同盟部を内部から瓦が解かいさせるため。彼女が去ることは、反恋愛運動にとっては大いにプラスになることだろう。

　そう自分に言い聞かせて、もう何も考えないようにした。テレビをつける。ニュース番組をしばらく見て、その後でバラエティにチャンネルを変えた。芸人たちの脚色された笑い声が、広い室内にやたらと響くように思った。すぐにテレビを消して、ソファに寝転がった。

　やがて腹が減ってくる。しかしどうにも動く気になれなかった。このまま夕食は寝飛ばそうか、それに、しばらく待てばどうせ帰ってくるだろうし……まとまらない頭でそんなことを考えてしまう。

　気持ちを切り替えるためにも、俺はコンビニへ向かうことにした。代わり映えのしない店内、いつもの店員。適当におにぎりを三つほど選んで買い、すぐに店を出る。

　明るい店内から一気に夜空の下へ出ると、実際よりも一層暗く感じる。そんな視界の中でも群を抜いて暗いのは、街灯のまばらな公園だった。ふと、何の気なしに俺はその公園の方へと歩き出した。

　たまに女児がここで遊んでいるのを見かけた。背格好が同じくらいの子供と遊ぶときには、リーダーのように振る舞うことが多かった気がする。そんなどうでもいいことを思い出しながら、俺はベンチに腰掛けておにぎりをひとつ袋から取り出し、口へ運んだ。

　段々と目が慣れてくると、公園の中の様子が詳細に分かってきた。風に吹かれたのかブランコがわずかに揺れている。いくつか置かれた遊具は、ところどころ塗装が剝はげ、設置されてからの長い月日を思わせる。冬の訪れを感じさせる積もった落ち葉は、風がそよぐたびにカサカサと乾いた音を立てた。

　当然のことながら、公園の中には誰もいなかった。いないと分かっていても、なぜかその姿を探してしまっていた。敷しき地ち内を見回すと、一点だけ気になる場所があった。備え付けてあるゴミ箱に、堆うずたかく物が積まれている。

　寄ってその正体を見てみると、ハロウィン関係の衣装や小道具だった。どうしてわざわざこんな所で捨てるのか分からないが、そういったことを何のためらいもなくやってのけるのがリア充というものだ。

　と、そのゴミの中に異様なものを見つけた。女子小学生がかぶるような、黄色い帽子が捨ててあったのだ。よく見ると給食の道具をしまう小袋や、縦笛の細長い袋なども見える。コスプレの一環なのかもしれないが──

　調べようと手を伸ばした瞬間、携帯が鳴った。ともすれば犯罪めいた行動だっただけに、ビクッ、と身体からだが震える。画面を見ると、領りよう家けからだった。

「もしもし、今日は少し早かったな」

『む……まあ、明日の運動のこともあるからな。……それより、毎日日課のように電話を掛けている、みたいな言い方をするんじゃない、リア充みたいじゃないか』

「ここしばらく毎日だったろ」

『それは連絡すべき事柄がそれだけ沢山あったというだけの話だ。日中で十分顔を合わせているのに、なぜわざわざ用事もないのに電話しなければならないんだ！』

　他愛のない雑談をしていただけの日もあった気がするが、俺はもう何も言わないことにした。

『ところで……何かあったのか？』

　領りよう家けのその鋭い問いに、胃が落ち込むような嫌な感覚に襲われる。

「別に……特段、何もない。外で電話受けてるから、いつもと違うように聞こえるだけじゃないか」

『そうか、外出中だったか。また掛け直したほうがいいか？』

「いいよ、このままで」

　それから俺は領りよう家けと電話越しに色々と話し合った。新生徒会のこと、佐さ知じ川かわのこと、そして明日展開する作戦のこと。話は度々脱線して、笑い合う場面もあった。そんな軽い雰囲気だが、何な故ぜか俺には女児のことを話題に出すのがためらわれ、結局話さずじまいになってしまった。

『……まだ、外にいるのか』

「ああ。なんだかそんな気分でな」

『風邪を引くなよ。明日は新生徒会との初めての戦いなんだからな』

「分かってる。すぐ帰るよ」

『それに、最初にも言ったが……やっぱり、調子が悪いように聞こえる』

「大丈夫だって。それじゃあな、切るぞ」

　そう言って通話を切ると、ふぅ、と息を吐いた。ゴミ箱を見下ろすが、もう漁あさる気は失うせていた。

　もしかしたら、俺が外出していた間に帰っているかもしれない。そう思って俺は家路を急いだ。しかし結局、玄関には靴はなく、リビングはつけっぱなしにしていた電灯が、誰もいない空間を煌こう々こうと照らしていた。
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　翌日の集合は早かった。朝の演説はこれまでも幾度となく行おこなってきた反恋愛主義青年同盟部だが、今回はいつもよりも早い。それだけ気合いが入っているということだが、昨晩寝付きが悪かったおかげで遅刻ギリギリだった。

「遅いぞ、たるんでる!!」

　部室のドアを開けると、領りよう家けのそんな怒号が飛んできた。時計を見ると、集合時刻の一分前だ。

「なんだ、間に合ってるじゃないか」

「もっと余裕を持って行動しろ！　そういったギリギリの計画では、何か不測の事態があったときに対応できないだろう。罰として……」

　と、そこで領りよう家けの言葉が止まった。

「罰として……何だよ？」

　若干理不尽な物言いな気がしたが、運動家としては確かに領りよう家けの言っていることが正しい気がした。大人しく裁定を受けるべく俺がそう聞き直すと、

「どうした、ちょっと……顔色が悪いように見えるが」

　急に声のトーンを百八十度変えて、心配そうに問うてきた。俺はヘルメットを被かぶって、顔を逸そらす。

「少し寝坊して急いで来たからだろう。領りよう家けの言う通り、俺の気が弛ゆるんでいたせいだ。自己批判書でも何でも書こう」

「……いや、いい。以降、気をつけてくれ」

　なんだか消化不良のままでやりとりが終わる。いつものように怒鳴られていたほうが、こちらとしてもやりやすかったのだが……。

「よし、皆集まったな」領りよう家けがホワイトボードの前に立ち、はじめる。「今日の作戦は特別な意味を持つ。なぜならこれは、生徒会が切り替わってはじめての運動であるからだ。諸君も知っての通り、佐さ知じ川かわ率いる新生徒会はあの手この手でこの学園に恋愛至上主義を蔓まん延えんさせ、思い通りの支配をしようと企たくらんでいる。今のところその改革は別段の障害なく着々と遂行され、勢いに乗っている──そこに冷水を浴びせかけるのが、今回の我々の作戦なのだ」

　領りよう家けはそう言い切ると、ドン、と机の上にアジビラを置いた。

「やることは、しかし普段と同じでよい。あれこれ工夫を凝らして搦からめ手でいくのではなく、真っ向から勝負を仕掛けて奴やつらの高い鼻を叩たたき折る。そんな印象を与えてくじけさせるためにも、今回は正攻法で行きたい。いつものように演説を行い、アジビラを撒まく」

　ビラはいつものように恋愛至上主義の欺ぎ瞞まんを指摘するものだが、今回は佐さ知じ川かわ生徒会の批判に主眼を置いている。内容は次の通り。









生徒諸君に告ぐ




　先日の生徒会選挙によって新生徒会長が選出され、当選した佐さ知じ川かわの下に新しい生徒会執行部が発足した。そもそも我々反恋愛主義青年同盟部は「生徒会」なるものによる学園統治も、選挙による生徒代表の選出も認めていない──かような一見民主主義的にも思えるプロセスは欺ぎ瞞まんの塊であり、人気投票じみたこの儀式は最終的には「人柄」などという曖昧な物差しを正当化させ、ひいてはこの世界に跋ばつ扈こする、あやふやな「印象」で人を貶おとしめる恋愛至上主義へと繫つながっているのだ。が、あえてここではその点は措おくことにして、以下では新生徒会の暴虐を記述していこう。

　新生徒会のこれまでの施策は、先代のそれに較くらべても遥はるかに悪質である──恋愛至上主義に染まりきり、非リア充を徹底的に迫害しようとするその姿勢は、代替わりからこれまでのごく短い期間だけをとっても明白だ。今後その傾向が一層強まり、結果学園が生殖予備校となるのは火を見るより明らかだろう。そこでは全ての個人は抑圧され、人間はツガイとしてのみ、グループとしてのみ、そして社会の歯車としてのみ扱われることとなる。

　個としての性質を失って集団とスムーズに調和し繁殖に積極的な諸君らは、社会を操作する側にとってはこの上なく都合よく振る舞う駒として歓迎されることだろう。おめでとう、今日が諸君らの命日である。終わりのない退屈な世界をその捏ねつ造ぞうされた自信と薄っぺらい仲間意識で生き抜いていってほしい。

　我々はしかし、そんな流れには断固として反対する。新生徒会が食堂から我々を追い出すのならば、外にテントを立ててそこで堂々と喫食しよう。購買でカップルを優遇するのなら、もっと安い商品を別に仕入れてきて隣で売ってやるのだ。もしそんな我々を体制が抑圧しようとするのなら、それに反抗する──場合によっては暴力をも辞さない敢然たる態度で。

　今回の横暴は目に余る。諸君らの中にも奴やつらのやり方に反感を抱いた者も少なくないはずだ。最も早はや学内恋愛至上主義の瀰び漫まんは最終局面を迎えている。ここで立ち上がらなければ、諸君らは去勢された生ける屍しかばねとなるだろう。そうなる前に──我々は、連帯して立ち向かわねばならぬのだ。











　いつものテンションの高い文面とは大分異なる、落ち着いた、しかし切実さがにじみ出てくるビラだった。今回の危機がこれまでとはレベルの違うものであるということを知らしめる効果を狙っている。

「宮みや前まえ、佐さ知じ川かわの制圧力はどれくらいだと思う」

「彼女はあまり実戦に参加するタイプではありませんでしたので、未知数ですが……経験という意味では、少なくとも利はこちら側にあると思ってよいでしょう」

「そうか。我々の力を見せつけてやらねばならないな」

　全員の顔に気合いがみなぎる。申請など全くせずに行うゲリラ的行動のため、見つかり次第すぐに生徒会が止めに入るだろう。武力衝突は避けられない。

「よし、そろそろ登校が始まる時間だ──行こう」

　領りよう家けのその言葉を皮切りに、全員が一斉に武装を整え始めた。ガチャガチャというその荒々しい音を聞いていると、精神が日常から切り離され革命のための闘争へと集中していく。




「登校中の生徒諸君！　静聴せよ!!」

　始業まで三十分を切って登校のピークが来ようとするタイミングを見計らって、領りよう家けは演説をスタートさせた。

「最も早はや諸君らにも我々の名は行き渡っていることだろう。反恋愛主義青年同盟部である！　これまでも度々ここで啓けい蒙もうを行おこなってきたが、またこうして現れたのには大きな理由がある──そう、先日の選挙によって新生した生徒会の、目に余る蛮行である!!」

　同時に他のメンバーはビラを配り始める。

「またか……」「朝っぱらからうるせえんだよ！」「ごちゃごちゃ言わずに一発ヤッてみろ！」

　そんな心ない野次が飛ぶ一方、ビラを受け取り足を止めて演説に聞き入る者もいる。やはりこちらの読み通り、新生徒会の方針は少なからぬ数の生徒から反感を買っているようだ。

「賢明な諸君ならもう気付いているだろう。近頃始まった佐さ知じ川かわによる生徒会運営は、以前よりもずっと恋愛至上主義を前面に押し出している。これをそのまま放置すれば、学園は瞬またたく間まに生殖衝動によって支配され、恋愛がまず第一に行動を規制し、旧来あった生徒たちの独特な活動の全てが失われる！　そこに広がるのは名前を失った男と女の繰り広げる、退屈な生殖だ。意味は全て恋愛に回収され、我々は何物をも追求することができなくなる。

　そんな世界を、本当に諸君らは望んでいるのか!?

　そうではないはずだ！　我々には追いかけたいものがある、探し求めることが許されているのだ！　『恋愛』や『生殖』という決まりきった下らない答えに満足せず、我々はその穴から這はい出でることができるはずなのだ!!

　だからこそ、我々は今ここで……」

　と、そんな風に領りよう家けが一度目の演説をしている最中だった。

「学園内における無許可での演説等は、校則により禁じられています。今すぐ中止してください」

　佐さ知じ川かわの声だった。トラメガを片手に悠然と向かってくる彼女は、その背後に何人もの屈強な戦闘要員を引き連れていた。

　しかしその程度で引き下がる反恋愛主義青年同盟部ではない。

「出たな、佐さ知じ川かわ！　もう貴様の思い通りにはさせんぞ!!」

　想像よりもずっと早い生徒会の登場だった。まだ領りよう家けの演説が一回も通して行われていない。もしかしたら俺たちが運動を行うのを見越して、密ひそかに待ち構えていたのかもしれない。

「繰り返します、あなたがたの行為は校則で禁じられています。速やかに退去してください」

　佐さ知じ川かわは領りよう家けの挑発に取り合わない。我々の戦術は、会話の通用しない相手には分が悪かった。

「生徒の声を受け止めるのが生徒会の役目だろう！　そうして全てを杓しやく子し定じよう規ぎに取り扱い、意見を抑圧する──それが貴様らのやり方なんだな!?」

「所定の手続きを行おこなっていただき許可が下りれば校内で演説活動をすることができます。また、生徒の皆さんのご意見に関しては生徒会室入口付近に意見箱を設置しております。生徒会ウェブページのメールフォームからも受け付けておりますので、どうぞご活用ください」

　完全にこちらの意図を外してきている。まだ反論してくる宮みや前まえのほうがやりやすかった。調子を崩されてしまう。

　そうこうしている間に、校舎から出てきた佐さ知じ川かわの一行はこちらのすぐ近くまで来ていた。

「自主的な退去がなされない場合は、校内治安維持のために生徒会による強制的な排除が行われます」

「我々はそんなものには屈しないぞ！」

　領りよう家けはそう言うと、立てかけてあった角材を手に取った。他のメンバーもめいめいに武装を固める。

　佐さ知じ川かわは間合いギリギリまで迫って、立ち止まった。丸いアルミフレームのメガネ越しのその双そう眸ぼうは、一切の感情を表さない静けさを保っていた。どうしてこの場において、こんな目ができるのだろうか──得体の知れない不吉な印象に、軽く恐怖すら抱いた。

　緊迫した空気の中、登校中の生徒たちも固唾を吞のんで見守っている。彼女は一旦後ろに退き、小さな声で後ろに控えていた男たちに指示をする。そしてそのままこちらへは向かわず、校舎へと踵きびすを返かえしてしまった。

　……何が起こったのか？　そんな疑問が起こった一瞬の後、男たちがこちらに飛びかかってきた。こちらは何とか初撃はかわしたものの、部員は散り散りになってしまった。

　これまでは宮みや前まえが先陣を切って向かってきたから、今回もそうだろうと思い込んでいた節があった。実際には佐さ知じ川かわは戦闘に参加せず、高みの見物だ。

「各自、退散しろ！」

　運動継続は不可能と判断した領りよう家けから、命令が飛ぶ。俺たちは事前に打ち合わせしていたとおり、バラバラの方向に走り出した。敵の男たちは一瞬あたりを見回したあと、二言三言交わし、それから追いかけ始めた。

　それぞれが一人ずつ追うのではなく、その場にいた数人全員が同じ方向に走ってくる。一人だけでも捕獲したい場合は、確かにそちらの方が賢いのかもしれない。そして追いかけられているのは──俺だった。

「……なんでだよっ！」

　全力で走るが、彼我の距離はどんどん縮まっていく。元々そこまで走るのが速くない上に、寝不足でうまく足が回らない。

「男なら、手加減せずやれるからな！」

　後ろから、期待していなかった返答が返ってくる。バチバチッ、と嫌な音がして後ろをチラリと振り向くと、その手にはスタンガンが握られていた。

　ガチだ。宮みや前まえと戦っていた頃には向こう側にも心の余裕があった。バレンタインでも文化祭でも、こんな物騒なものは持ち出してこなかった。

「そんなの、ありかよ！」

「貴様らの『革命』ごっこに、付き合っている暇は、ないのだっ!!」「圧倒的物量で、叩たたきのめす！」「お前らが、口だけのフェイク野郎だと、全校集会で見せしめにしてやるぞ!!」

　口々にそう言いながら迫ってくる。命の危険を感じて俺の方もスピードが上がるが、どうしても距離を縮められてしまう。

「お前ら生徒会だろ、生徒に、そんなことして、許されると思ってるのかよっ！」

「文句は豚箱で聞く！　しばらく寝てろ!!」

　そう言った一人がグンと加速して俺に近寄る。伸ばしたその手には、スタンガンがしっかりと握られていた。

　が、その瞬間、横合いから黒い影がサッ、と入り込んできた。

「行けッ！」

　そう言った彼に、迫っていたスタンガンが直撃した。次の瞬間ビクン、と大きく身体からだを震わせ、それから人形のようにくずおれてしまった。顔が見える──藤ふじ枝えだだった。生徒会長選挙でもこちらに近い主張を展開していた彼が、俺を助けてくれたのだ。倒れた彼の表情を見て、こんな時になってようやく、頭の片隅にあった記憶が呼び覚まされた。

　──あのバレンタインの作戦において、女子生徒の鞄かばんの中に入ったチョコを圧倒的な執念に裏打ちされた鋭い嗅覚で検知して多大な貢献を残した男──それが藤ふじ枝えだだった。

「そうか……お前……」

　あの作戦のあと、身元が露呈してしまった彼には、この学園生活において人権などというものはなかったはずだ。だからこそその青春を純粋二次元の方へと注ぎ込み、自分で創作をなすまでになってしまったのだろう。そして最も早はや守るべきものが何もない彼は、会長選に出馬して自分の主張をぶちまけたのだ。

　そして──ここで身を挺ていして、俺をかばってくれた。目の奥からじわりと涙がにじみ出てきた。俺たち反恋愛主義青年同盟部には、仲間がいたのだ。

　彼のその捨て身の援護に応えるためにも、俺は走った。突然の割り込みによってスタンガンの狙いが外れて、敵は足止めされていた。心のなかで藤ふじ枝えだに何度も感謝の言葉を繰り返しながら、仲間の待つ場所へ向けてひた走った。




　　　　○




　とりあえず難を逃れた反恋愛主義青年同盟部だったが、今後の展開については考える必要があった。

「スタンガンなど持ち出してきて……完全に生徒を武力で従わせるつもりじゃないか！」

　憤慨する領りよう家けに、先代の生徒会長だった宮みや前まえも頷うなずく。

「あんな装備は以前の生徒会にはありませんでした。彼女の代になって、新しく導入したのでしょう。なぜ……そんな過激な子ではなかったはずなのに」

「それに、導入するといってもどうやって……いくら権力があるといっても生徒会の予算をそんなものに使えるとは思えない」

「その通りですわ」

　謎が謎を呼ぶ事態だ。頭で追えなくなってきている。

「あれに、どうやって対抗するんだ……？」

　身の安全が脅おびやかされた張本人である俺がそう問うと、部室内が静まりかえってしまう。

「やはり、さらなる武力で対抗するしかない」

　西にし堀ぼりがポツリとそう言うと、神しん明めいさんが頷うなずきながら付け加えた。

「やっぱり、爆弾とかかな。一応、化学準備室と薬品庫の合鍵は持ってるし作り方も大体分かるけど……どこで実験する？」

　そんな過激な発言に、領りよう家けが慌てて牽けん制せいした。

「うむ、それもひとつの案ではあるが……そうすると向こうもさらに対抗してくるだろう。やはり泥沼にはまってしまうのではないか」

　それを聞き、天あま沼ぬまがビシッ、と手を挙げて発言した。

「武器の強化に頼るのは安易な考えです。だからこそ過激さを競う展開になってしまうのです。そうではなく、己の身体からだをただ純粋に鍛えること──その点が我々には、欠けていたのではないでしょうか。活動家は体力が資本です。必要なのは最新鋭の武装でも奇をてらった作戦でもなく、圧倒的なストイックさで臨む自己鍛錬なのです!!」

　言い終えると天あま沼ぬまは喜々としてトレーニングのスケジュールを書き出しはじめた。六時半学校集合でランニング、ストレッチ。七時半より始業までゲバ棒の素振りと型の練習。昼休みは部室で筋トレ、放課後は二人一組になっての稽古、そして実戦を想定した応用訓練だ。

「おい、運動部じゃねえんだぞ……」

　俺が呆あきれてそう言うと、すぐさま反論が返ってきた。

「文化部でもありません。高砂たかさご先輩、そういった体力づくりに消極的な態度だからこそ、今回追い詰められてしまったんですよ。体育嫌いの陰気さが顔にまでにじみ出ています、だから、『こいつには勝てる』と思われて集中的に狙われたんでしょう。鍛錬を積み重ねていけば、顔つきも引き締まるはずです！」

　後輩女子に陰キャ顔を指弾され、俺は心の中でさめざめと泣いた。「ぐっ……」という声だけが漏れて、何も反論できなくなってしまう。

　と、領りよう家けが助け舟を出した。

「……まぁ、たしかに体力づくりは怠っていたな。だがこのスケジュールだと、肝心の思想を広めるための活動が一切できない。部分的にこうしたものを取り入れるのがいいだろう」

　その後も議論が百出したが決定打といえるものはなく、結局演説以外のこれまでやって来た手法を試してみる、ということになった。




　　　　２




　それからも新生徒会の勢いは止まらず、校内は恋愛至上主義一色に染められていった。カップルは所構わず手を繫つなぎあい、休み時間に廊下でキスをし、空き部屋から照れくさそうに出てきたりした。

　優遇を前面に打ち出したこともあって、カップルの成立も盛んになった。何に影響されたのか公開告白を敢行し「青春」を満喫する阿あ呆ほう共もちらほらみかけた。

　だが、この程度の施策で恋愛に幻惑されるのは元々それに魅力を感じていたリア充予備軍であり、彼ら彼女らが堕落したからと言って我々の反恋愛運動にはそこまで影響しない。問題は、恋愛の欺ぎ瞞まんに感づいていた我々のシンパが、強制的に恋愛至上主義に漬け込まれ洗脳されてしまうことだった。我々が先行入手していたあのポスターは既に校内に張り出された。危惧している状況は、もう目前まで迫っている。

　そして俺をかばってくれた藤ふじ枝えだの消息が、分からなくなっている。目撃した生徒の証言を総合すると、あのあと間もなく黒塗りの車が校門前に止まり、そこに運び込まれたということだった。藤ふじ枝えだのクラスでは、彼の存在は無かったものとして取り扱われている。彼は一体どこへ行ってしまったのか──まさか山に埋められて白骨化、十年後に発見され行こう旅りよ死し亡ぼう人にんとして官報に載るという未来は無いと思いたいが……

　もう一つ。それは校内の動きとは関連のないことだが──まだ女児は、家に帰ってきていなかった。




「渡り廊下、屋上へ向かう階段の踊り場、校舎裏、どこもはがされていました」

「あえて普通の掲示板に貼ってみたけど、もちろん駄目だったよ……」

「掃除用具入れの扉の裏に貼り付けてみたのですが、それも駄目でした。面目次第もございません……」

　演説などの直接出向いて行う運動がああして不首尾に終わった俺らは、対策が見つかるまでの間はポスターやビラなどで思想を広めることにした。しかしそれも、あまりはかばかしくない。

「そうか、やはりかなり対策が早いな。以前はポスターなど無許可で掲出してもはがされるまで数日もつなんてザラだったのだが……」

　領りよう家けがそう言うと、以前は対応する側だった宮みや前まえが補足する。

「目立つ所などはすぐに見つけられますが……こんな徹底した対応なんて、ちょっと異常ですわ」

　ため息をつきながら西にし堀ぼりも報告する。

「試しに図書館の本棚から誰も読まなそうな百科事典を出して奥に貼ってみた。それも回収されていた」

「そこまでか……」

　部内が絶望に染まる。最も早はやどうやって運動を展開してよいのか分からない。

　以前もやっていた生徒の登校前に机の上にビラを置いておく、という手法も試してみたのだが、置くそばから生徒会に回収され、挙句の果てに教室に先回りされてドアを封鎖され、作戦は失敗した。

　室内には沈黙が続き、陰鬱な空気が流れ始める。このままでは本当に、「何もできない」という結論に到着してしまう。それを避けるためにも俺はわらにもすがる思いで他力本願とも言える策を口にした。

「今こそ、他の生徒を味方につけるべき時なんじゃないのか？　藤ふじ枝えだを例に出すまでもなく、今回の生徒会の方針には疑問を抱いている者が多い。俺らだけでやる必要はないんだ。そういった人たちを組織して束になってかかれば、生徒会も今のように簡単には対処できないんじゃないか」

　俺のその提案には、しかしすぐに反論が出た。

「仲間を募るにしても、媒体が必要だろう。誰が生徒会に反感を持っているかなんて、あらかじめ分かってはいないから……」

「いえ、何人かはもう、分かっているでしょう」領りよう家けに応じたのは、俺ではなく宮みや前まえだった。「藤ふじ枝えださんやその周辺は、確実なのではありませんか？」




　翌日の放課後、俺たちは計算機科学部の活動場所である校舎裏の物置の前に武装状態で集まっていた。元々は校舎の中に立派な部室があったのだが、様々なやらかしによって学園内での権利を少しずつ剝奪され、こんな所に押し込められるまでになった。校舎の窓の隙間から伸びたＬＡＮケーブルが小屋の中に導入されているさまは、物悲しい情趣に満ちている。

　タイミングのいいことに、藤ふじ枝えだが今日復帰したという情報が入ってきた。ドラム缶にコンクリートと一緒に流し込まれ東京湾の底に沈んだ状態でなくて本当に良かった。

「……よし、入るぞ」

　ひそめられた領りよう家けのその声に、皆が頷うなずく。

　カチャリ、と軽い音を立ててドアノブが回る。領りよう家けは一気に扉を引き開け、無言でずかずかと中に入っていった。他のメンバーもそれに続く。

「な、何だ、諸君らは！」

　甲高い声、脂でぬたぬたした髪、大きく出た腹にはちきれそうなプリントＴシャツというステレオタイプもはなはだしいオタク感をそのまま現実世界に実装したような男がそう言って立ち上がる。デスクの下に入り込んだ肉を考慮せずそのまま立ったからだろう、挟まれて「あ痛てっ」と小さく漏らした。その天然記念物のような存在に、立場を忘れて純粋に感動してしまう。

「我々は反恋愛主義青年同盟部だ」

　領りよう家けのその応答に、部員たちがどよめく。

「忘れたわけではないだろう？　あのバレンタインの作戦では、諸君らにも手伝ってもらった。あの作戦では結局我々は敗北を喫したが……いよいよ、本当に勝たねばならぬ時がやってきた」

「いえ、忘れていません。むしろ我々はずっと、あなた方に共感を抱いて活動してきたのです」

　鋭い眼鏡の照り返しとともに、奥の暗がりからガリガリに瘦せたタイプのオタクが出てきた。

「なんとかして恋愛の覇権に対抗できないか──我々も常にそのテーマを胸に活動してきたのです。その一つの解答が、学園祭でのゲーム頒布、そしてもうひとつが、あの選挙活動でした」

「選挙に関しては我々も見届けた。堂々たる主張内容もそうだが、なにより公然とあれをやってのける胆力に、我々としても驚かされた。学ぶところがあると深く自省した」

「そう言っていただけたら、何よりです。そして今日来られたのは──新生徒会のことについてですね」

「話が早くて助かる。そうだ、佐さ知じ川かわ率いる新生徒会討伐に、協力を要請しに来たのだ」

　領りよう家けがそう言うと、計算機科学部員の何人かはしゃくりあげ、他の者も目に涙を溜ためはじめた。

「ぜひ、参加させてもらいます。我々も今回ばかりは、我慢しているわけにはいきません。

　先日我々が抗議の意味を込めて食堂のグループ席に陣取っていたときのことです、『僕らもグループだ、どこからでもかかってこい！』という気分で待ち構えていると──特に誰も絡からんできませんでした。席が正しく使われているかチェックしている生徒会役員も、我々の方には目もくれません。こちらの堂々たる態度に気け圧おされ話しかけられないのだろう──最初こそはそう考えていましたが、あまりの無視のされように次第に不安になっていきます。冷やかしてくる一般生徒も居おらず、皆楽しそうに談笑しながら食事をしているのです。我々はその中に、あたかも溶け込んでいるようでした。しかしそんなことはあり得ない。自分が無条件に承認されていると思いなすほど我々は愚かではありません。そう、これはリア充の仕掛ける罠わなだったのです！　一見受うけ容いれられているような雰囲気を作り出し、こちらがそれを信じて安あん堵どしたところを、哄こう笑しようとともに突き落とす。彼らが好んで使う手法です。その兆候はどこにも見つかりません──よほど徹底的に隠蔽していたのでしょう。しかし我々は非リア充特有の動物的勘によって、それに感づいてしまった。そこで私たちは、空席を探して困ったようにあたりを見回しているバドミントン部の男女に席を譲り、自分たちは廊下で残りを食べました。危なかった──あやうく敵の手のひらの上で転がされるところでした。こうした搦からめ手を使ってくる佐さ知じ川かわ生徒会を、野放しにしてはおけません!!」

　瘦せ型の男が一いつ気き呵か成せいにそう喋しやべった。なんというか、考え過ぎた結果支離滅裂なことをやっている感じがするが、俺らは特に何も言わず薄笑いで頷うなずいて流した。あと最後に男女グループに席を譲ってしまうところが、どうしようもなく非リア充だった。

「なるほど、諸君らが協力してくれるというのは大変頼もしいな」

　そう言ってから、領りよう家けは部室の中を見回した。

「しかし……復帰したという藤ふじ枝えだの姿が見えないが……」

　それを聞くと部員たちはビクッ、と肩を震わせた。

「ふ、藤ふじ枝えだは……」「あいつは、もう……」

　と、そんな絶妙のタイミングで、奴やつはやってきた。

「うす、久しぶり」

　制服のブレザーの下にパーカーを着込んだ量産型リア充スタイルで爽やかに笑いながら軽く手を挙げてやってきたのは──あろうことか、藤ふじ枝えだだった。伸び放題だった天然パーマの髪は小奇麗にカット、軽めのワックスで流れをつけられ、自然にまとまっている。中学の頃いじめっ子に割られたが親になんとなく言い辛づらく自分で割ったことにして笑い話で誤魔化しセロテープで補修したままになっていた眼鏡は、跡形もなく消えていた──コンタクトにしたのだろう。きららアニメを見ている時にしか笑わなかったその顔は、今や微ほほ笑えみにつつまれ自信に満みち溢あふれている。

「う……うう……」

　変わり果てた藤ふじ枝えだの姿を見て、計算機科学部の面々は男泣きに泣いた。俺も釣られて泣きそうになった。

「大げさだな、一週間くらい居なかっただけじゃないか」

　そう言って彼は、瘦せ型の男の肩を叩たたく。

「アキラ、シゲル、ヒカル、ショウ……ただいま」

　部員たちが互いをキョロキョロ見まわしはじめる。恐らく苗みよう字じでしか呼び合っていなかったから下の名前が分からないのだろう。

　涙を拭い、瘦せ型の男が啖たん呵かを切った。

「今更何しに来たんだ！　いや、分かってる。僕たちを見下しに来たんだろ。あとでツイッターに写真を上げて面白おかしい本文をつけてバズらせるんだろ!!」

　殴りかからんばかりの勢いの彼に、藤ふじ枝えだは茶化すようでもなく真剣な顔つきで応えた。

「そんなはずないだろ。今のお前らの姿は、昔の俺の姿だ。それを否定することは、今こうしてここにある俺自身をも否定することだ。だから俺は、全てを受うけ容いれたい。それにな、言っておくが──俺とお前らの友情は、一生ものだからな。お前らがどんだけ俺のことを嫌おうが、俺はお前らのことを友達だと思い続けている。これだけは覚えとけよ」

　どうしたらいいのか。いっそ馬鹿にしてくれたほうが分かりやすくてよかっただろう。本物のリア充というのはそもそも、あまり他人を見下したりしないのかもしれない。そしてそれだからこそ、より一層俺たちは傷つけられるのだ。

「藤ふじ枝えだ、お前……まさかとは思うが、彼女なんかは……」

「……そうやって訊きかれると、照れるな。ま、いるよ、一応な」

　奥に座っていた身長の低いおかっぱ頭の奴やつが、いきなりゴミ箱に嘔おう吐としはじめた。あまりのストレスに胃がもたなかったのだ。

　たった少しの期間で、どうしてこうも彼は変わってしまったのか──連れられて行った先に何があったのか、恐ろしくて知りたくもない。

「こちらは……お客さん？」

　と、藤ふじ枝えだは俺たちの方を見て言った。

「反恋愛主義青年同盟部だ」

　領りよう家けが単刀直入に返すと、彼は目を細めて頷うなずいた。

「憧れでした。俺たちも皆さんみたいに自分の主張をしっかりと持ち、それを行動に移したい──あの選挙での出馬は、そんな意味がありました。今の俺の考えとは、もちろん違います。でも、あれを経たからこそ、いま俺はこうしてここに立っていられる。皆さんもこれから、自分の意見が変わっていくことがあると思います。恐れないで。こんな風に命を燃やしたことは、必ず後の人生で得え難がたい宝物となるはずですから。これもひとつの青春だった──十年後、二十年後、そう言って笑いあいたいですね」

　完全に俺たちを「超えた」立場からの物言いだった。

　領りよう家けはしかし、そんな言葉に迷いなく即答した。

「十年後には恋愛がこの世から消滅している。あるいは我々が死に絶えているか、どちらかだろう。昔を懐なつかしんで飲む酒はいらない。我々が求めるのは勝利、ただそれだけだ」

　そのあまりにもつっけんどんな返し言葉に、藤ふじ枝えだは一瞬詰まる。リア充同士の会話は基本的に相手の言いたいことを斟しん酌しやくし、それに乗っかる形で進んでいくため、このような全否定を受けるとどう対応していいか分からなくなる。

　領りよう家けは続けざまに、攻撃を浴びせかけた。

「そうやって『乗り越えた』ように自分の過去を記述するのは噓うそだ。なにより今のお前は明らかに昔に較くらべて劣化している──生殖衝動だけが今のお前の行動原理だ。全てがそれで記述され、そこからはみ出ることは何もしない。スイッチを入れるとシンバルを叩たたくおもちゃと同じで、何の面白みもない」

　その人格否定を、藤ふじ枝えだはなんとかかわそうとして微笑をしてみせた。

「はは……手厳しいな。確かに今の俺は、昔に比べるとラジカルさを失ってしまったのかもしれない。でも、それだからこそ、今まで分からなかった『普通』の感覚を獲得できたからこそ、もっと多くの人に認められることを成し遂げられるんじゃないかと思っている」

　そんな折、見慣れぬ人影がこの校舎裏のじめじめした暗い空間にひょっこりと現れた。他校の制服を身にまとった女子生徒だ。風にたなびきそうになる長い黒髪を押さえながら、あまり近づかず控えめな態度でこちらの成り行きを見守っている。二駅隣りの女子校のセーラー服は、男子生徒の間で話題に上ることも多いあこがれの対象だ。その制服の高貴な雰囲気にぴったりと調和した、たたずまいだけでその気品の高さをうかがわせる生まれながらにしての勝者だった。

「あ、すまん……ちょっと人を待たせてたんだ。また今度、ゆっくり話そう」

　藤ふじ枝えだはそう言うと、その女子生徒の方に駆けていった。それまであまり感情の見えなかったその女子生徒の顔は、彼が二言三言話しかけるとすぐさまほころんだ。それから藤ふじ枝えだはこちらに振り返り、手を振って笑いかけてから去っていく。それに連れられた彼女は、校舎裏から出てこちらが見えなくなる間ま際ぎわに、一度俺らの方へと向き直り、深々と静かにお辞儀をした。

　二人が去った後のその場には、虚無だけがあった。壁を殴ることすらもできずに、計算機科学部の面々はただ呆ぼう然ぜんと藤ふじ枝えだの彼女がこちらに向かって礼をした場所をじっと見つめていた。全身からゆっくりと透明な血が流出し、ひそやかに死へと近づいていく感覚──もはや藤ふじ枝えだの爆発を希求する気力もなく、全ての感情は停止してただ心臓が重く沈み込むのだった。

　俺たち反恋愛主義青年同盟部は、そこでただ佇たたずみ口を閉ざしたままでいる彼らを放置し、今日のところは引き揚げることにした。
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　生徒会による恋人の斡あつ旋せん事業がついに始動した。まずは現在恋人のいない生徒を対象にして『カウンセリング』が行われることになった。この歳としになって恋人ができないのは異常、病気であってそれは治療されねばならぬものだ、という印象付けを行うのが狙いだろう。不要な劣等感を植え付け焦燥を煽あおり弱者を駆り立てるのは、リア充社会の定石だ。

　反恋愛主義青年同盟部の面々は、この茶番から抜け出すためにあらかじめ偽装の登録を済ませておいた。そのため、面接の対象からは外れている。が、宮みや前まえは敢あえて恋人が居ない設定にして、カウンセリングを受けに行くことにしたようだ。

「どんなことをやっているのか調べつくして、逆に利用してやりますわ」

　そんな風に意気揚々とカウンセリングに出かけていった宮みや前まえだったが、帰ってきたときには顔面蒼そう白はくでガタガタと震えていた。

「私わたくしは……欠陥人間なのでしょうか？　他人とうまく折り合いをつけられない社会のお荷物なのでしょうか？　……なぜこんな私わたくしが、のうのうと生きて……」

　フラフラ、と窓の方へと向かっていくのを神しん明めいさんが抱きとめ、ソファに寝かせて膝枕した。それからしばらく宮みや前まえはじっと虚こ空くうを見つめたまま滂ぼう沱だと涙を流していたが、やがて泣き疲れたのかそのまま眠ってしまった。

　一時間ほど眠って起きた宮みや前まえは、先ほどとはうって変わって気丈に振る舞った。「あの程度のことでは、私わたくしはびくともしませんわ！」などとのたまっている。寝言で、「ママ……ママ……」とつぶやいていたのは本人には言わないことになった。

　かなり頑丈にできているはずの宮みや前まえですらこうなるのだから、一般生徒へのプレッシャーは凄すさまじいはずだ。窮地に追い込まれたものは、必死で逃げ場を探す。こうして追い詰めておいて、「恋愛」という選択肢を見せびらかし、飛びつかせるのだろう。今後も転向者が続々と出ることは、想像に難かたくなかった。

　このままでは駄目だ──誰もがそう思ってはいながらも、有効な打開策を提案できずに時間だけがただ刻々と過ぎていった。
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　そして俺にとって問題は学校の中だけにとどまるものではなかった。女児はあの日からずっと姿をくらましたままだった。特段心配する必要は無い、気にするだけ無駄だということは分かっているつもりなのだが……どうも頭の片隅に常にもやもやとそれが留め置かれ、調子が振るわなかった。

　あれこれと一人で考えていても仕方がない。餅は餅屋だ。情報を持っていそうな人間をあたるのが一番だろう。




「……で、話ってなにかな」

　他の部員が帰った後の部室、俺は瀬せヶが崎さきと一対一で膝を突き合わせていた。

「悪いな、残ってもらって。これはお前にしか頼めないことなんだ」

「なんだかそんなに改まられると少し怖いな。もったいぶらずに要件を聞かせてほしい」

「そうだな、うむ……実は」

　言いよどんだ俺を、瀬せヶが崎さきはじっと待つ。ごくりと唾を飲み込み、続きを一気に言葉にした。

「実は、妹が……ここ最近、どこか俺の知らない所で遊んでるみたいでな……知らないか」

　それを聞いた瀬せヶが崎さきは、つと目を伏せた。それから肩をわななかせる。

「どうした？　やはり、何か知っているのか!?」

　俺が勢いこんで瀬せヶが崎さきの肩を揺すると、その目からはきらりと一筋の涙が落ちた。

「おい、何か言えよ!!」

「高砂たかさごくん……やはり、君も……そうだとは薄々気付いていたんだが」

　それから俺の腕にポン、と触れ、いたって静かな声音で続けた。

「落ち着いて聞いてほしい。高砂たかさごくん……君には妹なんかいない」

　よく言葉の意図が理解できずに黙っていると、瀬せヶが崎さきは優しくいたわるように説明をはじめた。

「高砂たかさごくん、君には妹などいない。だって自分から言ってただろう、俺は一人っ子だって。君の家に遊びに行ったときにも、妹がいる気配なんて全くなかったじゃないか」

「何を……冗談だろ？　一緒に遊んだり、スキーに行ったり、いろいろしただろう！　この前だって一緒につけまわしたじゃないか!!　何を言っているんだ」

「高砂たかさごくん、君の気持ちは痛いほどに分かる。ぼくもよく自分に妹がいる妄想を深めているうちに自己催眠にかかって本当にそれを信じ込んでしまうことがある。この前だって、『にーに』『あにくん』とそれぞれ呼んでくれる双子の妹と一緒に遊園地に行き、観覧車のゴンドラが最上部に達した所でふと我に返った。一人で乗る観覧車の切なさと言ったらなかったよ……」

「待て……お前のヤバさを過小評価していたことを反省しているが、今はそれはどうでもいい。俺の方は妄想なんかじゃない、みんな知っているはずだ!!」

「……そうか、そこまで言うなら、ぼくが忘れてしまっているだけなのかもしれないな。思い出すのに協力してくれないか」

　いきなりのその方針転換に一瞬戸惑ったが、素直に首肯する。

「ありがとう。それじゃ……君の妹の、名前はなんていうんだっけ？」

「名前は……」

　名前──そんなものは、最初から存在していなかった。

　俺が答えに詰まってしまったのを見て、瀬せヶが崎さきが頷うなずく。

「試すようなことをしてしまってすまない。大丈夫、きっと乗り越えていけるよ。経験のあるぼくがサポートするんだ、大船に乗った気持ちでいてくれていい」

　俺をかついで遊んでいるのだろうか？　意外と他愛ない悪戯いたずらが好きでよく仕掛けてくる瀬せヶが崎さきだが、これも想像に反して噓うそが下手ですぐ露呈する。今回のはどうも本気で言っているように思えた。それにもうひとつ、絶対にこれが冗談でないと断言できる要素がある──女児についての不穏な話題を、瀬せヶが崎さきが茶化すはずなど無いのだ。

　だとしたら最も早はや可能性はひとつしかない。本当に瀬せヶが崎さきは女児のことを忘れているのだ。完全に記憶から消滅している。そしてそんな異常な事態を引き起こせる奴やつがひとりだけ存在している──これ以上食い下がっても意味がない、そう判断した俺はこの話を収束させることにした。

「……俺が悪かった。少しおかしくなってたみたいだ」

　そう言って俺が引き下がると、瀬せヶが崎さきは優しい微ほほ笑えみを浮かべたまま首を横に振った。

「こういう時はお互い様だ。だいたい、妹という概念が魅力的すぎるのが悪いんだ」

「そ……そうだな」

「高砂たかさごくん、一緒にこの、『幻覚妹ロス』を乗り越えていこう。ちょうどいい治療薬を持っているよ、あとで君の家まで届けよう」

　別にいらないといったのに、瀬せヶが崎さきは無駄な親切心を発揮してその日のうちに家まで持ってきてくれた。妹もののゲームだった。

　特にやる気も起きないが、せっかく届けてくれたのでとりあえずプレイすることにした。ゲームの中の妹は甲か斐い甲が斐いしく主人公のお弁当を作ってくれたりお風ふ呂ろを沸かしてくれたり掃除を完璧にこなしてくれたりする。基本的にこちらの言うことには忠実だが、主人公が別の女になびきそうになるといつもの大人しさを捨てて我を張ったりするところが可愛かわいらしい。が、俺にはいまひとつしっくりこなかった。

「妹は……こんなんじゃないだろ」

　気づかぬうちにその言葉が俺の口からこぼれ出ていた。妹というのは兄に尽くしたり秘めた好意を持て余して悶もん々もんとしたり、控えめにアピールしてみてスルーされて自分の部屋に帰って恥ずかしくなって枕をぽすぽすと叩たたくような存在ではない──ふてぶてしくごろ寝しながらスナック菓子を食い散らかし、こちらの帰宅も意に介さずテレビを観み続け、出したものは出しっぱなし、こちらには敬意のひとつもなく腹が立つと飛び蹴りをかましてくる、そんな生き物なのだ。だが、それだからこそ……

　と考えて、俺はふと我に返った。別に、女児は妹でもなんでもない。ただの居候いそうろうどころか、そもそも住んでいる世界が違うのだ。

　俺はゲームを途中で止めると、瀬せヶが崎さきに感想を問われた時用にネットで続きの流れをおおまかに把握し、それきり二度と起動しなかった。




　　　　○




　瀬せヶが崎さきとの一件はかなりこちらに応えた反面、重要な情報も与えてくれた。女児は意図的にこちらの目の前から姿を消している。瀬せヶが崎さきだけでなく、部の他の面々も彼女に関することが記憶から消されているのだろう。

　その目的は分からない。むしろそれを解明することが女児の居場所を特定することに直接結びついている。推測を試みるのも無駄ではなさそうだ。

　消えた理由を考える前に、そもそもなぜ女児が俺のところに居候いそうろうしていたのかということを再確認する。彼女の目的は恋愛によるこの世界の支配。領りよう家け薫かおるは今でこそひとつの高校を支配するのにも手こずっているが、ゆくゆくは恋愛至上主義にとって脅威となりうる。そこで女児は、まだ芽が出ぬうちに領りよう家けを恋愛に目覚めさせ、潰そうと画策した。そしてその駒として選ばれたのが、俺だ。

　女児が領りよう家け潰しを諦めるとは考えにくい。それならば俺の前から姿を消したのは、他の方法でのアプローチを試しにいったと考えるのが妥当だろう。領りよう家け、そしてその反恋愛運動に何らかの新しい危機が迫ったとき、その背後に存在しているのが女児のはずだ。

　そして今、現在進行形で反恋愛主義青年同盟部は窮地に立たされている──これまで全く注目を浴びてこなかった佐さ知じ川かわ率いる新生徒会の手によって。

　全てが一つの仮定のもとに組み上がっていく。もちろんこれは牽けん強きよう付ふ会かいなのかもしれない。しかしひとつの可能性として追及していく価値は十分にありそうだ。




　生徒会は放課後の活動を終えた後、普通の運動部よりも少し早いくらいの時間帯に解散して帰宅する。俺はそのタイミングを見計らって、反恋愛主義青年同盟部を早退して佐さ知じ川かわを尾行することにした。

　この前の俺たちの活動を潰したときには圧倒的な武力を見せつけた彼女だったが、自分自身の防護に関しては驚くほど無頓着だった。あまりこういったことに慣れていない俺がつけまわしても全く気づく様子がない。自分が狙われる可能性というのが頭から抜け落ちているようだった。

　彼女は繁華街へと向かっていく。その途中、交通量の多い道路をまたいだ後、ぽっかりと人気がなくなるポイントがある。そこで勝負をかけることに決めた。

　歩き慣れているのだろう、他に誰も人がいない薄暗い道を、佐さ知じ川かわは躊ちゆう躇ちよなく進んでいく、俺は早歩きで気づかれないように距離を詰め、彼女の肩に手を掛けた。

　ビクッ、とその身体からだが跳ね、後ろを振り向く。その顔は恐怖に染まっていたが、俺の制服姿を見ると少しだが警戒の度合いを緩めたようだ。

「……学園の生徒ですね。何か用事ですか」

　淡々とした声音でそう言うと、一歩遠ざかって俺の手を肩から払った。

「すみません、ちょっと尋ねたいことがありまして」

　逃げられてしまっては情報が得られない。俺はなるべく柔らかく笑みをつくりながら、友好的な感じを装よそおってそう言った。

「はい、私に答えられることなら、何でも」

　基本的に真面目な性格なのだろう。帰宅途中だというのにも拘かかわらず、生徒からの質問には答える構えだ。

　ここまで来たら長々と話していても仕方がない。俺は単刀直入に本題へと入っていくことにした。

「知っているんだろう、あいつはどこだ」

　いきなりそう問うことで、相手の反応を見る。少しでも心当たりのある素振りを見せたら、俺の推察が正しかった公算が高まる。

　が、佐さ知じ川かわはただ困惑するだけで何か隠し立てのあるような反応は表さなかった。

「な……なんですか、いきなり。どなたのことなんです？」

　よほど訓練されているのだろう、まるで「よく知らない同学年の生徒にいきなり声をかけられてその支離滅裂な問いにどうしていいのか分からない」といった表情だ。だがここはあえて、空気を読まずに突き進んでいかねばならない。

「しらばっくれるのはやめろ、分かっているんだぞ！　お前が匿かくまっているんだろ。俺には何もかも分かっている。無駄な抵抗は意味がないぞ！」

　佐さ知じ川かわは危機を察知したのか、半歩引いた。だがここで逃してしまってはここまで追い詰めたのが無駄になる。俺は再度彼女の肩を摑つかもうと手を伸ばす。

「やめてください！」

　ガチの拒否っぽい声が飛んでくるが、これも演技だろう。こういった女子の拒否声を聞くのは久しぶりだ。あれはいつだったか──そうだ、林間学校でのキャンプファイヤーで行うフォークダンスの練習の際に……。

　そんな風にトラウマがよみがえりフリーズした一瞬だった。けたたましい電子音が背後から鳴り響き、反射的に手が引っ込む。俺と同様に戸惑った佐さ知じ川かわだったが、すぐに我に返ると何も言わず全速力で逃げていってしまった。追いかけようとも思ったが、シチュエーション的には完全に犯罪者だし、もうすぐ人通りの多い繁華街だ。

　それよりもこの音を止めるのが先決だろう。そう思って音のした方向を振り向く──その瞬間、ぴたりと音が止やんだ。

「まったく……君はいつも肝心なところで、推測を見誤るな」

　ランドセルの肩ベルトにつけられた防犯ブザーをピンッ、と弾はじきながら尊大な口調でそう言ったのは、他の誰でもあり得ない──女児だった。
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　その後わらわらと家から出てきた近所の人たちには「妹が悪戯いたずらで」などと説明して苦境を逃れた。佐さ知じ川かわの姿はとうに見えなくなっている。

「そういえば、君と初めて接触したのも、まさにこのあたりだったんじゃないか？　懐なつかしいな、もうそろそろ一年にもなる」

　どう応じて良いか分からず立ち尽くしていると、女児は意地悪くニッ、と笑顔を作って提案した。

「緊張しているのかい？　まぁ、いつものようにカフェにでも入ろうじゃないか」

　あの時を皮切りに幾度となく一緒に入った喫茶店に、また今回も二人で入る。女児は舌を嚙かみ切きりそうな長い名前の飲み物を注文し、俺はドリップコーヒーを頼む。

「いつもおごってもらっているからね、今日くらいはこちらが出そう」

　そう言って女児はジャラジャラと小銭の入ったがま口の財布を取り出す。自動販売機の返却口に残っていた釣り銭を集めて築いた財産だ。俺は即座に断って自分の財布から二人分の代金を支払った。

「君にもなかなか礼儀というものが備わってきたみたいじゃないか。進んで自分から私の分まで払うなんて」

「みっともないんでしまってもらえますか、それ」

「なんだ、みっともない、とは。これは日々の労働の成果じゃないか。やはり君にはまだ『働く』ということの重要性が分かっていないみたいだな。汗水を垂らして社会に奉仕し、その報酬をもとに家庭を築き、次の世代へのバトンタッチを行おこなって連綿と絆きずなを紡つむいでいくのが人間というものだろう。反恋愛などとのたまう欠陥人間にはそこのところが分かっていないんだな」

　自販機の釣り銭漁あさりが社会に奉仕する労働とは思えないしそもそも人類を繁栄させてその結果として生態系を破壊し尽くそうとしている張本人の言葉なので何の感慨もわかない。とりあえず俺は何も反論せずに注文した品を受け取り席に着いた。

「とりあえず、訊きいていいですか──どうして俺の家からいなくなったんですか」

　女児はずぞぞっ、とよく分からない物体をすすってから応じた。

「なんだい、私が急にいなくなって寂しかったのかい？　確かに君は若干私に依存している気があったからね。一人枕を濡ぬらす夜が続いたとて不思議ではない。済まなかったね」

「いえ、全然寂しくはないです。そちらこそ一人で夜中にトイレに行けているんですか？」

「馬鹿にするなよ、規則正しい生活を身に付けた私は、夜にジュースを飲むこともなくなった。その結果としてトイレに起きることもなくなったわけだ。君の助けなどもう必要ない」

　根本的な解決策にはなっていない気がするが、女児は自信満々で胸を張っている。そこにも相変わらず成長は見られなかった。

「今はどこに住んでいるんですか？」

「秘密にきまっているだろう。寂しくなった君にたずねてこられたらかなわない。一応言っておくと、佐さ知じ川かわの家ではないぞ、先ほどのようにストーカーまがいのことをすると今度は本当に逮捕されるからな」

　振り返ってみると自分の行動は完全に変質者だった。校内で顔を合わせたときどうやって取り繕えばいいのか今から頭が重い。

　が、今の発言でひとつ分かったことがある。女児は佐さ知じ川かわのことを明確に認識している。

「やはり、あなたが仕向けたことだったんですね。あの佐さ知じ川かわの立候補も、新生徒会の横暴も」

「人聞きの悪いことを言ってくれるな。私は彼女の背中をポン、と陰ながら押してやっただけにすぎない。立候補も、今の快進撃も、全て彼女の意志だよ」

「その後押しが邪悪すぎるんですよ……」

　女児は特に意に介した風もなく、続ける。

「今のところ彼女は私の期待どおりに働いてくれている。やはり見立て通りだったな。思い切って方針転換してよかった」

「方針転換、ですか」

「うむ。今までは君に反恋愛主義青年同盟部を止める、という使命を託していたがな、それを止やめることにした。だからこそ、私は君の家から退去したのだよ。最も早はや、意味のないことだからね」

「…………」

「そんなしょぼくれた顔をするな。君のことが嫌になったわけではない。むしろ私は君に敬服しているくらいなんだ。あれだけ領りよう家けとの関係性を進める機会をセットしたというのにまだキスのひとつもしていない──もはや鉄の意志と呼んでもいい……まぁ、ただ単にヘタレだっただけとも言えるがね」

「別にしょぼくれてなんかいませんよ。いなくなって清々しているくらいです」

「やせ我慢は止よしたまえ。私には手に取るように分かるぞ、君が玄関をくぐって『ただいまー』と言うも電灯は落ち人気はなく、ああそうだあいつはもう居なかったんだ、と思い出してふと目頭が熱くなるその様を。帰ってこないとは分かっていても、日課になっていたため私用の布ふ団とんをつい敷いてしまい自嘲気味に笑いつつどうしてか片付ける気にもなれずにしばらくその場に佇たたずむ、君のその遠くを見つめて細めた目を」

「そんなことしてません。勝手に妄想するのをやめてください」

　正直布ふ団とんを敷くのは何度かやってしまったが、それは心の中に固くしまっておく。

「本音を言えば私とて君の行動を笑える立場にはないんだ。どうやら君に慣れ親しみすぎてしまったみたいでね。だから今回こうして、君のもとを訪れてみたというわけだ──君たちの部を全力で叩たたきのめす時に、情が湧いて手が止まってしまってはいけないからね」

　そう言うと彼女はドリンクを飲みきって、高い椅子からひょいっと飛び降りるようにして地面に立った。

「さあ、もうそろそろ冷え込んでくるぞ。早く家に帰るんだな」

　それからまだ座ったままの俺に向けて手を伸ばしてくる。

「……なんですか」

「握手だよ。これからはもう君と会うこともないのだろう。色々と不満は述べてきたが、君との生活は楽しかったよ。この世界の文化も悪くないものだと思わせてくれた。感謝する。君の名前は、この惑星の重要人物として記録に残しておくことにするよ。と、そういえば──高砂たかさごくん、君の下の名前は──なんというのだったかな」

　その差し出された手を、俺は無視して身体からだをそむけた。

「名乗るほどの人物ではないので、別に記録なんていいですよ」

　名前を知らないのは俺も同じだ。同居していたとはいうが実に奇妙な関係だった。

「欲のない人間だ。そういったところは君の長所でもあり、短所でもある。まあいい、それじゃあお別れだ。次に会うのは、そうだな……君が恋愛至上主義こちらがわに寝返ってくれたときだろう」

　そう言って彼女は、足を一歩踏み出す。その瞬間、ふっ、とかき消えるように姿が見えなくなった。そんな異常事態にも拘かかわらず、周りの客は和やかに談笑している。その中で俺だけが、氷水を頭から浴びせかけられたかのように縮こまって、立ちすくんでいた。
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　女児の意図を確認できたという前進はあったものの、学園内での反恋愛運動が苦境に立たされているという事実は何も変わらなかった。そして世間は、そんな俺たちに追いうちをかけるようにして一年で最大の恋愛至上主義の祭典へと向けて着々と準備を進めていた。

「諸君──ついにアレが、一ヶ月後に迫ってしまった」

　ある日の部活、全員が揃そろったのを確認した領りよう家けは重々しい口調でそう語り始めた。

「口にだすのもおぞましいあのイベント──恋人と一緒に居ない者は人間ではない、と言わんばかりの圧力で世間の独り身を殺しにやってくるあの日が、今年も間近に迫っているのだ」

　そう言うと、ホワイトボードに大きく『Ｘ』と書いた。

「今までのすべての行事は、これの前座だったと言っても過言ではない。恋愛至上主義の一年は、十二月二十四日と二十五日とをつなぐその夜を以もつて絶頂に至り、延々とそれを繰り返していくのだ。

　諸君、しかしこれは好機とも言える。一年の流れを決めるこのイベントを破壊することで、恋愛至上主義の機能不全を起こし、この悪循環を止められる可能性があるのだ！」

　領りよう家けのその言葉に、部員たちが奮いたつ。

「絶対に食い止める」「アレは子供が楽しむだけでいいんですよ」「他人の誕生日を祝って性交するってかなりの奇習だよね……」「毛唐の文化を取り入れるのみならず、それに便乗する商業、踊らされる人民──愚かしさの極みです」「すべてが吐き気を催させる偽にせ物ものの祭りです。燃やし尽くしてしまわねばなりませんわ」

　みな口々にクリスマスに対する呪じゆ詛そを並べ立てる。

「恋愛至上主義を推進せんとする新生徒会も、これに合わせて校内でイベントを敢行しようと試みているようだ」

　領りよう家けはそう言って、どこから入手したのかまだ一般には配布されていないチラシを配る。

「ついに始まるのだ……非リア充同士を集めて行う、マッチングイベントが」






　～クリスマス会のお知らせ～




　いよいよ冬も本番に入り、コートが手放せない日々が続いていますね。こうして寒くなるとどうしても、人のぬくもりが恋しくなるもの。恋人たちの祭典・クリスマスが近づき、街ゆく男女の距離も自然と近づいていきます。独り身のかたたちは、肩身の狭い思いをすることも多いでしょう。

　ですが、今年はそんな惨みじめな気持ちで二十四日を迎える必要はありません！　生徒会主催のクリスマス会の開催をここに高らかに宣言いたします!!

　参加資格は恋人がいないこと。リア充の皆さんは彼氏・彼女とどこかへシケこんでいてくださいね（笑）。日頃の鬱憤をここで目一杯晴らしましょう！

　……ちなみに午後は早い時間に終わります。そのあとをどう過ごすかは、皆さんの腕次第です！








　げんなりするその文章を読み進めているうちに、本当に体調が悪くなってきた。

「誰がこんなの行くんだよ……」

「高砂たかさご、一般生徒の頭の緩さを見くびりすぎだ。奴やつらは孤独なクリスマスを回避するためだったら悪魔とだって手を組むぞ」

　想像するだけで吐き気がしてくる。クリスマスに恋人の居ない男女が一室に集められ、何かしらのレクリエーションなどで盛り上がっていく。そのレクも男女の仲を深めさせるよう主催者側が苦心して設定したものなのだ。非モテ同士が互いに気を遣いあってゲームを進めていく中で、よく分からない義務感にかられて全くピンとこない異性と仲良くなってしまう。相手も同様にしっくりこない中、どちらからもそれを言い出すことができずにやがて会が終わる。三々五々散っていく参加者の中、残された二人は曖昧に微ほほ笑えみあいながら、微妙な距離感のままで連れ立って街へ行く流れになってしまう。

　いや、まだそれはいい。互いに得をしないというだけの話だ。それより問題なのは、そんな微妙なペアにもなれなかった生徒たちだ。「はは、温情の敗者復活戦ですら駄目か、みんなでゲーセンでも行こうぜ！」こんな風に提案して同性同士の皆で盛り上がれたら、それもまたひとつの青春だったろう。だが我々は一般にコミュニケーションに難を抱えている。朗らかにそう言ってみんなを引き連れる自分を頭のなかでは妄想できても、それを実行に移すなど到底できない。結果、あぶれた人々は互いに言葉を交わすこともなく家に帰り、ニコニコしながらショートケーキを夕飯後に出してくれる母親に辛つらく当たるのだ。

「高砂たかさご、どうした……？　顔色がみるみるうちに悪くなっていくぞ」

「許せない、絶対に許せない……許せない、許せない」

「たかさご、発作が出てる」

　西にし堀ぼりはそう指摘すると、幸せそうに街を歩いているカップルの男の方が突然不良に顔面をぶん殴られて棒のように倒れる動画を繰り返し俺に見せてくれた。

「……すまない、西にし堀ぼり。助かった」

「こういうときは助け合い。お互い様」

　俺が復活したことを確認すると、領りよう家けは改めて話を続けた。

「必ずやこの邪悪な会が開催されるのを阻止しなくてはならない。が……現状我々は、相手にやり込められている、ということは認めざるをえない。何らかの策を講じ、現行生徒会を封殺できないものか──今日はそれを議題としたいと思う」

　そのテーマを受けていろいろな意見は上がったのだが、どうも議論は今ひとつ深まっていかなかった。やはり前回の敗北のイメージが皆の頭に残っているのだろう。領りよう家けにしてもいつもの大胆さは影をひそめ、技巧を凝らした複雑な作戦を提案してくる。

　だが、そんな工夫など無駄なのだ。新生徒会の、佐さ知じ川かわの背後には女児がついている。その後ろ盾がある以上、まずまともに闘うことは不可能なのだ。

　いかにしてこの状況を避けるか──それには、一旦逃げるしかなかった。

「なあ、みんな少し近視眼的になっているんじゃないのか。確かに俺たちの前にはいま、生徒会という巨大な壁が立ちふさがっている。だがこの分厚い壁を、徒手空拳で突き破ろうとするのは本当に得策なのか？」

「高砂たかさご先輩……つまり、敵前逃亡ということですか。そんなことが……」

「そう結論を急せくな。なにも逃げろと言っているわけではない。俺が言いたいのは、目の前の事柄に追われるのではなく大局を見極め、弱いところを衝つくのがいい、ということだ。もしかしたらひょいっと乗り越えるための道具が、どこかに転がっているかもしれないだろう」

「高砂たかさご、具体的にはどうするんだ」

「一旦、校内での運動から身を引く。代わりに街頭での活動に注力していく」

　身近なところから一歩一歩進んでいくという基本の方針に真っ向から背くその提案は、当然反発を呼んだ。

「基盤もないのに運動を拡散していっても、存在感を発揮できずに終わるだけだろう。それに敵も格段に多くなる。危険もそのぶん増えるはずだ。部の瓦が解かいにつながりかねない」

「その危惧はよく分かるし、尤もつともだとも思う。しかし今の状況は異常だ。生徒会があまりにも動きすぎている。こういった場合、真っ向から勝負を挑むのは下策だろう。ここは静観して自ら墓穴を掘るのを待ち、さらに外部に働きかけて外堀を埋めておくのがいい、というのが俺の意見だ」

「だが生徒会は、放置しておけば増長するぞ」

「無論、放置はしない。公然、非公然両方の側から妨害行為を継続していくべきだろう。藤ふじ枝えだ以外の計算機科学部の連中も動員できる。だが活動の重点をそこに置いてしまうと、結局何もできずに終わってしまうことになる──それを心配しているんだ」

　女児について説明することはできない。そこを回避して運動の方向を逸そらすのはかなり苦しいが、何とかそんな風に理由付けをしようと試みた。

　そんな折、意外なことに天あま沼ぬまからの支援が入った。

「先生……私わたくしは勿もち論ろん、敵前逃亡するような真ま似ねは絶対に認められません。ですが、真の敵は生徒会ではありません──恋愛至上主義という巨悪です。今の我々が苦戦しているのは、その戦術が上手うまくこの場に適用できないからなのではないでしょうか。我々反恋愛主義青年同盟部の得意とするのは、一人で大勢の敵を道連れにする捨て身の攻撃です。玉と散ることを恐れずに自らをあたかも一個の爆弾として敵の中心で炸さく裂れつさせることで、この少人数で世界を変えるのが我々なのです。その相手として、生徒会はふさわしくない──もっとスケールを大きく見て、その効果を冷静に分析し、そして命を燃やすべきだ──高砂たかさご先輩の主張は、そういうところにあるのではないでしょうか」

　天あま沼ぬまの方を見ると、彼女もまたこちらへチラリと目配せしてくる。かなり大たい性せい欲よく賛さん会かいの中心に近い場所にいる天あま沼ぬまのことだから、何らかのきな臭さを感じ取っているのかもしれない。

「うむ……たしかにその主張には一理ある。そしてさらに我々には今、他に行うべき妙案があるというわけでもない。そうだな……ここはお前たちの言うとおり、一旦外に目を向けてみるべきところなのかもしれないな」




　　　　○




　そうと決まれば行動は早いほうがよい。次の週末、早速俺たちは街に出て作戦を展開する予定を立てた。

　その前日の放課後、現在の状況を把握して翌日の運動に活いかすため、俺と領りよう家けは偵察を行うことになった。

　街に繰り出すと、その相変わらずの節操の無さに呆あきれる。ハロウィンで盛り上がったかと思うと、すぐにクリスマスの飾り付けとイルミネーションがそれを駆逐してしまう。何が本来の姿だったのか思い出せないくらいに、装よそおいは変わっていく。

「全く……恋愛至上主義者はイベントばかりやっている。これでは落ち着いて物事に取り組む暇もないだろう。こういった奴やつらが他人の足を引っ張って生産性を落とし、世界をどん底へと引きずり落としていくのだ」

　街を歩く多数のカップルを睨にらみつけながら、領りよう家けは小さな声でそう言った。

「その通りだ。意味のない記念日をでっち上げて祝うことで彼らは『一体感』を得ている。これは取りも直さず催眠のために必要な、同調作業に他ならないじゃないか！」

「うむ。その中でもクリスマスというのは特に醜悪だ。処女懐胎で生まれた者の降誕祭に、何な故ぜ奴やつらは性交しようとする？　ナンセンスにもほどがある！　完全にメディアに、恋愛至上主義者に洗脳され、乱痴気騒ぎで宗教を愚弄する最悪の蛮行だ」

　そういった批判を口々に交わしながら、俺たちは運動の展開場所や逃走経路、集合地点などを確認していった。

「……やはり人通りが多く、厄介な感じがするな」

　領りよう家けは苦々しげにそう漏らし、続ける。

「やはり明日の作戦は、小手調べ程度の規模に収めておくべきなのだろうか……」

「いや、俺としては──今までに行おこなってきたどの作戦よりも、深く踏み込んでいくべきだと思っている」

　この作戦は女児の裏をかくことに意味がある。校内での圧政に注力してこちらを潰そうとする彼女を、別の方向からの攻撃によって翻弄する。佐さ知じ川かわへの加担に効果がない、と思わせ手を引かせるのが目的だ。そういう印象を与えるためにも、新生徒会によって我々はちっともダメージを受けていない、健在であることをアピールせねばならない。

「ここで弱みを見せたら、俺たちの反恋愛が舐なめられる。しかもクリスマスを前にした作戦だ。多少の犠牲を払ってでも、攻勢に打って出ねばならない」

　俺が淡々とそう言うと、横に並んで歩いていた領りよう家けはピタリと立ち止まり、こちらの袖を摑つかんだ。

「……高砂たかさご、どうしたんだ」

　彼女の方に振り返る。その顔は俯うつむいて、表情が読み取れない。

「どうした、って……別に俺は、いつもの通りだ。恋愛至上主義を打倒したい、普段通りのことじゃないか」

「何か……急せかされているような感じがする」

　その指摘に、一瞬答えに窮した。だが何とか顔を厳しく作って、反恋愛に燃える戦士風を装よそおって応じる。

「領りよう家け同志、見ての通り街はクリスマスで一色だ。この一年の中で最大の恋愛イベントは、裏を返せば最大の反恋愛キャンペーンの好機とも言える。俺が焦あせっているように見えるのも、その気負いからだろう。何としてでもこの勝機をモノにしなくてはならないんだ！」

　そんな俺の仰々しい物言いに、しかし領りよう家けは普段のようには乗ってこなかった。袖を摑つかんでいた指が離れ、しなやかに俺の手に絡からんでくる。その感触は驚くほど滑らかで、そして冷たかった。

「少し変だぞ、高砂たかさご。この前からずっと、そんな印象を受ける。何かを探していたり、何かを追っていたり……そんな切羽詰まった雰囲気だ。何か……あったのか？」

　そう言ってから、彼女は顔を上げた。革命の闘志に燃えていた目の光は鈍く、その瞳はほの暗く不安定に揺れていた。冬になっていっそう白く映える彼女の肌は、頰の部分にだけわずかに赤味がさして、それが寒さをさらに強調するようだった。

　掠かすれ気味の彼女の声が、耳の中で、頭の中で、幾度となく反響した。最も早はや誤魔化すことはできず、さりとて真実を包み隠さず話すこともできずに、俺はただ黙り込むしかなかった。

　領りよう家けはそんな俺を見て、儚はかなく笑った。

「やはりお前は、正直な奴やつだ。噓うそをつくのが下手くそだ」

「…………」

「全てをうち明けろ、などと厚かましいことを言うつもりはない。『腹を割って話す』などというのは結局、欺ぎ瞞まんでしかありえない。お前の抱える何かについて知ろうとは思わない。教えてくれなくて構わない。ただ私は……お前のことが、心配だ」

　何も言い返せなかった。何を言ったところで、それは口から出た途端に風化して陳腐な噓うそになるような気がしてならなかった。

　領りよう家けはふぅ、と息を大きく吐いて肩の力を抜くと、柔らかい笑みを作って手を引いた。

「さ、行こう。まだ準備が終わってない」

　いつもならすぐに我に返って振り払っているのだろうが、その後彼女はずっとこちらの手を握ったままだった。




　そして当日──休日の昼過ぎ、それもクリスマスまでもう一ヶ月ほどということもあって、街は人でごった返していた。昨日に増してカップル率が高く、雑踏は一層歩きにくそうだ。仲良く談笑し合うカップル、まだあまり慣れていないのか互いによそよそしさが残るカップル、一方が明らかに興味なさそうにしているのに他方ががっついているカップルなど、多様な関係性が見て取れる。だが我々にとってはそのような瑣さ末まつな違いなどは問題ではない。全員が等しく批判されるべき対象だった。

「リア充爆発しろ！」

　最大ボリュームで拡声されたその叫びが、腑ふ抜ぬけた顔をして街を歩いていた人々に降りかかる。ビクッ、と肩を震わせ、恐怖の面持ちで声の方へ一斉に振り向く。運動をしていて一番気持ちのいい瞬間だ。

　ビールケースで組まれた即席の壇上に立つのは、領りよう家け薫かおるだ。生徒会の妨害が続いてフラストレーションが溜たまっていたのか、いつも以上に気合が入り、うずうずしているのが分かる。

『こちら問題なし』『人の流れも大丈夫そうです』『上からは特に異常は見えないよ』『警察の方もまだ大丈夫そうです』『今のところ敵影は見えませんわ』

　部員からの無線連絡が飛び交う。俺は親指を立てて、領りよう家けに合図した。彼女は頷うなずき、大きく息を吸い込む。

「クリスマス間近の雰囲気に乗せられて恋人と楽しそうに街を歩く諸君！　ひとりぼっちで過ごすクリスマスをなんとか回避しようと焦燥に駆られている諸君！　君たちは間違っている！　恋愛至上主義という幻惑にまんまと引っかかり、洗脳を受け、自我を奪われる寸前だ。我々は諸君らの目を覚まし、この共同幻想に立ち向かうことができるよう、今日ここで演説を行う」

　その口上に、周囲がざわめく。ある者は顔をしかめて逃げるように離れていく。別のカップルは指差して笑いながら領りよう家けの演説姿を写真に収めていた。ごくまれにいる独り身の者の中には、遠巻きながら真剣な面持ちで耳を傾けるものも見受けられた。人口密度がいつにも増して高いこともあって、注目度も高い。

「この腐臭ふんぷんたる恋愛至上主義がどのようにして社会を掠かすめ取とり、地獄へと変容させているのか──ここでは例として一個の切り口からそれを説明してみよう。それは突き詰めて見ればひとつの原理に分解することができる。諸君らの行動を司つかさどるのは、『マウンティング』だ。ある人物に対して、自分がそれよりも優れていると多数の前で誇示すること──この果てることのない無限の階層化の彼方かなたに、我々の本当に必要としていたものは追いやられ、手が届かなくなってしまっているのだ。甲よりも乙が、乙よりも丙が、という延々と途切れることのない序列に組み込まれた人々は疲弊し、全ての余裕がその山を登ることに費やされ、追い詰められている。ある者を批判する者、その批判自体を批判する者、そういった構造そのものを嘲弄する者、どれだけ視線をメタ化しようとしても、結局は序列の中に解消される──お遊戯の鬼ごっこにうち興じているのに過ぎないのだ。そしてその先に、ゴールはない。その辛つらい現実を忘れるために、人は『恋愛』という麻薬に手を出し、全てを混濁の中に有う耶や無む耶やにしてしまうのだ。

　その流れを断ち切るための方法は、ひとつしかない。その連鎖の中から抜け出ることだ。

　脱出しなくてはならない──この無間地獄のような恋愛社会から。そのためには、自身にこびりつき社会と強く結びついた『常識』を捨てねばならない！　強くあること、これこそが恋愛という麻薬への依存を断ち切り新しい生活を開始する、唯一の手段なのだ!!」

　その畳み掛けるような抽象的な言葉に、周囲のざわめきが小さくなっていく。身み綺ぎ麗れいに整えた似え非せインテリ感を漂わせる男女カップルなどが足を止め、「意外とまともなことを言っているな」などと感想を漏らしている。そういった雰囲気が伝でん播ぱして、真面目に聴く雰囲気が醸成されていた。

　これは我々の新しい戦略だ。とりあえず抽象的なことを言っていれば、誰かが都合よく解釈してくれる。その解釈した人も自分の読解にそこまで自信が持てないから真っ向から批判することなどできず曖昧にぼかす言い方になる。概してそういった言葉は好意的にとっていると響くものだ。権威に依拠し自らを大きく見せたがる者は、それに基づいて言説を肯定的に喧けん伝でんする。「あまり難しいことは分からない」派の人々も声のでかい者に流され、肯定してしまう。この絶望的な言説受容のプロセスは当然批判すべきところのものだが、これを逆手に取って用いるのが今の手法である。

　隣にいるカップルの男の方のスマホ画面を盗み見ると、演説の光景を撮った写真とともに、「街頭演説。意外とまともなことを言っている。この時代の閉塞は相互監視の容易化が原因で、その打破には既存の価値観を抜け出る必要がある。無限のメタ化を繰り返す序列づけを哄こう笑しようする姿は、爽快だ」と文をつけて真面目くさった顔でツイートし、女の方は即それをリツイートしていた。ぶん殴りたくなる衝動に駆られるが、なんとか抑え込む。

　領りよう家け以外のメンバーはビラ配りを開始した。今回はいつものぎゅうぎゅうに文字が詰まったレイアウトを廃して、大学演劇サークルのＯＢ・ＯＧが集まって作った意識の高そうな劇団のビラをイメージして作成した。西にし堀ぼりの苦心の甲か斐いあってか、手に取ってくれる人が多い。何らかの芸術活動の一環だと勘違いしている者も多くいるようだ。

　だがこうして客寄せをしただけでは主張は伝わっていかない。領りよう家けは本題へと切り込んでいく。

「クリスマス──目前に迫る恋愛至上主義者の祭典。今回はこれを例にとり、美麗な上うわっ面つらを剝いで醜悪なその内実を詳つまびらかにしてみせようじゃないか。その語を話題に上げただけで、我々は既にその異常なまでの吸引力に囚とらわれはじめてしまう。

　クリスマスは恋人と過ごすもの──恋愛至上主義者らが大前提としているこの通念には、全く根拠がない。そして根拠のなさこそが、ここまで社会にその幻想が広まり定着した原因なのだ。実体のないものを批判しようとしたところで、それは手応えなく空振りに終わってしまうからだ。そしてその構造は、『恋愛』というもの自身にも通底している。

　次の階層へと立ち入ろう。幻想に取り憑つかれた諸君らは、なんとか一人ぼっちのクリスマスを回避しようと、努力を始める。無駄な着飾り、派手な装飾、強引なアプローチ、失笑モノの背伸び、空虚な妥協、そういった何ら意味のない行動で空回りし、疲弊する。成功者を嫉そねみ、『努力』しない者を嘲り、必死でもがくその手で『何か』を手に入れる。

　その成功はしかし、苦しみの始まりでもあった。相手との折衝ですり減る毎日、思い描いたとおりには充実しない日々、そんな鬱憤を晴らすために自分より下にいる者を探して叩たたき始める。そしてより『充実』した生活を実現するため、さらに労力を費やし、疲弊していくことになる。

　延々と続くその連鎖の先に、諸君らは幸福があると信じ込んでいる。だが、薄々は気付いているのだろう？　そんなものは本当は存在しないのだということに！

　徹底的に自分を見つめ直し、自己批判を行わねばならない。今まで積み上げてきたもの全てを捨てる覚悟でなければ、ここから先一歩も前へ進むことはできないのだ。

　そしてこの運動は、個人のみにおいて完結するものではない。恋愛社会から自分一人が脱出することができたとしても、周囲は依然幻想に囚とらわれたままなのだ。またその吸引力にいつやられてしまわないとも限らない。だからこそ我々は連帯して、共に戦わねばならないのだ！」

　演説が熱を帯び、人だかりも大きくなりはじめた。人が密集しているところには更に集まりたがる性質を持つリア充だけあって、一度注目を浴びると加速度的に熱気が増してくる。

　やはりまだ冷やかし的な態度で聞いている人が多いが、最初はそれでもいい。繰り返し繰り返し演説を行おこなって我々の主張を耳になじませ、抵抗をなくしていくことで活路が拓ひらける。

『警察に動きがあります。気をつけてください！』

　天あま沼ぬまから無線連絡が入る。想定されていたことだけあって、部員は今更動じない。逃げる準備を裏で進めつつ、最後まで粘るために演説やビラ撒まきを続ける。部に入った当初は右も左も分からず手探りで活動を始めた俺らだが、もうすぐ一年になる今は大分こなれてきた。

「我々は恋愛がこの世界から根絶されるその時、その瞬間まで、声を大にして叫び続けなくてはならない！

　リア充爆発しろ!!」

　領りよう家けのその台詞せりふが出るたびに、四方八方から拍手が挙がった。かなりの手応えだ。ここ一ヶ月ほどずっと校内では生徒会に抑え込まれていたため、こうして思い通りに運動が展開できるのは久しぶりだ。主役を張る領りよう家けもしばらくぶりに活いき活いきとした姿を見せていた。

『そろそろ潮時だろう、一旦退ひこう。また機を見計らって、場所を変えてやるぞ』

　領りよう家けからのその連絡に、部員たちは迅速に撤収作業を開始した。領りよう家け自身も人混みに紛れ込むと、すぐに姿をくらましてしまった。

　そんな丁度のタイミングで、警察が駆けつけてくる。が、そこには人だかりがあるだけで、反恋愛主義青年同盟部の姿はどこにもなかった。

　全員の撤収を確認してから俺も引き上げる。あらかじめ決めておいた集合場所へと向かう、その途上だった。俺は目に馴な染じんだ後ろ姿を視界の端に捉え、思わず足が止まった。家電量販店の店頭においてある新作ハードのデモを食い入るように眺めていたのは──女児だった。

　もう関係ないはずだ。彼女とは関わらず、俺は黙々と恋愛至上主義を打倒していけばいい。彼女が家に居たところで、邪魔にしかならなかった。これからはもっと効率的に反恋愛運動を展開できる。

　頭の中で流れるそんな思考とは裏腹に、俺の足は集合場所へとは動かず、逆に彼女の方へと向かっていた。

　その時だった。薬局の前でサンタのコスチュームを着て看板を持っていた女が、つかつかとこちらへ小走りで来たかと思うと、その看板を俺に向かって思い切りフルスイングしてきた。

　突然のことに一瞬判断が停止したが、間一髪で屈かがんで避ける。看板の角がヘルメットに当たり、薬局のマスコットキャラが描かれていた部分が割れ、くるくると回転して飛んでいった。距離をとりつつ女児の方を見る──居ない。

　周囲を見回すと、サンタコスの女だけではなくトナカイのきぐるみを身に着けた者、サンタ帽と赤い法はつ被ぴの店員風の中年男などがこちらに近寄ってきていた。その手には、ビール瓶や人が入りそうな大きな袋などが握られている。

『まずい、敵に囲まれた。警察じゃない──奴らだ』

　俺は咄とつ嗟さに無線で連絡を投げた。だが集合場所とここまでの距離を考えると、援護は間に合いそうにない。

　周囲には他に人がいない。大通りではないとはいえ普段はそこそこ通行量のある道だ。どうやら敵の罠わなに嵌はまったらしい。

「なんですか、いきなりそんなものを振り回して……あとすこしで怪け我がをするところだったじゃないですか」

　俺はヘラヘラと笑いながら、サンタコスの女に声をかける。時間を稼いだり隙を作ったりする以外に、助かる道はない。

「会に歯向かうからだ。会の教えは絶対だ。恋愛は崇高だ」

「「「恋愛は崇高だ」」」

　他のメンツが一斉に唱和する。会話の成立する相手じゃない。

「すべて人間は愛ある行為の結晶としてこの世に生を受けた。そしてそれを連綿と子々孫々受け継いでいくことが人類の使命だ。この世界を愛で埋め尽くそう。人類の社会は愛による融和によって完成される。我々は愛によって互いに強く結びついた一つの大きな力を発揮し、いかなる困難をも乗り越えていく。『反恋愛』などというものは意味がない。なぜなら『恋愛』とは『すべて』の謂いいだからだ。『反恋愛』とは『無』なのだ。そんなものは存在しえないし、主張することもできない。恋愛とは乗り越えられる性質のものではない。それがすべてなのだから。この論理に自身を委ねよ。大きな流れの中の小さなゆらぎ、それが個だ。逆らう必要はない。ただ流れに身を任せ漂うのだ。そうすれば個と個は自然に出会い、結びつく。その愛を育め。その愛を広めよ。愛によって生まれた我々は愛に生かされ、愛を生み出し、そして愛に死んでいくことだろう。それが人生だ。それが人間だ。会はその正しさを保つ人類社会の補助輪にすぎない。会が正しいことは定義より明らかだ。だからこそ会の教えは絶対だ。恋愛は崇高なのだ」

　聞き取れる限界の早口でそうまくし立てると、彼女は再度看板を振りかぶった。

「安心してほしい、殺したりなんかはしない。なぜなら私たちは君のことも、反恋愛主義青年同盟部のすべての部員のことも、愛しているからだ。愛する者を殺したりはしない──君は生まれ変われる」

　言葉が途切れた瞬間、凄すさまじいスイングが襲ってくる。待ち構えていたのでなんとか回避できたが、その細身からは想像のできないスピードと力の乗った振りだった。

「……クスリでもやってんのか!?」

「これこそが愛の力。恋愛を否定しようとする諸君らに、我々が負けるはずがない」

「そんなわけあるか！」

　これまで何度も生徒会とは闘ってきたが、直接大たい性せい欲よく賛さん会かいと戦闘に入るのは初めてだ。やはり学生部にはリミッターがかけられていたようで、格の違う「ヤバさ」を肌で感じた。一対一でも勝てる相手ではない。ましてや今回のように多数で襲ってこられたら詰んでしまう。

　逃げるしかない。そう決心した俺は、トナカイのきぐるみに向かって全速力で走った。そのもこもこした外見とは裏腹に、機敏な動作でガードの体勢へと移行する。が、俺の目的は体当たりではなかった。

　ぶつかる直前で一気に重心を落とし、そのままスライディングの姿勢に入る。きぐるみの視野は狭く、頭の可動範囲もわずかだ。向こうからは俺の姿が忽こつ然ぜんと消えたように見えただろう。クリスマス気分を演出するそのカモフラージュが、俺に味方した形だ。

　アスファルトの地面では当然うまく滑らない。それでもなんとかトナカイの後ろへ出ることに成功した。穿はいていたジャージは一発で穴が空き、肌が擦れて血が出ているようだ。だがそんなことには構っていられない。すぐに立ち上がり、走り出す。

「追え」

　サンタコスの女の声が後ろから聞こえ、すぐに足音が続いた。単純な速力ではどうせ勝ち目がない。俺は昨日領りよう家けと下調べをした記憶を頼りに、狭い裏道へと曲がった。

　路地を駆け抜け、曲がり、より狭い道へと入っていく。距離は詰められてはいない。が、相手も確実に追ってきている。

　道の記憶と結びついて、昨日の領りよう家けとのやりとりが脳裏に浮かぶ。あの心配した顔。心臓がずきりと痛む。決して捕まってはならない。

　すでに息が上がっているが、さらにスピードを上げる。建物と建物の隙間、今走っているそのすぐ先は、人の多くひしめく大通りだ。そこへ到達できれば、向こうも勝手なことはできまい。だが──その直前に、小さな人影が壁にもたれて立っていた。こちらへと顔を向ける。

　女児だった。その顔には退屈そうな笑みが浮かんでいた。

「おめでとう、ゴールだ」

　飛び込めばいい。身体からださえ大通りに出てしまえば、誰かが俺を見つけてくれたら、やすやすとは手出しできないはず。女児の小さな身体からだなど巻き込んで、飛べばいい──

「君には幸せになる権利がある。これは私の、せめてもの礼だ」

　瞬間、足が止まる。慣性で前につんのめる──そこを、後ろから摑つかまれた。何も抵抗できず、屈強な男の肩に担かつがれる。

「捕まえたのか」「ああ、こいつがいきなり躓つまずいてな。通りまで行かれていたらヤバかった」「まったく、手間かけさせやがって」

　俺を捕まえた男が、追って到着したその仲間たちと会話を交わす。女児のことは、まったく意識に上っていないようだった。初めて彼女と会ったとき、金縛りのような状態になってまったく動けなかったのを思い出す。今回はそれの再現だった。

「さっさとずらかろう」「こいつの仲間がそろそろ来るかもしれん」

　そう言って賊がもと来た道を戻り始めた、ちょうどその時だった。

「高砂たかさごっ！」

　光の溢あふれる大通りを背景にして、息を切らした領りよう家けが立っていた。背中に担かつがれたままの俺は、ただ彼女に視線を送ることしかできない。

　女児が、領りよう家けの脇をするりと通り抜ける。それからこちらを振り返ることなく、ひらひらと手を振った。領りよう家けはこちらに向かってこない──向かってこられない、のだろう。

　次の瞬間、俺の頭には白い袋が被かぶせられ、やがて全身がその中にすっぽりと包み込まれた。何も見えなくなり、すぐに意識が遠のいていった。
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　どこをどう運ばれていったのか、まるで分からなかった。ただおぼろげに感じ取れるのは、かなり遠くまで連れてこられてしまった、ということだけだ。ぼんやりとした意識の中で、車に乗せられ、高速道路へ入ったらしいということだけは感じ取れた。そしてそこから、何時間も車は走り続けた。ただ山に埋めるだけなら、ここまで遠くに行く必要はないだろう。どこか確かくとした目的地があって、そこに連れて行かれているようだった。

　その間、全く会話はなかった。そもそも俺は袋に入れられたままで、物として扱われている。車内で流れているラジオでは、各地の入籍情報が延々と流れ続けている。ローカル放送局ではたまに亡なくなった人の名前を読み上げ続けるだけの番組があるが、その大たい性せい欲よく賛さん会かいバージョンのようだ。発狂しそうになる。

　もうどれくらい東京から離れたのか、その感覚すらなくなった頃合いになって、ようやく車が止まった。ドカドカと人が車の中に入ってきたかと思うと、また袋に入れられたまま乱暴に担かつがれ、建物の中に運び込まれた。何回か自動扉を通ったあと、水の流れる音のする涼しい部屋に入れられた。何人かがせわしなく会話をしているのだが、モゴモゴとしてはっきりとは聞き取れない。

　何らかの台の上に乗せられ、パチン、パチンと台に金具のかけられるような音がした。ピーッ、という耳みみ障ざわりなブザーが短く響いたかと思うと、ずしりと一瞬身体からだに重みがかかる──吊つり上あげられているのだろう。それから水平移動し何度かの微調整のあと、台は下げられていった。

　背中に冷たい感覚が走った──水だ。逃げようと身体からだを動かすが、固定具がカシャカシャと鳴るだけで動けない。どんどんと高度が下がり、水槽に沈められていく。

「おい、止めろ！　これがお前らのやり方なのか!?」

　不鮮明なガサガサした声がそれに応じた。

「安心したまえ、これは拷問ではない。しばらく息を止めていろ」

　台は止まることなく下がり続ける。仰向けになった頭の耳辺りまで水に浸つかり、言われたとおり大きく息を吸い込んで止めた。全身がどっぷりと水に浸つかり、そのまま揺すられる。しばらくして引き上げられ、息が吸えるようになる。薬品のツンとした匂いが肺の奥深くまで入り込む。

　その後何度か同じように、しかしそれぞれ別の水槽に沈められ、引き上げられる、という作業が繰り返され、最後には袋ごと温風で乾かされた。もうその頃には抵抗する気力は一切残されておらず、ただただ眠かった。

　それから暗い適温の部屋に移され、扉が閉じられると重苦しい静寂が訪れた。吸音壁に囲まれているのか、部屋の大きさは全く予想がつかない。目を開いていても閉じていても同じ暗闇だ。浮かんでは消え、ふらふらと漂うノイズが視界に映る唯一のものだった。

　眠気が緊張に勝ってくる。これからどんなことをされるか分からないというのに、ずっしりとした疲労が身体からだの上に覆いかぶさり、動けなくなってしまう。次第に全身から力が抜け、意識が途切れ途切れになった。




　次に意識が回復した時、視界は白に染まりきっていた。真っ暗な部屋からの突然の遷移で、混乱する。どこまでが本当のことだったのか？　全部夢だったのか？　いろいろな問いが浮かんでは消えて、眠る前との連続を取り戻すのに苦労する。

「あら、お目覚めですか」

　俺が歯を食いしばって必死で情報を整理しているそんな時、そばからそんな声が響いた。あまりこれまで耳にしたことがないタイプの、甘ったるい丸い印象の柔らかな声音だった。

　ようやく頭の中で世界が像を結びはじめる。俺はベッドに寝かされているらしい。そしてどうやらここは病室のようだ。

「ふふっ、もう十二時ですよ。お寝坊さんなんですね」

　耳を優しくくすぐるような声でそう言ったのは、よくゲームなどで見るようなナース服を着た女性だ。まだあどけなさの残る顔立ちながらかなり豊満なものをお持ちで、テンプレどおりといった印象を受ける。別に誰に見せているわけでもないのになんだか気恥ずかしくて攻略を後回しにしてしまうタイプだ。

「あ、エッチなこと考えてるでしょ」

「考えてないです」

　俺は即答で否定すると、誤魔化すためにもすかさず問いかけた。

「そもそも、ここはどこなんですか、あなたは誰なんですか」

　深刻に聞こえるよう声を作ってそう問うと、彼女はわずかに苦々しさをにじませた、それでいて全てを包み込んでくれるような優しさも感じさせる笑みを見せた。

「ちょっと、焦あせりすぎかな。一歩一歩、ひとつひとつ理解していこう」

　そう言って彼女は、寝ている俺の頭を静かに撫なでた。こちらにかがみ込むような体勢になり、自然とその大きいものが目前に迫る。この人は俺に気があるんじゃないだろうか──そんな気を一瞬起こしたが、すぐに否定した。ひかえめに伝わってくる体温や甘い香りに騙だまされてはいけない。これは罠わなだ。

「そうだ、お腹なかすいてるよね。いま、ご飯持ってくるから」

　そう言って部屋を出ていった彼女は、五分も経たたないうちにトレイを持って帰ってきた。汁物がおいしそうに湯気を立てているのを見て、思い出したように自分が空腹であることを感じた。

「よだれが出てるぞっ」

　そう言われて袖で拭く。水気はつかない。

「ふふ、単純さんなんだね。すぐ悪い女の子に引っかかりそう」

　くすくす笑いながら彼女はベッドの上に机を出し、そこに膳を置いた。騙だまされたことへの抗議の意味で俺が仏ぶつ頂ちよう面づらをしていると、彼女はまた一段とおかしそうに笑った。

「ほら、冷めちゃうよ。早く召し上がれ」

　ここで折れるのは真まことに不本意ではあるが、どうしても空腹には勝てない。俺はなんとか仏ぶつ頂ちよう面づらを保ちながらも、箸をとり味み噌そ汁しるをすする。病院食の味気なさを頭に思い描いていたが、普通にしっかりと味がして美味うまかった。

「あ、ほら、こぼれてるよ。もう」

　そう言いながら彼女はナプキンで汁のついてしまった服と俺の口を拭ってくれる。どうやら完全に俺に気があるらしい。なんかいい匂いもするし、頭がポワポワしてきた。

　と、そんな時、病室のスライド式のドアが突然開き、静かな足音を立てて白衣の女性がやってきた。

「さっそくやっているね、高砂たかさごくん。この分だったら退院も早そうだ」

　眼鏡を押し上げながらそういうと、女医らしきその女は笑った。

「……ちょっと待ってください。状況を説明してもらえませんか？」

「まあまあ、そう急せいてはいけない」女医は丸椅子に腰掛けながら呆あきれたようにそう言って、胸ポケットからペンを取り出して続けた。「今の君に必要なものは、まず第一に安静、それに尽きるのだからね。そうだ、食事中だったのだろう。冷めないうちに食べてしまったほうが良いい」

　俺は若干の気まずさを覚えながらも、勧められるがままに食事を再開した。しばらく拘束されていたからか身体からだがまだ思うように動かず、度々ものをこぼしてしまう。看護師の彼女は先程とは違って事務的にそれを処理していく。その、医者の前だと気兼ねして親しく振る舞えない様子が、また非常に良かった。これで俺に好意を持っていなかったら詐欺だろう。

　食べ終わると女医は、しばらく何か書き物を続けたあと、椅子をくるりと回転させてこちらに向き直った。

「さて、何から話したものかな……そうだ、まずは自己紹介からはじめよう。私は君の担当医の春はる岡おかだ。よろしく頼む」

「担当医、ですか……」

「うむ。いきなりで驚いたろうが、君はいま入院している。ここに救急で担かつぎ込こまれたんだな。まあ心配することはない、思春期にはたまにあることなんでな」

「いや……普通に拉致られたような記憶があるんですが」

「君の目にはそう映っていたかもしれないね。だが病気が完治した暁には、きっと君をここに運んできてくれたみんなのことを、心から感謝するようになっているだろう」

「……なんの病気なんですか。病名は」

「患者へのショックを考えて、一度にたくさん情報を与えない方針なんだが……君が知りたい、というなら止めることはできない。君はね──『恋愛欠乏症』なんだ」

「帰ります」

　そう言って俺が立ち上がろうとすると、医者は肩を押さえてきた。

「まあ待て、そんなふうに反応してしまうのも仕方のないことだ。いいかい、人間というものの精神は、恋愛感情を前提としてはじめて維持できる仕組みになっている。恋人のいる人は相手からの承認により安定を得、恋人のいない者はこれを希求するモチベーションによって、人間は生きている実感を得るのだ。しかしひとたび何らかの外的要因によってその前提が覆くつがえされると、精神は不安定になってしまうんだ。その結果暴力行為に走ったり、誇大妄想を吹聴したり、挙句の果てには自らの首を締め上げるような救いのない思想に取り憑つかれたりする──君たちの反恋愛主義青年同盟部もその典型的な例だ。これが恋愛欠乏症だ。君がこの病気の存在を信じられないのも、まさに君がこれに罹り患かんしているからに他ならないんだ」

「馬鹿馬鹿しい、そんなのどうとでも言えるじゃないか！」

　再度俺は立ち上がる。今度は医者は止めなかった。

「顔が割れたから運動はやりにくくなったが、俺はそんなものには屈しない。強引に顔と名前を変えてでも、絶対に反恋愛を……」

　そんな啖たん呵かを切って病室を出ていこうとした俺の手に、温かいものが触れた。

「行っちゃうんですか？　……せっかく、仲良くなれると思ったのに」

　俺の手を握って制止したのは、先程の看護師だった。彼女の熱と小刻みな震えが伝わってくると、噴出していた怒りが急速に溶けて消えていき、空中をゆっくりと落下していくような甘い快さが全身にじわりと広がった。

　足の止まった俺を見て、医者は頷うなずく。

「思想の上では洗脳状態にあるが、やはりまだ君の身体からだは人間の温かさというものを覚えているらしい。完治まであまり時間はかからないだろう」

　俺は看護師に導かれるままに、またベッドへと戻ってしまった。掛かけ布ぶ団とんがかけられ彼女の手が離れると、身体からだの中に点ついていた火がふっ、と搔かき消きえるような感じがして鼓動が早まる。今すぐにでもまたその手を握り返したいような衝動に駆られた。

「健全な高校生だ。やはり環境が悪かっただけだろう。それに性格が真面目すぎるんだな。君はおそらく内省して自分自身を責めることが多くあるだろう。自分には人間的魅力がないと思っているんじゃないのか？　だがそれは間違いだ。君には他人を惹ひきつける力が十分備わっているよ。顔だってほら、綺き麗れいじゃないか」

　そんな言葉は俺をたぶらかす戯たわ言ごとだ。そうは理解できていても、自分を褒めるその励ましには抗あらがいがたい引力があった。俺は反論できず、ただ口を引き結んだままで女医の言葉を聞き続ける。

「さあ、それでは医師らしい説明の続きをさせてもらおうかな。これからの君の治療方針について話そう。それにはまず、『恋愛欠乏症』についてもう少し詳しく述べる必要がある」

　そう言うと彼女は部屋の片隅からホワイトボードを引いてきて、端正な絵と字で図解をはじめた。

「恋愛欠乏症は簡単には治らない。これはその症状が、罹り患かん者をさらに恋愛からと遠ざけてしまう非線形効果があるためだ。悪循環というやつだね。そしてその症状の第一は、『自信』の喪失なんだ。恋愛をはじめるにしても進展させるにしても、自分自身を信じて売り込むということが必要となってくる。そのためには無根拠でもいいから自信が必要なんだ。自惚うぬぼれることがむしろ要求されている。そしてその自信は、恋愛の進展によりいっそう強固なものとなる。一定程度以上に充実した恋愛生活を送ってきた者は、たとえ一時恋人が途切れたとしても、またすぐ相手を見つけることができるだろう？　逆に恋愛欠乏症にまで非モテをこじらせてしまうと、自信はどんどん喪うしなわれていき、最悪の場合死に至る。そんなケースは、決して少なくないのだよ。

　今回の治療ではこの状況を改善する──君に自信を持ってもらいたいんだ」

　なんだか心当たりのあるような気がしてソワソワしてしまう。そんな俺の動揺を感じ取ったのか、女医は片方の口くちの端はしを上げてニッ、と笑った。

「なに、心配することはない。確かに日常的な環境において恋愛欠乏症を克服するのには大きな困難が伴う。しかし君が搬送されてきたここは治療のための専用施設。全ての障害は取り除かれている」

　どうやらこちらに危害を加えるつもりはないらしい。ここは無駄に反抗してみせるよりは、むしろ相手の要求どおりに振る舞ってさっさと抜けさせてもらうのが得策だ。

「……俺は、何をすればいいんですか」

「やっと治療を受ける気になってくれたんだね。これでこちらも楽になった──投薬の必要などはなくなったからね。

　さて、君の質問に答えよう。ずばり君のやるべきことは、普段通りに過ごす、これだけだ。普通に学校に行き、勉強し、友と語らい、放課後や休日は遊びに出かけてほしい。何も気張ることはないんだ。恋愛欠乏症に罹り患かんしていると信じられないかもしれないが、普通の人は普通に生活していると恋人ができるものなんだ。その普通の生活を、君には取り戻してほしい」

　その文言に愕がく然ぜんとする。普通の人は普通に生活しているだけで恋人ができる──そんなことがあっていいはずがない。それならばどうして俺は──

「うう……うう……」

「いかん、恋愛欠乏症の発作だ。ユイくん！」

　頭を抱えて呻うめく俺に、ユイと呼ばれたその看護師が寄り添う。その体温が伝わってくると、頭の中でぐるぐると回っていた自己否定の無限ループは雲散霧消し、冷え切っていた心がじんわりと温まっていく。

「大丈夫ですよ、ゆっくり息を整えてくださいね……そう。ふふ、上手です」

　しばらくして俺が平静を取り戻すと、彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんで、くしゅ、と髪を撫なでてくれた。彼女が俺のことを好きなのはもはや確定的とすら思えた。

「ふう、治まってくれてよかった。少し刺激の強すぎる話し方だったな。謝罪しよう。まあとにかく、ここでは君は何も悩まずにただ流れに身を任せて生活してほしい。気楽にやってくれたまえ。何か不都合なことがあれば、私にでもそこのユイくんにでもなんなりと言ってほしい」

　女医はそういうと、「暇な時に読んでおいてくれ」と小冊子を手渡し、病室を出ていってしまった。あとには俺と看護師だけが残される。若干の気まずい沈黙のあと、彼女は照れくさそうに苦笑しながら口を開いた。

「……自己紹介がまだでしたね。私はこれから高砂たかさごさんを担当させていただく、染そめ谷や結ゆいといいます。ユイ、って呼んでくれたら嬉うれしいです」

　いきなり下の名前で呼ばせてくるのも俺を好きであることの証左だった。

「……どうも」

　動揺していることを悟られないようにトーンを落として応えると、彼女はそれを悟ったのか手で口を隠しながら控えめにクスクスと笑った。全てを捧ささげたくなってしまうその支配力から逃れるためにも、渡された小冊子を読み始めた。どうやらここでの治療についてのしおりらしい。

　と、病室の扉がまたいきなり開いた。

「すみません、ここに……高砂たかさごくんは……」

　最初はしおらしい感じで部屋に入ってきたその女子は、ベッドに寝かされている俺を見つけると猛スピードで駆け寄ってきた。

「さーくん！」

　場違いな大声でそう叫ぶと、躊ちゆう躇ちよなくベッドにダイブしてきた。

「入院したって聞いて……心配で」

　震えたか細い声でそう言う彼女は、ぎゅっ、と俺の身体からだをホールドしてきた。頭の中では「誰？」という不審とともに、自分が大事にされているという充足感が湧き、次第に後者のほうが支配的になる。

　しばらくそのままの状態でいると、看護師の結ゆいさんが引き離しにかかった。

「あの……高砂たかさごさんにはまだ安静が必要なんです。あまり外部の方とは……」

「私は高砂たかさごくんの幼おさな馴な染じみの吉き敷しき晃あきらです。外部の方、じゃありません！」

　そう言って晃あきらと名乗った彼女は離れようとしない。すると結ゆいさんの方も、少し口調を鋭くして、

「起きたばかりなんです、幼おさな馴な染じみだからといって、そういった過度な接触は……」

「過度じゃないです、幼おさな馴な染じみなんだから、これくらい──普通だよね、さーくん」

　その「さーくん」というのが俺への愛称なんだろう。「たかさご」の「さ」から来ているのだろうか。なんだか言い争いに発展しつつあるが、俺の頭の中を占めるのはただひとつの問いだった。俺に、幼おさな馴な染じみなんていたか──？

「あなたこそなんなんですか、さーくんの庇ひ護ご者みたいな態度で」

「私は高砂たかさごさんを担当する染そめ谷やです。もちろん患者さんを守る義務があります。今も発作があったばかりなんですよ、あまり刺激されると……」

「そんなことを言って、若いさーくんをたぶらかそうとしてるんじゃないの」

「違います！」

　そんな風に白熱するバトルをぼんやり眺めていると、ああ晃あきらは俺の保育園時代からの腐れ縁で……といった記憶が捏ねつ造ぞうされはじめ、次第にそれを本当にあったことだと思いなすようになってしまった。

「こんなにピンピンしてるんだから大丈夫でしょ。さーくん、ちょっとその辺歩きにいこう」

　晃あきらはそう言うと手を取り、俺の身体からだをベッドから引き起こす。

「あ、ちょっと！」

　結ゆいさんがそう言って止めるのも聞かず、晃あきらは俺の手を引いてスタスタと病室を出ていってしまった。
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　健康的に焼けた肌の色、引き締まった肉体、少し色の薄いショートカットの髪──そしてなによりもその明るい笑顔がまぶしかった。晃あきらはこれまでに会ったどんな女性とも違ったタイプで、どうやって応対をしていいか戸惑ってしまう。

「えっと……今日は静かだね。やっぱり……ホントは、まだ元気なかった？」

　前を歩く彼女が振り向いてそう言った。腰を少し折って、下から見上げるような形でこちらの顔を覗のぞき込こんでくる。近い。

「長い間寝てたみたいでな、あまり頭の調子が戻ってない。肉体的には大丈夫なはずなんだがな」

「そっか。じゃあやっぱり、身体からだを動かしてギアを上げていったほうがいいよね」

　連れ出したことをそんな風に正当化すると、弾むような足取りでスタスタと先に行ってしまう。俺は早足でなんとかそれについていった。

　病院の敷しき地ちを出てしばらく歩くと、市街地に入る。知らない街並みだった。

　見慣れたようでいてそこかしこに違和感を覚える風景だ。全てが作り物めいている、とでも言おうか、どこか現実感を欠いているのだ。白昼夢のようなそんな光景の中を晃あきらと二人で歩くのは、しかし楽しかった。

　それよりも異常なのは、そこにいる人々だった。大半が女性なのだ。たまに男も見かけるが、どいつも女を引き連れていて、デレデレと顔を緩ませている。

　と、俺はその男たちに、ある共通点を見つけた。首に白い輪のようなものがつけられているのだ。首にピッタリと嵌はまっており、たまに青色のＬＥＤが明滅している。

　ふと自分の首にも手を伸ばすと、案の定何かがそこにあった。窓ガラスに自分の姿を映すと、道行く男たちとまったく同じものが俺の首にも巻きつけられていた。

　指でそれをカリカリとやっていると、晃あきらが口を尖とがらせて言った。

「それは外しちゃだめだって。お医者さんにも言われたでしょ」

　彼女は首輪を引っかいていた俺の手を取ると、そのままギュッ、と握ってしまった。さらに足が早くなる。

　市街地にはひととおり生活に必要なものが揃そろっていた。コンビニ、銀行、郵便局、パン屋、ファミレス、喫茶店が何軒か、少し高級そうなレストラン、本屋、スーパー……全てが小奇麗にまとまっているが、やはり不気味だ。遠くの方に視線をやると、四方は冬枯れの山に囲まれている。特徴のない風景で、ここがどこか推定するのは非常に難しかった。

　自家用車はたまに道路を走っているが、バスなどの姿は見当たらない。駅が近くにある雰囲気もないし、列車の走行音も聞こえてこない。それに、道路には道案内の標識がまったく見当たらなかった。

「どうしたの、そんなキョロキョロして。はじめてこの街に来た、って感じ」

　晃あきらはそう言ってカラカラと笑いながら、俺の手を引っ張る。

「狭い街だよね。子供のころはそこらじゅうで遊んだ。作った秘密基地の数、覚えてる？」

「いや……」

「うん、私も全然。あー、懐なつかしいな」

　そう言って遠くを見つめる晃あきらの横顔には、底抜けの明るさの中にひっそりと潜む別の何かが見え隠れしているようだった。その憂いを帯びた目、元気さとは裏腹なしなやかで長いまつげ、薄く、しかし確かに色づいて控えめに膨らむ下唇。握られたままになった手は、時折わずかに擦れて動いて、そのたびごとにもぞもぞと配置が僅かに変わる。そのこそばゆさには、頭の中を直接くすぐられるような甘い痺しびれを感じた。

「あ、やば」

　と、晃あきらは突然立ち止まると、手を離して目線を下に落とした。前方からは、眼鏡をかけた落ち着いた印象の女性が近づいてきていた。年上……大学生だろうか。

「高砂たかさごくん──もう、大丈夫なの？」

　静かな声音の中に、驚きが滲にじんでいる。

「私、高砂たかさごくんが倒れたって聞いて、心配で……面会謝絶だって言うし」

「あ、いえ……すみません」

　距離感を測りかねてしどろもどろな返答をしていると、晃あきらが口を挟んだ。

「先輩、高砂たかさごは今、起きたばかりなんです。あまり刺激を与えると……」

　自分が言われたことをしれっとそのまま返す。しかし先輩の方は、人が良いいのかそれを素直に受け止める。

「そうだね、吉き敷しきさん。ありがとう」

　そう言って先輩がお辞儀をすると、しなやかな黒髪が重力に従ってするりと肩から前方へと垂れ下がる。頭を戻した彼女は、前に行ってしまった髪をかき上げて耳の後ろに挟んだ。ごくなめらかなその所作に、なぜか心臓がドクンと跳ねた。

「高砂たかさごくん、お大事に。ゆっくり休んで良くなってね」

　彼女はそう言って立ち去ろうとするが、数歩行ったところでまた止まり、それからこちらへと振り返った。

「……高砂たかさごくんのいない部活、私ひとりで、寂しいよ。わがままだけど……早く、戻ってきて」

　それだけ言ってしまうと、彼女は晃あきらの方にもう一度頭を下げてから、薄く笑って俺に手を振り、立ち去ってしまった。

　どうやら俺の部活の先輩らしい。黒髪ロング、おとなしめな眼鏡の先輩など俺には存在しなかったはずだが、やりとりのうちに、あれ、実はいたのでは……という気分になり、しまいには先輩が体育の授業前に混雑した更衣室を避けて部室で着替えているのを次の時間が自習で部室にサボりに来た俺が偶然目撃してしまいこちらが平謝りするも先輩は自分も悪かったと言って恥ずかしそうに笑いながら謝ったエピソードなどがあったことのように思えてきてしまった。

「私……笹ささ丸まる先輩苦手」

　どうやら先輩の苗みよう字じは笹ささ丸まるというらしい。聞き捨てならないその言葉に、口を出してしまう。

「え、なんでだよ。特に嫌いになる要素なんて……」

「そういうところが苦手なの。『高砂たかさごくん』には分からないかもしれないけどね」

　晃あきらは急にいらついた口調になってそう言うと、俺を置いてさっさと歩いていく。さらに早くなったその歩みに、俺はほとんど走るようにしてついていくことになってしまった。
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　街を歩いてみていくつか分かったことがある。

　まずひとつは、ここが大たい性せい欲よく賛さん会かいの支配下にあるということだ。巧妙に隠してはいるが、長年反恋愛主義青年同盟部で切せつ磋さ琢たく磨ましてきた俺の目は誤魔化せなかった。本屋の店頭にはたまに性交を特集したりする女性ファッション誌が並べられているが、これは言うまでもなく大たい性せい欲よく賛さん会かいの機関紙だ。公共機関までもがクリスマスの装よそおいになっていたりするのも会が関わっている証左だろう。道行く女性は全て優しく、「世界の全ての他人は自分のことを嫌っている」という我々の出発点、大前提をともすれば忘れてしまいそうになる。

　二つ目はこの街が閉鎖されているということだ。晃あきらは決して行きたがらなかったので後にひとりで調査に行ったのだが、街一番の大通りをずっと歩いていくと次第に車線が減少し、歩道がなくなり、ひび割れだらけとなったところで大仰な壁に出くわした。四メートルくらいの高さがあるコンクリート製のもので、とっかかりはなく登れそうにない。そして壁に近づくと、首輪がピーピーと警告音を鳴らしはじめた。そのあと病院に戻ると看護師の結ゆいさんにこっぴどく叱られてしまった。おそらく通報が入る仕組みになっているのだろう。

　そして最後は、この街にはなんの特徴もない、ということだった。長所にしろ短所にしろ、普通に作られた街には何らかの目に留まる要素があるものだ。その自然ないびつさのようなものが、ここには一切ない。何もかもが及第点、平均値というのは、自然なようでいて不自然だった。どことなく不気味な印象を感じるのだ。

　この街はそもそも、大たい性せい欲よく賛さん会かいによって作られたものなのではないか。そしてこの街を作った目的は、『恋愛欠乏症』患者の治療──つまり反逆分子の洗脳だった。俺らのように大たい性せい欲よく賛さん会かいの目もく論ろ見みに気づいて反恋愛運動をしている者を捕らえ、ここに放り込む。街にはそいつが気に入りそうな異性を配置し、あの手この手でアタックさせて恋愛へと誘う。完全に洗脳が完了するまでは街から出ることすらできない。ここには男性が収監されているが、性別が逆の施設もどこかに存在しているのかもしれない。

　単に「処分」するのではなく、ここまでまどろっこしいことをする理由──それは恋愛という病の伝染性と深く関係している。捕らえた活動家を恋愛至上主義者にすることによって仲間も芋づる式に洗脳できるのだ。まだ覚悟の決まりきっていない者の中には、自分と同じようなスペックだった同志が「リア充」になったのを見た時、もしかしたら自分も、というような気を起こしてしまう不貞の輩やからがいる。さらにリア充化した仲間には異性の友達が生じ、合コンなどを設定するハードルも低くなる。結果として反体制団体は崩壊し、皆が恋愛へと与くみする事態となる。こうした効果を狙っているからこそ、大たい性せい欲よく賛さん会かいはわざわざ大きなコストを払ってでもこのような施設を作り、反恋愛主義者を送り込むのだろう。

　この施設に入れられた者がどうなってしまうのか、その成れの果てはすでに分かっている──藤ふじ枝えだだ。クラスで臆面もなくバーチャルユーチューバーの動画を大音量で見てニヤニヤしていた彼が、今や他校の彼女を持ち、クラスの女子からも見直されつつあった。ここまでの劇的な変化が起こったのは、彼がこの施設に収監され矯正されたからなのだろう。

　かなり強い反恋愛思想を持っているように見えた彼ですら、ものの一、二週間でリア充になってしまった。この施設の力は凄すさまじいものがある。だが俺は、決して屈したりなどしない。そのために反恋愛主義青年同盟部で鍛錬を重ねてきたのだ。恋愛などというものはつまらない奴やつらがふける暇潰しに他ならない。俺らにはもっと別の、本当にやるべきことがあるはずで……

「どうしたの、そんな難しい顔して。高砂たかさごさん、そろそろ消灯時間ですよ」

　ベッドの上でそんな風に考えをまとめていると、結ゆいさんがやってきて俺に話しかけた。その優しい声は、甘やかな匂いは、柔らかな微ほほ笑えみは、偽にせ物ものなのだ。そう心に念じて、俺は淡々と返す。

「別に」

　俺のそんなぶっきらぼうな返答に、しかし結ゆいさんはまたフフッ、と笑った。

「そればっかり。分かった、エッチなこと考えてたんでしょ～」

「そんなわけないでしょう」

「本当かな？」

「本当です」

　向こうのペースに飲まれそうになるのを、必死に制する。が、彼女はこちらが心を閉ざしているのにも動じず、踏み込んでくる。

「そう？　じゃあ……直接身体からだに聞くしかないね」

　結ゆいさんはそう言って掛かけ布ぶ団とんをめくると、俺の胸に自分の耳をぴたっとくっつけた。髪の香りがふわりと舞い、鼻の奥をくすぐる。脳を直接溶かすかのようだった。

「あれ、やっぱり脈が早いよ。図星だったんじゃないの？」

　胸に耳を当てた彼女が、そのまま俺の方に顔を向けて言った。瞳に映った自分の顔が見えるくらい、あまりにも近い。

「また早くなった。ふふ、可愛かわいいね」

　そう言うとやっと彼女は顔を離して、掛かけ布ぶ団とんを戻してから俺の頭をポンポン、と叩たたいた。

「おやすみ、また明日ね」

　それから電灯を暗くすると、彼女は出ていってしまった。いなくなった後も胸のあたりにそのぬくもりが残っているような気がして、しばらく眠れずに暗い部屋の天井を見つめていた。




　　　　○




　翌朝、結ゆいさんは俺を叩たたき起おこすと知らない学校の制服を着せた。それから昨日と同様病室にやってきた晃あきらが引っ張るようにして俺を学校に連れて行った。制服は特徴に乏しいものだったが、女子の方は身体からだのラインがバッチリと出るよう巧みにデザインされている。道行く女子生徒たちはそれに若干のアレンジを施している。ストッキングの有無、濃淡も多種多様で、どんな要求にも応えるつもりだろう。大たい性せい欲よく賛さん会かいも意外と仕事が細かい。

　晃あきらはというと、制服のスカートの下にジャージを穿はくという極めて色気のないスタイルだった。だがそんな垢あか抜ぬけない感じが良いいという向きもあるのだろう。

「なに、ジロジロ見て」

　横で歩く晃あきらがいぶかって俺に問うた。

「いや……なんでジャージ穿はいてんのかな、って」

「寒いじゃん」

　そう言うと彼女は少し下がってきていたジャージを持ち上げた。一緒にスカートも動いてひだが揺れる。そんな生活感のあふれる光景もなかなか乙なものだ。

「それに私の好きな人、こーゆーのでもあんまり気にしないから」

「……誰だよ、好きな奴やつって」

「ナイショ。へへー」

　走って俺の前に回り込む。

「気になる？」

「……別に」

「あ、いまちょっと詰まった。気になるんでしょ」

　幼おさな馴な染じみに好きな人がいると聞いて気にならない奴やつなんていないだろう。これだけ俺にべったりで色気のなさそうに見える晃あきらに、好きな人が……。

　と考えて、はたと思い出す。「幼おさな馴な染じみ」というのは設定にすぎない。大たい性せい欲よく賛さん会かいが用意する様々な属性のひとつがそれであり、晃あきらはそれを演じているだけなのだ。

「何その顔。やっぱり、気になるんだ。ふーん、絶対ナイショにしとこ」

　そうは思ってみても、気さくに話しかけてきてこちらを軽く弄いじってくる晃あきらの存在は魅力的で、どうも無下に扱うことはできなかった。




　街と同じで何の特徴もない校舎へと入り、特筆すべき点のない教室へ向かう。晃あきらも同じクラスだが、席は離れていた。始業間ま際ぎわまで俺の席の隣に座って他愛もないことを喋しやべり、チャイムとともに自分の席へと戻った。

　しばらくすると担任がやってきた。それにギリギリ間に合わないくらいのタイミングで教室に駆け込んできた女子生徒が、俺の隣の席に腰かけた。

「おい、水みず判は土た、遅いぞ！」

　キツめな印象の若い女教師のその言葉に、座ったばかりの彼女が応じる。

「いやいや、セーフっしょ。まだ授業はじまってないし」

「ホームルームも授業の一環だ！　……ったく、毎日毎日よく遅れてくるな」

「しょーがないじゃないすか、ほら、朝って辛つらいし。しかも寒いんすよ、ベッドから出られない。そうだ、冬だけ一時間開始遅くしましょうよ～」

　悪びれもせずそう応戦する彼女は、いわゆる「ギャル」っぽい風体だ。ほとんど金髪に近いくらいの髪色、バッチリとしたメイク、胸元は開かれて学校指定から外れた大きなリボンが付けられている。スカートは限界までたくし上げられ、真っ白なハリのある太ももが伸びている。

　教師はため息をついてこれ以上の説教を諦めると、事務連絡を始めた。水みず判は土たと呼ばれたそのギャルはふぅ、と胸をなでおろしたかと思うと、横を向いて椅子を俺の方へと近づけてきた。

「ね、もう大丈夫なの？　急に倒れた、って聞いたけど」

　俺は教壇の方を向いたまま、小声で応える。こちらまで目をつけられたのではたまらない。

「……ああ。もう学校は行ってもいいらしい。当分、病院から通うことになりそうだが……」

「あー、よかった。サゴがいなかったら、忘れた教科書だれに見せてもらえばいいんだよ～。頼むぜ相棒！」

　そう言って彼女はバンッ、と俺の背中を叩たたく。その音に教師はキッ、とこちらを睨にらみつけてくるが、俺は目を逸そらして知らんぷりをした。

　ほどなくして朝のホームルームが終わり、一限の授業が始まるのを待つ隙間の時間になった。教室の前方に座っていた晃あきらが素早くこちらに向かってくる──が、話しかけた先は俺ではなかった。

「るい、今日も遅刻かよ～」

「遅刻じゃないって、ギリ間に合ってたっしょ」

　どうやら晃あきらはこのギャルと仲が良いいらしい。わいわいと俺に分からない話をしているのを盗み聞きしつつ、情報をまとめていった。どうやら俺の隣の席のこのギャル女は、水みず判は土た塁るいという名前らしい。今朝のことからも分かるとおりに遅刻の常習犯、授業態度も良くないが、成績は悪くないのが逆に教師の頭痛の種となっているようだ。

　実直な晃あきらとは水と油のようでいて、しかしかなり仲が良いいようだった。お互いに自分にないものを相手に感じ、惹ひかれあっているのかもしれない。

　晃あきらは隣の席の俺には話を振らずに塁るいと楽しくおしゃべりをしているが、時折チラ、チラ、と盗み見るようにこちらへと視線を向けてきていた。と、塁るいはいきなりニヤリと笑うと、またバン、と俺の背中を叩たたいた。

「いや～サゴが倒れた、って聞いたときは驚いたよね」

　俺はその衝撃に涙ぐみ、咳せき込こむ。

「さー……た、高砂たかさご、大丈夫？」

　晃あきらがさっと寄り添い、俺の背中をさする。晃あきらは俺と二人きりのときは「さーくん」と呼んでくるが、他人が傍そばにいるときは「高砂たかさご」と呼ぶことにしているようだ。

「大げさだなー、そんなに強く叩たたいてないじゃん」

「塁るいはガサツなんだよ！」「いや、晃あきらに言われたくねーから」

　こうして俺を絡からめつつ周りで女子がワイワイするという経験は、これまでの人生ではないものだった。自分が社会の一員であり、仲間の輪に入って楽しみ、そしてその場をつくることに貢献できている──そんな自己肯定が心の中に湧き上がり、胸が暖かくなっていった。




　授業が始まるやいなや、塁るいは机をくっつけてきた。

「おい、何すんだよ」「教科書持ってないんだもん、見せてよ」

　彼女はそう答えると、有無を言わさずに俺の机の上にあった教科書を引き寄せ、横並びになった二つの机の真ん中に置いた。

　小学校も高学年を越えてからはこういった経験はなくなった。中学時代など、隣の席の女子が「高砂たかさごに見せてもらうくらいなら」と教科書なしで授業に臨んで質問に答えられず廊下に立たされる方を選んだくらいだった。その後なぜか俺が学級会において槍やり玉だまに挙げられることになり全員の前で謝らされた時以来、俺は人間というものを全く信用しなくなった。

　久しぶりのこんな経験に、どうして良いいやら戸惑ってしまう。そんな俺にはお構いなしに、塁るいは「見にくいよ、もっと詰めて」と、ぐいぐい距離を縮めてくる。看護師の結ゆいさんほどではないが、彼女もかなりのものを持っている。それに加えて胸元を開いているため、どうしてもその部位に意識がいってしまう。飽き性なのか塁るいは授業に耳を傾けつつもしきりに身じろぎをして、そのたびに腕がこすれあったりして、温ぬくもりが伝わってくる。爽やかな香水の匂いが意識をぼーっ、とさせてくる。

「えー、じゃあ、次……高砂たかさご！　答えてみろ」

　そんな風にぼんやりしていると、唐突に指名を受けてしまった。何を問われているのかすら分からない。とりあえず立ちあがってみるが……

　すると太ももをちょんちょん、と軽く叩たたく感触があった。下を見ると、塁るいが教科書に何やら文字を書き込んでいる。他に術のない俺は、とりあえずそれを読み上げることにした。

「ニュートリノと荷電レプトンはＳＵ（２）ダブレットを構成し、Ｗ±・Ｚボソンを介して弱い相互作用を……」

「良いいだろう、よく勉強しているな」

　難を逃れた俺が着席すると、塁るいは教科書にはなまるを描いて出迎えてくれた。「ありがとう」と俺がその下に書くと、彼女は「どういたしまして」と丸っこい文字で返事を書いた。

　教科書にいたずら書きをするのが気に入ったのか、塁るいはその後もいろいろと絵や文字を描き加えていった。描き込むときはどうしてもかがみ込むような姿勢になるため、色白のうなじがあらわになる。それを目にするたびになぜか喉元がきゅっ、と弱く締め付けられるような感じを覚えた。彼女の胸が机に押し付けられてたわむのも目に毒だ。

　意識してしまっていることを悟られぬよう、授業を真面目に聞いているかのように黒板の方を向いた。内容は全く頭のなかに入ってこないが、難しい文言が淡々とそこに書き並べられていくのを見ているだけで、猛たけりそうになっていた精神を鎮しずめてくれる効用があった。

　と、そんな風に前を向いていた俺と、晃あきらの目とが鉢合わせした。こちらへ振り向いていた晃あきらはすぐに顔を前に戻し、黒板の内容を書き取っていく。何か後ろに気になるものでもあったのだろうか。

　そのあともたびたび、晃あきらはこちらへ振り向いているようだった。おそらく塁るいが眠らずにちゃんと授業を受けていられるか気にかけているのだろう。彼女のそんな心配に応えるためにも、俺は塁るいと筆談したり絵を描きあったりして彼女が眠ってしまわぬよう努力を続けた。

　休み時間になるや否いなや、晃あきらはこちらに駆けつけてきた。

「ねえ、塁るい……何してたの。その……高砂たかさご、と」

　尻すぼみがちにそう言った晃あきらに、ギャルはあっけらかんと答える。

「ねえ見てよコレ、傑作でしょ」

　笑いながらそう言って、落書きだらけの教科書を差し出す。

「何が面白いの、こんなの……」

　晃あきらは呆あきれた様子で、ページをペラペラとめくっていく。

「確かに……見返してみると全然面白くないかも」

　塁るいは自分自身ではしごを外しだす。これでは俺が教科書を汚されただけになってしまう。

「ま、授業中の喋しやべれない状況でサゴとやりあった、っていうそのシチュエーションがないと、面白くないのかもね」

　なんとはなしにそう言って収拾させようとする塁るいだが、それを聞いた晃あきらは眉をピクッ、と動かした。

「はぁ……塁るいはただでさえ先生に目をつけられてるんだから、姿勢だけでも真面目を装よそおった方がいいよ。それに……高砂たかさごも、加担しない！」

「えー、私、成績は良いいから大丈夫だよ。前回も晃あきらより上だったじゃん、テスト」

「そーいうところむかつくな、本当！」

　晃あきらはそう言うと、塁るいに軽くくすぐり攻撃を加えはじめた。女子同士がこうしてじゃれあっているのは良いいものだ。普段ならこんな光景を至近で眺めることなどかなわない。席を外しているときにその近くで女子がワイワイやっていても、俺が戻ると急に静まり返って場所を変えてしまうからだ。「何か俺悪いことしたかな……？」という罪悪感に苛さいなまれその夜はうまく寝付けないことになるのがいつものオチだった。だが今は違った。

「サ、サゴ……たすけて」「塁るいが悪い！　絶対助けないでよね、高砂たかさごっ！」

　こうして脇役とはいえこのやりとりの中に組み込まれている。俺はここにいても良いのだ、そんな安心感を与えてくれた。この時間がずっと続いてほしい──そんな思いが一瞬俺の頭をよぎり、しかしすぐに打ち消した。全ては虚偽フエイクだ。俺には幼おさな馴な染じみなどいない。隣には気さくに話しかけてくるギャルなど座っていない。すべては俺を恋愛至上主義の泥でい濘ねいへと落とし込むための罠わななのだ。そんな風に仲良くじゃれあう女子高生などというものは幻想にすぎないのだ。

「ね、もう……む、無理っ」

　塁るいはそう言って俺にすがりついてくる。その頭がこちらの頰に当たって髪が鼻先をかすめた瞬間に、自らを制するために張り巡らせていた言葉は、一気に搔かき消きえてしまった。

「こ、こら、逃げるな！」

　晃あきらは俺から彼女を引き離しにかかるが、塁るいはがっしりとしがみついている。当然いろいろな部位がこちらに押し当てられた状態となっている。やたらと柔らかい感触があることに気付いていないよう振る舞うのに必死だった。

「ちょっと、高砂たかさごも鼻の下伸ばすな！」

　矛先が俺の方にも向くようになる。だがそれくらいは甘んじて受け入れよう。こうして周囲と和気あいあいと休み時間を過ごすのは、これまでの俺には決してなし得ぬことだった。それが、この街に来てすぐに成じよう就じゆしたのだ。

　ガミガミと何かを言う晃あきらの声を心地よいＢＧＭにして、塁るいの身体からだから伝わってくる温ぬくもりとその柔らかさを、俺は心ゆくまで堪たん能のうした。




　休み時間終了のチャイムが鳴りはじめると、晃あきらはすごすごと帰っていった。塁るいはどうやらこの時間も教科書がないらしく、継続して机がくっついた状態だ。

　次の授業は保健体育だった。大たい性せい欲よく賛さん会かい仕様なのか、普通の教科書の倍近い厚さがある。かなり突っ込んだ内容もあり、教科書なのに直視できないような挿絵や写真もちらほら見受けられる。

「えー、今日は性交の体位について勉強していきます。体位というのは、人間の身体からだの構造から規定されるとともに、連綿と受け継がれてきた文化であるという側面もあります。みなさんがこれから利用していく実用性のある知識でもありますが、ひとつの学問領域として興味深いものであるということもまずはじめに強調しておきます」

　教科書には様々な体位が図入りで載っているが、いまいち分かりにくい。そこで教師は３Ｄの青色とピンク色の顔なし人形が絡からむ動画を教室前方のスクリーンに映して見せながら解説を行おこなっていく。

「次はこれですね。えーと、これは……先生が十六歳のときに吹奏楽部の楽器倉庫で処女を喪うしなったときは、これでしたね、懐なつかしい。相手は三年生の先輩だったんですが、卒業後は大学のサークルで彼女ができたらしくすぐに捨てられました」

　やけに生々しい実例など出てくるが、皆真剣に聞いている。大たい性せい欲よく賛さん会かいの構成員としてのし上がるためには、このあたりの知識が重要なのかもしれない。

　二次元の静止画がメインの知識ソースである俺にとってはこのあたりの話は全くピンとこないが、経験豊富なギャルならば実体験を通して理解しているのだろう。そう思って横の塁るいを見ると……前のスクリーンからは完全に目を逸そらして、窓の外を見つめていた。その耳が真っ赤に染まっている。

　どうしたのか聞こうと思って俺がちょんちょん、と肩を叩たたくと、

「ひゃうっ」

　という素っ頓狂な声を発して身体からだをビクッ、と震わせた。教師がキッ、とこちらを睨にらみつけてくる。授業が再開されてしばらく頃合いを見計らってから、塁るいが小声で話しかけてきた。

「……なに、いきなり触ってきたりなんかして」

「いや、別に触りたかったわけじゃ……何か、具合悪いのかな、って。窓の方見て、耳赤かったし」

「……特に、体調は悪くないけど。この授業は、私には必要ないかなー、って」

　次の体位の説明が始まって動画が流れると、また彼女は目を逸そらして窓の方を向いてしまった。

「そうか、もうこの辺は、完璧ってことか」

「…………」

「さすがはギャルだな。確かに実体験したことがあるものをＣＧで見ることもないな」

「……サゴ、あとで殺すから」

　その宣告と同時に、つま先に激痛が走る。勢い良く踏まれたらしい。声が出そうになるが、また教師に睨にらまれると厄介なのでなんとか嚙かみ殺ころした。

　その後も塁るいは授業には上の空で、窓の外を見続けていた。一度教師からの質問が当たったが、「分かりません」と即答して顔は窓の方を向いたままだった。

「水みず判は土た、もう少し真面目にだな……他の教科の成績はいいのに、保健体育だけさっぱりじゃないか。私に対する風当たりも強くなるんだぞ。どうだ、躓つまずいているところがあるなら補習を……」

「……いらないです」

　知識が豊富だから授業に興味がないのかと思いきや、どうやらそういうことでもないらしい。塁るいはそのあと窓の外を眺めるのもやめ、机に突っ伏して寝てしまった。
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　授業が終わると、陸上部の晃あきらはグラウンドへ向かい、帰宅部の塁るいは俺を誘って帰ろうとするが……俺は自分が所属しているという文芸部の部室へと向かうことにした。昨日晃あきらと散歩しているときに出くわしたあの先輩が、どうも心に引っかかっていた。

　様々な文化部室が雑然と詰め込まれた部室棟、その一階に文芸部の部室はあった。扉には鍵がかかっているが、病院を出るときに持たされた鍵束のなかにそれらしきものを見つけ、解錠できた。

　鍵がかかっていたから当然だが、部屋には誰もいない。四方は本棚に囲まれ、百科事典、国内外の文豪の全集をはじめ、多種多様な本が並べられていた。調度品は年季を感じさせる深い色の木製のもので統一され、落ち着いた雰囲気だ。

　本棚の一角には、学生の部室らしく教科書が置かれている箇所がある。その中の一冊を取り出してみると、丁寧に長い期間使われた痕跡が残っていた。裏を見ると一画一画のはっきりとした綺き麗れいな楷書で名前が書かれている。笹ささ丸まる縁ゆかり。昨日、晃あきらも「笹ささ丸まる先輩」と呼んでいた。これが彼女の名なのだろう。

　部屋の真ん中に据えられた机を囲むように幾つか椅子が置かれている。そのひとつを引き出し腰を掛けて、今日の出来事を思い出す。

　保健体育の内容があまりにもエグかったり、国語の教科書に恋愛小説ばかり載っていたり、ことあるごとに男女ペアを組まされたりと、大たい性せい欲よく賛さん会かいの影響を感じられるところも多々あるが、基本は普通の学園生活だった。晃あきらや塁るいといった、メインで俺に絡からんでくる女子以外もみな俺に優しく、賑にぎやかしの男子生徒たちは空気のように振る舞っていた。

　どうやってこの場を維持しているのだろうか。ここにいる一人ひとりは、本来は意志を持った人間のはずだ。なのにここでは俺や他の患者がラブコメの「主人公」として振る舞う世界のひとつのパーツとしか思われていない。晃あきらにしても塁るいにしても、俺の好みにそぐうように設定され、キャラクターを演じているだけにすぎない。

　それは一見、非常に気味の悪い世界とも思える。だが、そもそも普通の社会──恋愛至上主義社会とは、そういった性質のものだったのではないか。誰もが他人との調和を保ち、秩序を守り続けようとする。そこでは個というものは抑圧され、何かひとつの大きな目的のために全体が統制されている。それはもちろん明示的な形をとってはいないが、「恋愛」というひとつのドグマを取り入れたがために個々人は大きな「社会」へと再帰的に組織化され、最終的には巨大な化物が出来上がっている。そこでは誰もが、誰かの気に入るようなキャラクターを演じ、そして大勢はメインの人物を下支えするよう暗に強制される。いま俺が収監されているこの施設は、その仕組みを顕在化させているにすぎないのだ。恋愛を中心とした社会には、こうした構造が暗に明に作られてしまう。

　机の木目を眺めながらそんな事を考え、ふと目線を上げると──そこにはこちらを見つめる女子生徒の顔があった。昨日の散歩中に出くわした、笹ささ丸まる先輩だ。

「うわっ、いつからそこに居たんですか!?」

「三分くらい前からかな。高砂たかさごくん、えらい真剣に考え事してたから、何か話しかけづらくて」

「いや、声かけてくださいよ、驚くじゃないですか！」

　俺のそんな物言いに、先輩は手を丸めて口くち許もとに当て、クスクスと笑った。

「実は、ちょっと驚かせようかな、って思ってたの。成功しちゃった」

　そんな意地悪な目もく論ろ見みも、優しく笑いながら打ち明けられると怒る気が失うせてしまう。それどころか、痒かゆい所をひっかいた時のようなある種の心地よささえ感じられるようだった。総じて、非リア充というものはこういった他愛のない悪戯いたずらに弱い。普段は存在しないものとして無視されるか「いじり」という名のいじめを受けるかのどちらかである俺らにとって、こうしたちょっとした悪意のないからかいがスッ、と心の奥に染しみ込こむのだ。

「ま、別に良いいですけど……」

　思いがけず心が温まってしまったことを悟られないように、俺は頰を搔かきながら目を逸そらした。

「で……何考えてたの？」

　真正面からこちらを見据えて、先輩は問うた。

「別に、何でもないですよ」

「何でもなくはないでしょ。すごい真剣な顔つきだったよ」

　はぐらかそうとするのだが、先輩はどうやら追及する気マンマンだった。

　なんとか逃げようと考えをめぐらしたところで、はたと気づく。どうして隠す必要があるのか、取り繕わなければならないのか。目の前で微笑ほほえむ女は、ただ俺を恋愛へと籠ろう絡らくするための罠わななのだ。突き放してやればいい──そんな衝動に駆られて、俺は考えていたことを正直に述べ立てた。

　お前らの目もく論ろ見みは分かっている。俺はそんなものには決して屈しない。反恋愛という大義のためならば死すらも辞さない。そんな覚悟を胸に、歯に衣きぬ着きせずに全てを曝さらけ出だした。

「……というわけです。俺はこの状況を変えたい。恋愛に屈するわけにはいかないんです」

　一いつ気き呵か成せいにそう話し終えると、くらくらと酔っ払ったような感覚に襲われた。他人の顔色をうかがわずに、相手がどう思うかなんて気にせずに、一切の誤魔化しを捨てて、生の言葉を吐き散らかす。あまり経験のないその行為には、不安や恐れ、それに加えて奇妙な快さも混じっているようだった。

　俺の話を聞いた縁ゆかり先輩は、先ほどまでの柔らかな表情からは一転、真剣な面持ちになっていた。『優しくて美人な先輩』キャラは貫き通せないのだろう。何も言わなければ享受できたかもしれないその造られたキャラクターとの触れ合いを惜しいと思う気持ちは勿もち論ろんあった。だが俺は、こんなところで負けるわけにはいかないのだ。

「なるほど……そうだね、ちょっと重症かも」

　縁ゆかり先輩はそう言うと、硬い顔つきからふわっ、とほどけるように笑みを見せた。

「でもその考えは、分かるよ」

「……分かるわけないですよ、先輩には」

　俺はそう言って突き放しにかかるのだが、彼女はそんな俺を見てもまだ笑顔を保っていた。それからゆっくり息を吸って吐くと、丁寧に眼鏡を外して、机の上に置いた。これは恐らく、俺と込み入った話をするときの先輩の癖なのだろう。普段はずっと眼鏡をかけていて誰にも素顔を見せたがらない先輩が、部室に入って俺と二人のときだけ──そんな圧倒的に好みな文脈にやられそうになるが、何とか踏ん張って持ちこたえた。眼鏡を外すなんてとんでもない──宗旨ではないが、その言葉を頭のなかに巡らせ、次に来る先輩の言葉を待ち構える。

「確かに完全には君の思っていることは分からないのかもしれない。でもね、似たようなことはよく考えるよ。高砂たかさごくんの言う『恋愛至上主義者』というのに私も入っているのかもしれないけど、その中にも色々と葛藤がある。だって考えてもみて──高砂たかさごくんだって最初から、反恋愛に燃えていたわけではないでしょ？　昔は彼女が欲しい、とか、人並みに思っていたんじゃないかな。それってつまり、恋愛至上主義者だよね」

「…………」

「その二つの立場の間には、画然と壁があるわけじゃない。どっちつかずの領域があって、それを間に挟んでふたつは緩やかに繫つながっているんだよね。だからこそ流動性がある。そして二つの間にいて彷徨さまよっている人たちもいるんだよ。強いて言うなら、私はそこに属している人間なんだと思う」

　縁ゆかり先輩は一旦そこで言葉を区切ると、机に肘をついて乗り出すような姿勢でこちらを見つめ、にっこりと笑った。おしとやか、という第一印象からは外れた、彼女のもう一つの顔だった。先輩キャラを演じているだけだと思っていた俺は、彼女の見せたその二面性に虚を突かれた。

「身の回りにある全部が虚偽フエイクのように思える──無意味に飾り立てられて本質を損ない、そんな虚飾を並べ立てあううす気味の悪い仕方で社会はなぜか回っている。君の言うそれはまぎれもない事実だと、私も思う。そしてそれを、仕方がない、これを受け入れるのが大人になるということだ、なんて押し付けてくる人たちは、最低だと思う。そうでないあり方を探そうとする君の姿勢には、好感が持てる」

「じゃあどうして、こんな所に……」

「やり方はひとつだけじゃない。いろんなアプローチが存在しているんだよ。君の、真正面から向かっていくスタイルも良いい。でも別の方法も、あると思わない？」

「……じゃあ、先輩は」

「これ以上は言えない、かな。でも覚えておいてほしいのは、この社会に疑問を抱いているのは、君たちだけじゃない、ってこと」

　言い終えると先輩はすぐにパンッ、と両手を合わせて大きな音を立てた。

「ね、難しい話はこれくらいにしようか。いつもの部活に戻ろう」

　それからはこの話題には触れず、あたりさわりのない雑談に終始した。文芸部というが特にその名にそぐう活動があるわけではなく、適当におしゃべりをして時間を潰すのがいつもの活動らしい。

「もうそろそろ日没だね。帰ろうか」

　何を話していたかは覚えていないが、いつの間にか時間が過ぎ去っていた。

「あ、もうこんな時間なんですね」

　若干慌てながら俺がそう言うと、縁ゆかり先輩はまた笑った。

「また明日ね。……今日言ったことは、忘れてくれると助かる、かな」

　そう言って彼女は、苦々しさを滲にじませた笑みを見せた。先輩の細めた目に見つめられると言葉が喉元でつかえて、ただ大きく首を縦に振ってそれに答えた。
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　日々は驚くほど早く過ぎ去っていった。病院では看護師の結ゆいさんに癒いやされ、登下校中は幼おさな馴な染じみの晃あきらと雑談し、授業中は隣の席のギャル・塁るいにからかわれ、放課後は縁ゆかり先輩とともにゆったりとしたひとときを送った。これまで俺の人生には存在していなかった「充実」した時間だ。全てが俺のためにしつらえられたこの場は、非常に危ない。批判的な立場を貫き通そうと思っていても、気を抜くとすぐに懐柔されそうになっている俺がいた。どうにかしてその圧力に抗あらがおうとするのだが、「優しくされること」に慣れていない俺には至難の業だった。

　ある日の放課後、部活を終えて校舎の出口へ向かうと、そこに晃あきらが柱に背中を預けるようにして待っていた。

「さーくん、今帰り？」

　夕ゆう陽ひが浅い角度でガラス張りの戸から入り込み、下げ駄た箱の長い影を作っている。晃あきらの顔は横半分だけがオレンジ色の光に照らされ、その凹凸がくっきりと見えた。部活後だからなのだろう、髪は朝よりもしなっと垂れており、いつもより大人しめな印象を受けた。

「ああ、そうだけど……」

　会話になど応じずに無視して立ち去ればいいのに、どうしてもそれができずに応じてしまう。俺の返事を聞いた晃あきらは、ぱっ、と表情を明るくした。それがまた、無下な応対をさせにくくしてくる。

「じゃあ、一緒に帰ろっか。……久しぶりだね」

　横並びになって校門から出ると、晃あきらは二人きりのときの気安い調子になって話しかけてくる。

「今日は部活が久しぶりに早く終わったんだ。さーくん、いつも帰る時ひとりでしょ。寂しいんじゃないか、って気にしてたんだ」

「いや別に、もう高校生なんだから……」

「無理しちゃって。小学校の頃なんか一人で帰るのが嫌で、私が友だちと話し終わるの一時間も待ってたことあったよね」

　ケラケラと笑いながらそう言われると、どうもそんなこともあったんじゃないかという気がしてくる。実際は小学校も高学年頃になると新しい友だちができにくくなって、昔からの友だちは新しいクラスで別の友人を見つけて疎遠になり、一人ぼっちで石を蹴り継ぎながら通学路を家へと引き返していた記憶しかない。そんな抹消したい思い出に覆いかぶせるようにして捏ねつ造ぞうされた輝かしいストーリーを提供されると、どうしてもそちらの方を信じてしまいたくなる。

「……覚えてないな」

「とぼけちゃって。さーくんもあの頃は可愛かわいかったのになー」

　ここで反応してしまうと、「幼おさな馴な染じみの間に起こりがちな、コミュニケーションの一環としての本気ではない言い合い」に突入してしまいそうな気がして、俺は話題を変えることにした。

「……一体、俺はいつになったら退院できるんだろうな」

　ため息混じりにそんな風に言うと、晃あきらは笑顔を急にしぼませて、歩くスピードを落とした。だが次の瞬間にはまた明るい笑みを浮かべて、あっけらかんと言ってのける。

「さーくんがそうやってじめじめしてるうちは、良くならないよ！　内に籠るんじゃなくてさ、もっと、パーッ、と明るくいかないと。自分だけでどーにかしようっていうんじゃなくてさ、もっとほら、私も頼ってよ」

　俺がその言葉に応じずに俯うつむいて歩いていると、晃あきらはパシッ、と背中を叩たたいてきた。

「ね、ちょっと寄り道していい？　そんなに長くはかからないから」




　晃あきらに連れられて行った先は、河原だった。もう太陽は沈む間ま際ぎわの時間で、線状にいくつも連なった雲が赤と紫の入りまじった空に浮かび、現実離れした光景を作り出していた。土手の上は遊歩道になっており、時折ランナーが走り抜けていった。川べりに向かう土手の斜面に、俺と晃あきらは並んで腰掛けた。

「久しぶりだね、ここに来るのも。小学生のときはよく回り道してここで遊んだっけ。ダンボール敷いて滑ったりさ」

　記憶が書き換えられそうになるのを、歯を食いしばって堪こらえる。俺の本当の家の近くには河原などなく、遊びはもっぱら室内でＴＶゲームをしたりマンガを読んだりするだけだったはずだ。よく物語の構成要素として出てくるこの「河原」には確かにノスタルジーを誘引する魔力があるが、それは自分の思い出ではない。社会通念が作り出す「少年時代」の幻影の一部にすぎないのだ。

「そんなこともあったな。泥まみれで帰って、よく晃あきらのお母さんに洗濯してもらった」

「あー、懐なつかしい。あのときはさ……何も考えずに、普通に二人で、お風ふ呂ろ、入ったよね……」

　理性で考えていることに反して、口先は自然に動いてしまっていた。次から次へとイメージが浮かび上がる。それとともに隣で恥ずかしそうに俯うつむく晃あきらを大事に思う気持ちが急激に膨張し、胸が詰まる。

「まあ、あの年齢なら、男も女も……同じようなもんだろ」

「あはは……そう、だよね」

　その後しばらく、会話は途絶えてしまった。遠くから小学校のチャイムの音が響き、上空を通り過ぎる飛行機やどこかで鳴る自転車のベルの音が聞こえてくる。微そよ風かぜはさらさらと土手の芝生を揺らし、水面を波立たせた。

　何を話せばいいんだろうか。思い悩んで、晃あきらの方を盗み見る。と、向こうの方でも丁度こちらに目線を向けていたようで、咄とつ嗟さに逸そらすこともできず見つめ合ってしまう。

　くりっと大きいその目は、小さい頃の面影をそのままに伝えている。他にも少年の日を思い出させるあどけなさはいくらか残っていた。だが、そのしなやかなまつげ、ほっそりと高い鼻、つややかな唇などは、彼女があの頃のままではなく自分とは違う性別を持って成長したことをはっきりと示していた。偶然鉢合わせしたその目はきょとんと丸く、瞳は黒く濡ぬれている。部活帰りの彼女の、汗と制汗剤の混じった匂いが、わずかに運ばれてきて心臓をぎゅっ、と握り潰した。

「ぷっ！」

　と、晃あきらは急に噴き出し、腹を抱えて笑った。

「さーくん、何だよ、その顔！」

　笑われているというのに、俺は少しも怒る気になれなかった。丸まった彼女の肩を、後ろから抱きすくめたい。そのままじっと、日が暮れるまで晃あきらの体温を感じていたい──そんな衝動を抑えつけるので精一杯だった。

「顔が怖いよ、ちょっと。怒らないでよ～」

　軽い調子でそう言う晃あきらに、心を最大限落ち着けて、「別に、怒ってない」と返す。そんな俺の無愛想に見える様子も彼女のツボにはまったらしく、しばらくの間笑い続けていた。

　少しして彼女が落ち着くと、また静かな時間がやってきた。辺りは急速に暗くなって、そろそろ川かわ面もも見えなくなる。

「ね、さーくんはクリスマス、誰と過ごすの？」

　唐突に晃あきらは、そう切り出した。

　クリスマス──その単語を聞いて、はっ、と我に返る。もう十二月二十四日は間近だった。恋愛至上主義の粋とも言うべきこのイベントを粉砕するため活動している途中に、俺は捕まってここに収監されてしまったのだ。一刻も早くここから出て、運動を再開しなくてはならない──

　そんな思いとは裏腹に、俺は普通に返事をしていた。

「いや……特にまだ、何も決まってないけど。このままだと、病院で過ごすことになりそうだが」

「うわー、それはちょっと悲しいね。ふふ、いわゆる『非リア充』ってやつかな」

　そんな風に「非リア充」と言われても、今の俺にはちっとも腹立たしくなかった。

「ね、もし他に誰も、一緒に過ごす人がいないならさ……」

　晃あきらは一旦そこで言葉を区切ると、身体からだを横に傾けて、ぽす、とこちらに寄りかかってきた。

「私が……慰めてあげにいっても、いいよ」

　寄りかかった方から、彼女の熱がじんわり伝わってくる。髪が重力で垂れ下がって、俺の首筋を優しくくすぐった。

　だが間もなく晃あきらはぱっ、と離れてしまった。

「あ、ごめん……あ、汗くさく、ないかな……」

　恥ずかしそうにそう言って隣で俯うつむく。あたりはもう薄暗く、人通りもなくなった。心臓がどくどくと高鳴り、本能が全身の血をたぎらせていった。なんとかそれを鎮しずめようと、俺は無理やり言葉を紡つむいだ。

「いや、別に……むしろ、なんつーか、いい匂い、っていうか……」

　しどろもどろの俺の言葉を聞いて、隣の晃あきらはさらに俯うつむいて顔を完全に両膝の間に入れて隠してしまう。唯一露出して見える耳は、暗くても分かるくらい真っ赤に染まっていた。

「ば、ばか……へんたい」

　くぐもったその声も、どこか煽せん情じよう的てきに響いた。このままここにいては危ない。そう思った俺は立ち上がり、晃あきらに手を差し伸べた。

「そろそろ帰ろう。もう真っ暗だ」

　顔を上げた彼女は、少しむすっ、とした表情だった。そのままこちらに目を合わせることもなく、手を取って立ち上がる。握ったその手を、しかし彼女はそのまま離そうとしなかった。

　仕方なく俺は、手を繫つないだ状態のまま歩き始める。もう地平線の下に沈んだ太陽が僅かに空の低いところを茜あかね色いろに染め、それが青黒い夜の空へとグラデーションを見せている。この光景も、幼いころ毎日晃あきらと見ていたものなのだろうか。そんなことはあり得ない、そう否定するだけの心の余裕は、もはや俺には残されていなかった。

「ね、さーくん、覚えてる？　あの約束」

　ぎゅっ、と手を握る力が強くなる。そんな約束など、そもそも存在しているはずがない。ここで「覚えていない」などと軽い調子で返せたなら、この呪縛から、存在しないはずの幼おさな馴な染じみの幻影から、逃れられるのだろう。だが俺には、どうしてもそうする踏ん切りがつかなかった。

「……ごめん、今の忘れて。私っぽくなかった。うー、だめだだめだ」

　空いたもう一方の手で、晃あきらはペチペチと自分の頰を叩たたいて笑う。その言葉が、仕草が、さらに俺を幻想の中へと引きずり込んでいく。

　病室まで送る、という晃あきらの申し出を固辞して、俺たちは別れた。一刻も早くここから出て、反恋愛運動に戻らねばならない。頭の中でそう言葉を繰り返すのだが、それは上滑りして全く心のなかに定着せず、代わりに脳裏に浮かぶのは「忘れて」と言った晃あきらの儚はかない笑顔だった。




　病室に戻って晃あきらのことを色々考えていると、この施設に来てから渡されたスマホにメッセージが届いた。教室で隣の席に座るギャル、塁るいからだ。

『ねー、サゴってイヴの日ひま？』

　それが虚偽であったとしても、イヴの予定を尋ねる異性からのメッセージに心ときめいてしまう。『ある』とだけ返信すればそこで終わったろうに、俺は律りち儀ぎにも本当のことを知らせてしまう。

『いや、今のところ特にないけど』

『やっぱり。クリぼっちだ、かわいそーｗ』

　そんな煽あおりに一瞬イラッ、とくるが、そのウザさすらも何だか心地良さに思えてきてしまうから驚きだ。

『うるせーな。クリスマスなんて異教の祭りだろ、前面に押し出すのはポリティカル・コレクトネスに反している』

『うわ、きも。そーゆーこと言ってるから、彼女できないんだよ』

　スタンプと共に送られてくるそんなメッセージに、画面を見ながらニヤニヤしてしまっている自分がいた。同級生とこんな風にメッセージで軽口を応酬しあうというのは、創作の中でしか見たことのないものだったから、自分もそれを体験できているということが堪たまらなく嬉うれしかった。

　しばらくその感動に浸って返信をせずにいると、続けて彼女からメッセージが来た。

『あれ、泣いちゃった？　しょーがないな、じゃイヴの日、塁るいが一緒にいてあげようか？』

　罠わなだ。これは罠わななんだ。晃あきらのときと同様、そう理解できているのに、俺はその提案を心では嬉うれしく思ってしまっていた。

『なんだよ、塁るいもクリぼっちなんじゃねーか』

『サゴと一緒にすんな！　私は「あえて」の予定外しだったの。そう、こういう風に泣いちゃう奴やつがいること、予想して、ね』

『てことは、俺のために予定あけてくれてたの？』

『自惚うぬぼれんな！　くそ、サゴのくせにー』

　怒りを表明するスタンプが送られてくるが、それなのにこちらの顔はほころんでいた。

『冗談だよ。誘ってくれて嬉うれしく思ってる。予定が確定したら連絡するわ、病院で何かあるかもしれないからな』

　そんな風に返事を打つと、『了解』を示すスタンプが送られてきた。

　普段得られることのない「同級生との気の置けないやりとり」の余韻に浸りながら病院の清潔な布ふ団とんにくるまっていると、忘れた頃にもうひとつメッセージが届いた。

『ま、サゴはちょっとくらい、自惚うぬぼれてもいーのかも』

　よく意味を理解できずに『ん？』と返すと、塁るいは、

『なんでもない。ばーか』

　というメッセージと共に、パンチをするスタンプを送ってきた。




　応酬が終わったあともぼんやり塁るいとのやり取りを見返していると、今度は着信があった。画面に表示された名前は「笹ささ丸まる縁ゆかり」となっている。先輩だ。

『もしもし、高砂たかさごくん？　今、大丈夫かな』

「あ、はい、大丈夫です。えっと……どうしたんですか」

『なんだかちょっと、君の声が聞きたくなって』

「えっと……はい」

　何を言っていいやら分からずそんな返事ともつかない返事をすると、電話越しに『ふふっ』と笑いを嚙かみ殺ころしたような声が聞こえてきた。

『ごめんごめん、からかうつもりはなかったんだけど。あ、声を聞きたかった、っていうのは噓うそじゃないよ』

「別に、いいですけど……それで、用件は何なんですか」

『高砂たかさごくん、イヴの日は空いてる？』

　単刀直入なその問いに、一瞬詰まる。息を大きく吐き出し、吸いこんでから返事をした。

「いえ、今のところ別に、予定は入ってないですが……」

『そう、よかった。せっかくだからね、文芸部でクリスマスパーティをしようかな、と思ってたの。といっても、私と高砂たかさごくんの二人しかいないけどね』

　そんなものはやらない、そうきっぱりと断ってしまえば良いものを、俺にはどうにもそれが出来なかった。

「クリスマスパーティ、ですか……」

　そんなものが世界には存在するということは知識として知っていたが、これまで催したことも呼ばれたこともなかった。唯一それに似たようなことを、小学校の頃の二学期末の学級会でやった記憶がある。その前の準備で、教室を飾り付けるための折り紙で輪っかをチェーン状につなげるやつを俺は延々と作り続けて、あまりにも長くなりすぎて持て余しみんなから引かれていた。当日はプレゼント交換などがあった。みんなネタを仕込んでくるのだろうと思って用意していったらどうやらそういう雰囲気ではなく、俺の持ち込んだプレゼントに当たった女子が号泣する、という事件があった。そんな記憶が蘇よみがえって大声で叫びたくなるのを、咳せき払ばらいすることでなんとか収めた。

『そう、ケーキとか持ち込んで、ささやかだけどパーティっぽいことをしたいな、って。ちょうど学期も終わりでしょ。忘年会も兼ねてさ』

　そんな楽しそうなイベントが開催されたことが人生で一度もなかったため、どう返事をして良いやら分からなくなる。

『高砂たかさごくんはこういうのに懐疑的でしょ。これまでやったこともないんじゃないかな。でも、何かを批判するためには、まずそれを知ることが大事だと思わない？』

　その指摘と、この前の部活での先輩の言葉が混ざり合って、パーティをやることに肯定的な気分になってきた。あの発言を聞く限り、先輩も何かしらの形で恋愛至上主義に疑問を持っているのに違いない。そんな彼女の提案したことだから、安心感があった。

「そう、ですね。いいと思います」

『良かった。当日まで日がないね、早速準備を始めないと……』

　そんな段になって、他にもクリスマスの予定を留保していたことを思い出す。これまでにはあり得なかったそんな状況に戸惑うが、俺は全ての誘いを同時に満たすひとつの解決策を思いついた。

「そうだ、晃あきらと塁るい、先輩も知ってますよね。二人もイヴの予定がないらしいので、誘ってもいいですか？」

『……その二人、別々に高砂たかさごくんに予定訊きいてきたのかな？』

「そうですけど……先輩？」

『高砂たかさごくん、そんな提案をしてしまうようだと、君はいつか女の子に刺されてしまうんじゃないかな』

「え!?　いまのそんな要素ありました？」

『大あり、だよ。ちょっと反省した方がいいかも。……ま、それじゃ私の方も保留でいいから、誰と過ごすのか、真面目に考えてみてよ』

「いいアイデアだと思ったんだけどな……」

『ズレてるね……まぁ、そういうところも君の良さなのかも。それじゃ、いい返事を期待してるね』

　縁ゆかり先輩はそのあといつものような雑談をして、『そろそろお風ふ呂ろ、上がんなきゃ』と言って通話を切った。これまでずっと湯船の中で話していたらしく、どうしてもその光景が頭の中に浮かんでしまう。

　ちょうどそんなタイミングで、看護師の結ゆいさんがやってきた。

「ふふ、忙しそうですね、高砂たかさごさん」

　先輩との会話を聞かれていたのかもしれない。ここは当あたり障さわりのない返事でやり過ごすしかなかった。

「ええ、まあ……」

「それで、どの娘ことイヴを過ごすか、決まったんですか？」

　完全に聞かれていた。恐らく先輩との会話を最初から最後まで聞いていたのだろう。結ゆいさんは興きよう味み津しん々しん、といった感じで目を輝かせて訊たずねてくる。

「ええと、まだ……何も」

「罪作りですね～。ぱっと断ってあげた方が、相手のショックも小さくなると思いますよ」

「いや、みんな入院してる俺を気遣ってるだけで、断ったからって落ち込むことはないですよ。むしろ、解放された気分になるんじゃないかな」

　俺が自虐気味にそう言うと、結ゆいさんはいつものほんわかした口調から一転してピシャリと返した。

「それ、本気で言ってるんですか？」

　彼女の鋭い視線が、こちらの目を射貫く。先ほどの言葉のあとに浮かべた苦笑いのまま、俺は硬直してしまう。

「どうしてそんなに卑屈なんですか、高砂たかさごさんと話していると、何か薄い透明な壁一枚隔てられているような感じがします」

「別に、卑屈になっているわけではないですよ。単純に、正しく自己評価ができているというだけです」

　目を逸そらしながらそう言うと、ずいっ、と結ゆいさんが迫ってきた。

「『正しい自己評価』っていうのは、自分のことを卑下して傷つかないようにしよう、っていう臆病者の自己保身のことですか」

「違います。俺は自己陶酔に身を任せるほど阿あ呆ほうじゃない、というだけです。それが俺をこんな風にしてしまっているというなら、それでいいです。根拠のない『自信』なんて気味が悪い。持ちたくないです」

「本当の自信も、経験を積み重ねてどんどん増やしていくものでしょ。その最初には、思い込みでもいい、何か飛躍が必要なんじゃないの？　初めは根拠なんてなくて、いいんだよ」

　どうしてこんな言い合いになってしまったのか。だが俺は、ここで折れる気はなかった。

「だとしたら、一生俺は自信を持てずに終わることになりますね。それもまあ、ひとつの人生なんじゃないですか」

　吐き捨てるようにして俺がそう言うと、結ゆいさんはおし黙った。自分で振り返ってみてもあまりにも偏屈だ。嫌われてしまっただろう。

　部屋を出ていくかと思いきや、しかし結ゆいさんは更にこちらにスッ、と近寄り、俺の耳の傍そばに口を近づけて囁ささやくように言った。

「それじゃ強引にその『自信』つけてあげようか」

　その鋭くてしかし甘い声に、全身の力が抜けてしまう。何も抵抗できない。彼女はそれを幸いと、スリッパを脱いでベッドの上に上がり込んでしまった。

「な……何するんですか」

「何すると思う？」

　笑いながらそう言うと、俺の寝間着のボタンを上からひとつひとつ丁寧に外していった。肌に彼女の指がこすれるたびに冷感が走り、ビクッ、と身体からだが反応してしまう。

　前が完全にはだけると、結ゆいさんは手を俺の脇腹へと滑らせていった。甘く痺しびれるような感覚に、「くっ」と声が漏れてしまった。

「けっこう良いい身体からだしてますね。もったいない」

　それから彼女は上体を倒し、俺の上に覆いかぶさるように身体からだを横たえた。軽く触れた程度ではない。その胸の膨らみが押し付けられてたわみ、服ごしではあるが柔らかさとその熱が鮮明に伝わってくる。

「う……あ……」

　もう何も言えなくなってただ呻うめいている俺の頭の横に、結ゆいさんは自分の頭を置いた。そして前よりもずっと耳に口を近づけて、上唇と下唇が離れる音が聞こえるくらいの至近距離で、優しく言った。

「……冗談、だよ」

　彼女はすぐさまいつもの優しい表情に戻って、「ふふっ」と笑うと、ベッドから降りて俺の服のボタンを掛け直した。

「びっくりした？　あんまりいじいじしてるから、つい、ね」

「……びっくり、しました」

　先ほどまで威勢よく反論していた自分はどこに行ったのか、完全に従順になってそう返事をしてしまった。

「さっさと決めちゃいなよ、待ってる方は辛つらいんですからね」

「……はい、そうします」

「素直になった、よろしい」

　そう言っていつもと同じように、結ゆいさんは俺の頭を撫なでる。しかしなんだか今日は、いつも以上にゾワゾワする気がした。

「そろそろ消灯時刻ですね。それじゃ、おやすみなさい」

　そう言って彼女は部屋を出て行く──その間際、ドアの前で立ち止まって、顔を半分だけ見せるくらい振り返ってから、ぽつりと言った。

「ついでにもう一つ、選択肢を増やしてあげようかな。イヴの日、誰とも約束せずに寂しくこの部屋に帰ってきたら……」

　つい今しがたの緊張がよみがえり、ごくりと唾を飲み込む。

「……さっきの続き、する？」

　喉がからからに渇いて、心臓があり得ないくらいバクバク鳴っていた。口を開くこともできず、ただじっと彼女の後ろ姿を見つめる。

「なんてね。それじゃ、本当におやすみ」

　結ゆいさんはそう言ってひらひらと手を振ると、部屋を出ていってしまった。鼓動が落ち着くまでにしばらくかかり、その後も随分長く眠れなかった。

　幼おさな馴な染じみの晃あきら、同級生ギャルの塁るい、ちょっとミステリアスな縁ゆかり先輩、そして看護師の結ゆいさん……一体俺は、イヴを誰と過ごせばいいのだろうか？　もうその日は目前に迫っている。俺のやるべきことは、誰かひとりをその中から選び出す、ただそれだけだ。それだけのことなのに、結ゆいさんにこうして尻を叩たたかれたというのに、俺はまだ決心ができていなかった。誰もがそれぞれに魅力を持っており、惹ひきつけてくる。どの顔を思い浮かべても、切り捨てることなどできそうになかった。

　そして何よりも──何か大事なことを忘れているんじゃないのか、という漠然とした不安が、俺の心をクリスマスの浮かれた雰囲気から遠ざけて、宙ぶらりんにしていた。




　　　　○




　何も決められないまま、クリスマス・イヴの当日が訪れた。胃がずっしりと重く、ベッドから起き上がる気になれない。朝食もトレイに乗せられたまま放置していると、珍しく女医が俺の病室へとやってきた。

「ふむ、元気にやっているかな。これまでの経過を見させてもらったよ、君もなかなかに難儀な性格をしているようだね」

　カルテをペラペラとめくりながら、こちらに一方的に話しかけてくる。

「とはいえ、明らかに病状は快方へと向かっている。その点は心配しなくていいよ。君のコミュニケーション障害、そして恋愛欠乏症は治らないものではない、一歩一歩着実に、リハビリを進めていこう。ただ……どうしても辛つらいというのなら、投薬によって治療を加速するという方法もある。年明けにまだ見込みが立たないようなら、それも検討しよう」

「はあ」

　俺が気のない返事をすると、女医は苦笑とともに小さくため息をついた。

「さて、今日は君にもう一つ連絡がある。君の学校に転校生が来るようだ──一学年下だ。今までは幼おさな馴な染じみ、同級生、先輩、看護師と周りに同学年か年上しか居なかっただろう。はじめての後輩だ。君が彼女と仲良くしてくれることを、心から願っているよ」

　そんな奇怪な物言いも、最も早はやなんとも思わなくなってしまっている。

「後輩、ですか……俺、なんていうか、年下はあんまり……」

「まあまあ、そう言うな。これまでのイメージが覆くつがえる、素敵な妹系の後輩だよ」

　難色は示しつつも、俺は若干の期待を持ってしまっていた。やはり新しく知り合いができるというのは楽しく、今までにない間柄の相手と会話を交わすことができるというのは面白いことだった。リア充というものは常にこんな娯楽を享受していたのか、というのが、ここに入ってから感じた一番の衝撃だった。

「おそらく登校時に鉢合わせすることだろう、さあそろそろ準備をしたまえ、学校に遅れるぞ」

　食べられそうなものだけ胃に詰め込むと、俺は制服に着替えて病室を後にした。普段は晃あきらが迎えに来るのだが、今日はいつもの時間になっても姿をあらわさなかった。イヴ当日ということもあって、気まずいのかもしれない。

　新しい制服にももう慣れ、行き帰りの道にも親しんできた。やって来たばかりの頃は違和感ばかりだったこの街だが、それも大分薄れてきて暮らしやすいとさえ思うようになった。

「おはよっ」

「……うす」

　自転車で学校へ向かっていく同級生女子に挨拶される。短いながらとっさに俺も返した。こうした些さ細さいなやり取りでさえも、非リア充が身体からだに染しみ付ついた俺にとっては嬉うれしかった。今までどうして皆に心を開いてこなかったのだろうか。失敗を恐れるがあまり自分の殻に閉じこもって、他人の好意に甘えることも誰かのために行動することもできなかった。人間社会というのは、それでは立ち行かない。人に助けられ人を助けて、円滑なコミュニケーションによって連携をとり、大きなひとつのことを成し遂げていく──そうしたことにこそ、人間の人間的な喜びがあるのだ。だからこそ俺たちには、コミュニケーション能力が必要なのだ。

　俺も変われるだろうか──いや、変わらなくてはならない。晃あきらの、塁るいの、縁ゆかり先輩の、結ゆいさんの助けがある。俺はここで、真っ当な人間として生まれ変わるんだ。

　そんなことを考えて胸を張って学校へと向かっている矢先だった。ぼすん、と俺の身体からだに横合いからぶつかってくる女子生徒がいた。身長は俺よりも幾分か低く、後ろでひとつに束ねた髪がそのショックで揺れる。

　ああ、これが朝先生が言っていた、「後輩」なんだろう──このあと言い合いになって第一印象最悪の状態からいろいろなイベントを経て仲良くなっていくのだろう──なかなか悪くない筋書きだが時間がかかりそうだな──そんなことが頭のなかに浮かんでは消える。

　だが、実際に起こったのは、俺の想像を遥はるかに超えることだった。

　バンッ、という鈍い音がしたかと思うと、視界の右半分が暗くなりチカチカしてうまく像を結ばなくなる。それからふっ、と急にバランスがとれなくなって尻もちをついてしまった。次の瞬間には背中が地面に当たり、腹部にはずっしりと重みがのしかかってきた。

　現実に遅れながら、段々と理解が追いついてくる。俺はその女子にまず右頰を思い切り叩たたかれ、足払いで倒され、のしかかられたのだ。

　攻撃は止まらない。パンッ、パンッ、パンッ、パンッ、とリズミカルに両頰が交互に叩たたかれていく。そのたびに視界が揺れ、相手の顔を見定めることができない。

　絶え間なく更新されていく痛みが思考能力を削そぐ中で、なぜか俺はのんびりとしたことを考えていた。ああ、暴力ヒロイン系か、俺はあんまり好きじゃないな、出会い頭でこれ、っていうのは相当尖とがってるな──

　と、攻撃の手が止やんだ。涙で滲にじんだ視界がしだいに鮮明になり、馬乗りになったその女子生徒の顔が明らかになっていく。

「先輩、目は覚めましたか？」

　その声には聞き覚えがあった。パンパンに膨らんだ風船に針を刺して破裂させたように、まどろんでいた俺の思考が一気に現実へと引き戻される。

「あれ、やりすぎちゃったかな……？　おーい、大丈夫ですか」

　そう言って笑いながら俺を揺さぶるのは、紛れもない俺の後輩──天あま沼ぬま皐さつきだった。
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「……天あま、沼ぬま？」

「お、やっと目覚めましたか」

　そう言って天あま沼ぬまは、「よっこらせ」と俺の上から退のき、立ち上がった。こちらに手を差し伸べて立たせ、背中についた砂などを払ってくれた。何が起こっているのか理解が追いつかずにされるがままになっていると、出し抜けに彼女が言った。

「さ、逃げましょう。今なら行けます」

　そう言って彼女はスマホを取り出し、何やら操作をし始めた。

「逃げる、って……どこに行くんだ？　学校に行くんだろ、転校初日からサボるつもりかよ」

　俺のそんな言葉に、彼女はピクッ、と頰を引きつらせた。

「そうっすか、まだ足りなかったか……」

　言うが早いか、パシーン、と綺き麗れいな音を立てて天あま沼ぬまは俺の頰に平手打ちした。頭にかかっていた靄もやのようなものが、また一段階薄くなる。

「結構深くまでイッちゃってるみたいですね～。ま、とりあえず逃げ始めましょう」

　独り言のようにそう言うと、俺の手を引いて走り始めた。ぐい、と腕の付け根が痛む。力が強くて振りほどけず、ついて行かざるを得なかった。

「たぶんまだ信じられないと思いますけど……先輩、洗脳されかかってたんですよ？」

「洗脳？　俺は療養のためにここへ……」

「何の病気の療養ですか？」

「そりゃ、恋愛欠乏症だよ。あ、併発してるコミュニケーション障害も、快方に向かって……」

「そんなもの、噓うそに決まってるじゃないすか、アホなんですか？　それに先輩がコミュニケーション苦手なのはもう一生治らないんですよ、諦めてください」

　呆ぼう然ぜんとする俺に対して、さらに天あま沼ぬまは走りながらまくし立てた。

「自分に対して都合の良いいことしか言わない女としか会話してなくて何がコミュニケーションですか、キャバクラに行って良い気分になってるオッサンと同じですよ」

　頭の中でバチバチと火花が飛ぶ。視界の端が白く染まり、中央の方もぐにゃぐにゃと歪ゆがんできた。

　そのまましばらく走りつづけていると、この街の境界である塀のところにたどり着いた。何もなければ登れそうにないが、こちらに綱が垂れている。天あま沼ぬまはあらかじめ準備してからこの街に入ってきたのだろうか。

　と、前回この付近まで来たときと同じように、着けている首輪から電子音が鳴り始めた。

「うるさいっすね」

　天あま沼ぬまはそう言うとポケットからナイフを取り出し、俺の首筋に当てた。

「動かないでくださいね～」

　そう言いながらナイフを滑らせていく。刃やいばの腹がぴたりと肌に密着し、冷たい感覚に全身が竦すくむ。

「あれ、結構丈夫ですね」

　そんな風に天あま沼ぬまが手こずっている間に、警告音は加速度的にけたたましくなってきた。

「おい、これ……大丈夫なのか」

「こんなのただの脅しですよ。お、切れた」

　天あま沼ぬまは外れた首輪を遠くに放り投げる。それからものの数秒のうちに、鋭い音とともに首輪が爆発した。

「あ、脅しじゃないタイプのやつだったみたいですね」

　あともう少し天あま沼ぬまが手こずっていたら俺の首であれが爆発していたのだろうか。想像したくもない。

「ま、結果オーライ、ってことで。それに、あいつらがどんな態度かってのはこれで分かったんじゃないですか？」

　恐怖で歯がガチガチと鳴る。返事をすることすらままならない。

「それじゃ、さっさとずらかりましょう。位置は首輪でバレてますからね、もたもたしてると追いつかれますよ」

　そう言って天あま沼ぬまは、綱の方へと俺を誘導した。だが俺には、ここまでやられても今なお、なんとなく後ろ髪を引かれる思いがあった。

「ちょっと待ってくれ！　みんなとは、もう会えないのか？　だったら、イヴは一緒に過ごせないって、ちゃんと連絡しなきゃ……」

　俺のその言葉に、天あま沼ぬまははぁぁ、とため息をついた。

「いやー重症ですね。ちょっとショック強いかもしれないですけど……これで、目を覚ましてください」

　そう言って天あま沼ぬまはタブレット端末をこちらに突きつけてきた。画面に映っていたのは、晃あきらが楽しそうに笑った写真──その手は、茶髪のチャラそうな男に握られていた。

「な、な……あ……」

「晃あきらさんの彼氏っす。今はサッカー部のキャプテンで、高一から付き合ってます。週三くらいで晃あきらさんの家で、部活後にシャワーも浴びず獣のように交尾してるみたいですよ。彼女の方から二回戦目をねだることも珍しくないそうです。事後の写真もありますけど、見ます？」

「う……あっ……あ……」

「こっちは塁るいさんですね。見てください、この街の外だと黒髪の控えめな優等生なんですよ。吹奏楽部でフルートをやっているらしく、パーカッションの真面目そうな男子と付き合ってますね。この前四回目くらいのチャレンジで、ようやく処女喪失したっぽいです」

「で……でも、そうだ、縁ゆかり先輩は……恋愛に懐疑的だったし」

「いやだなー、あんなの相手に合わせたその場しのぎのトークに決まってるじゃないっすか。みんな弱いですからね、『自分を理解してくれる大人な先輩』に。まあしょうがないですよ」

「そんな……そんなことは……」

　天あま沼ぬまが画面をスワイプし、写真が切り替わる。

「縁ゆかりとかいうクソ女は、このスーツ着た肥ふとった偉いオッサンの愛人ですね、思いっきりケツ揉もまれてるんで分かると思いますけど。どうも中学からこういうことやってるらしいっすね、会の中では悪評ばかり聞くんですが、オジサン受けは最高みたいですね。テクがあるのかな。あ、これ拡大して見ると口の横に縮れた毛がついてますよ、ウケる」

　堪こらえきれず俺は吐いてしまう。幸か不幸か、朝あまり食べていなかったので胃液しか出てこない。

「吐くほどショックだったんですか、純情ですね～」

　うずくまってえずく俺を、天あま沼ぬまは他人ひと事ごととばかりに見下している。この街で会った彼女たちからかけられた優しい言葉が、笑顔が、温ぬくもりが、脳内を駆け抜けていく。それらは全て噓うそだったのだ。彼女たちの頭のなかには常に、他の男の姿があったのだ。

「うう……うう……」

　河原で幼き日のことを語り合った晃あきら、教室でも帰宅後のメッセージのやりとりでも気軽に話し合えた塁るい、腹を割って本当の気持ちを話せた縁ゆかり先輩──そのどれもが、ただ俺を担かつぎ上あげるための演技だったのだ。彼女らは俺の見ていないところで、その彼氏や愛人と、俺を話題にして盛り上がったんだろう。晃あきらとその彼氏の声が脳内で再生される。「ね、今日もキモ男がさ～」「やめろって、かわいそうだろ」「そんなこと言って、聞きたいくせに。ツイッターでコンテンツにしてるじゃん」「いや、だって面白えんだもん」「ちょっと、どっちなの。ひど」

　ボロボロと涙がこぼれた。彼女たちを責める元気すらない。ただただこのまま消えてしまいたい。俺の願いはそれだけだった。

「先輩、元気だしてください。三人だけじゃないですよ、世の女性の大半は先輩のような人たちを笑い者にして彼氏といちゃいちゃしてるんです。今さら気に病んでも仕方ないですよ」

　吐き疲れ、泣き疲れて、全身が脱力してしまう。もうやめればいいのに、俺はもうひとりの真実を天あま沼ぬまに尋ねてしまった。

「結ゆいさんは……看護師の結ゆいさんも、きっと、ビッチなんだろうな」

　息も絶え絶えにそう問うと、天あま沼ぬまは苦笑しながら首を横に振った。

「あー、あの人はちょっと違いますね。なんでか分からないんですけど、ずっと相手が見つからなくて、あの歳としで処女みたいです。大たい性せい欲よく賛さん会かい会員なのにそれだから、ああして酷ひどい職に割り当てられているみたいですよ」

　天あま沼ぬまの差し出したタブレットの画面には、前髪をゴムで縛ったジャージ姿で安くて大容量のカップ麵を汚部屋の中ですする結ゆいさんの姿が映し出されていた。何だか急速に悲壮感が薄れるとともに、彼女に対する同情が湧いてきてしまう。

「いけない、こんなことしてる場合じゃなかったですね」

　天あま沼ぬまはそう言うと、俺の首根っこを引ひっ摑つかんで立たせた。耳をすますと遠くからサイレンのうなる音が近づいているのが聞こえた。

「もう未練は無いでしょう。先輩、登ってください」

　俺は天あま沼ぬまに押されて、綱の前に立たされた。こんなところに居ても、彼氏との雑談のネタにされるだけだ──その思いが俺を後押しして、綱を摑つかませる。

　ここ最近の温室生活で身体からだがなまっていたこともあってか、かなり苦労して登りきり、塀を越える。サイレンがすぐそばまで迫っている。

　俺が息を切らしてやっとの思いで越えたものを、天あま沼ぬまはひょいっ、と一瞬でクリアして見せる。それから登るのに使った綱を回収しつつ、言った。

「さ、ぐずぐずしてると追っ手が来ちゃいます。走りましょう」
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　草木の生い茂った獣道のような所を、俺と天あま沼ぬまはひたすらに進んでいった。背の高い草をかきわけ蜘く蛛もの巣すを突き破りながらの行軍は、体力というよりも不安との戦いだ。本当にこの道で大丈夫なのだろうか、蛇などが出てきたりしないだろうか、斜面で足を滑らせたらひとたまりもなさそうだ──そんな思いを振り切り、無心で足を動かす。

「先輩、大丈夫ですか」

　前を行く天あま沼ぬまが、時折こちらに振り返って問うてくる。先に行く彼女の方が何倍もキツいはずなのに、こちらの方が余裕がない。先の見えない道、本当は今すぐにでも引き返したい気持ちだったが、無理して返事をする。

「ああ……大丈夫だ」

「頑張ってください、もうちょっとで公道に出るはずなんで」

　天あま沼ぬまの言う通り、しばらく行くと山道のような踏み固められた道に出て、木々の隙間から舗装された道路らしきものがチラチラと見えだした。早歩きだったのが小走りくらいのスピードへ加速する。

　汚れたトラックの停とまる採石場のような場所に出る。そこから砂利道をしばらく走っていくと、ひび割れたアスファルトの道に到達した。錆さびついた看板は不法投棄の禁止を触れ込み、ガードレールは伸び放題の雑草に覆われて半分隠れてしまっている。その他周りに見えるものといえば、送電線を張った鉄塔くらいのものだった。

　だが俺には、特別な感慨があった。あの街に閉じ込められていた俺は、短い間ながらあれが世界の全てだというような錯覚に陥っていた。何不自由なく、交友関係も充実し、ささやかな幸福を日々感じられる生活──そこで全てが閉じ、外の世界のことなど念頭になくなる。だが、それは錯覚にすぎないのだ。外には、もっと広い世界が開けている。

「先輩、立ち止まってる場合じゃないっす、行きますよ！」

　ふと足を止めてしまった俺を、天あま沼ぬまが後ろに回って追い立てた。

「ああ、すまない。行こう」

　しばらく下りの道が続いた。走っていく車はただのひとつもない。俺と天あま沼ぬまの足音だけが静寂な朝の山道の中に鳴っている。進むに連れて段々とアスファルトのひび割れが少なくなっていき、草木の茂り方も控えめになってきた。一瞬視界が拓ひらけると、小さな集落が見えた。

「おい、もうすぐ人里に着くな」

「はい。確かにそれは喜ばしいんですが──止まってください」

　先に行く天あま沼ぬまがパッ、と腕を横に開いて俺を止めた。下り坂でスピードが乗っていたため転びそうになりつつも、何とか堪こらえる。

「……この先、音が聞こえますね。ちょっとうるさいんで、息止めててください」

　言われたとおりに息を止める。走ってきて息が上がっているところにこれだから、苦しかった。が、荒くなっていた呼吸音がなくなると、俺にもその音が聞こえるようになった。

　話し声、エンジン音、カチャカチャという硬いものがぶつかり合う音。天あま沼ぬまはどうやら、会話の内容まで聞き取っているらしい。

「やっぱりそうですね、先回りされています」

「……大たい性せい欲よく賛さん会かい、か？」

「はい。最短経路であそこから脱出しようと思ったらここに出てくるので、待ち構えていたのでしょう。当然の対応ですが、ボンクラどもにしては意外と早かったですね」

　天あま沼ぬまはそう言って舌打ちすると、しばらく座り込んで項うな垂だれて考え込んでから、はぁ、とため息をついてスマホを取り出した。

「あまり借りは作りたくないんですが……仕方ないですね」

　ぼそっ、とそう漏らすと、どこかへ電話をかけ始めた。

「……はい、まあ、ぼちぼち、っす。そっちは？　……まあ、そうなりますよね。で……ちょっとお願いがあるんですが……」

　何をやっているのか分からず、手持ち無沙汰になる。息が整ってくると、ようやくごちゃごちゃになっていた頭の中が整理されはじめ、街で出会った人たちの顔が浮かんでは消える。晃あきらに、塁るいに、縁ゆかり先輩に、会いたい──そんな気持ちが生じる反面、次の瞬間には彼女たちが他の男に笑顔を浮かべてみだらに絡からみついている姿が想起され、吐き気が戻ってくる。

「……じゃあそれで。よろしくお願いします。……なに言ってるんすか、私だって頭を下げる時はあるんです。……じゃ、また」

　天あま沼ぬまは電話を切ってこちらに向き直る。

「さ、先輩、行きますか……て何でまた青い顔してるんですか」

「……思い出してしまってな」

「もう……鬱勃起がたまらないのは分かりますが、いいかげん逃げるのに集中してくださいよ」

「うつ……ぼ……？　あいにく、俺にそんな趣味はない」

「え、無いんですか？　先輩これからも一方的に簒さん奪だつされるだけなんですから、スキルとして身につけておいたほうがお得ですよ」

　どうして後輩女子に性癖の改造を提案されなくてはならないのか。しかし実際的なアドバイスではあって、一考の余地はなくもない。

「さあ、こんな馬鹿話してる場合じゃないですよ、早く行きましょう」

　天あま沼ぬまはそう言うと、俺の両手首をまとめるようにして、しゅるりと縄を巻いた。

「いいですか、何も言わずに私に従って俯うつむいて歩いてください」

　いきなりの展開に疑問で頭がいっぱいになるが、ここでもたもたするよりは彼女に従うべきだろう。何も言わずに頷うなずくと、天あま沼ぬまも頷き返してきた。

「いい子ですね、さ、行きましょう」

　道路を曲がると古ぼけた覆道があり、その先に車が待ち構えていた。緊急車両のような目につく配色だが、何の車かは分からない。おそらく大たい性せい欲よく賛さん会かいがこうした事態に際して使うものなのだろう。

　車を止めるための光る棒を持っていた警備員風の男性が、連れ立った俺たちの姿を見て身体からだを強こわ張ばらせ、トランシーバーに話しかける。車の中からわらわらと制服姿の男女が出て来る。

　俺の顔を視認できたのか、向こうにざわめきが走る。カメラが向けられ、伝令が回る。続いて天あま沼ぬまの方も認識されたらしく、しばらくして彼らの緊張が和らぐのが分かった。

　会話できる位置まで近づく。向こうの責任者風の女が後ろから駆けて出てきた。その顔は朗らかに笑っている。

「天あま沼ぬまさん、ありがとうございます。ご自分で捕獲に出向かれるとは」

「対象の逃走は私わたくしにもその責任の一端があります。街での生活で体力の衰えた彼相手ならば、追いつくことは容易でした」

　天あま沼ぬまがきびきびとした口調でそう返すと、相手は背筋をピシッ、と正して恭うやうやしく聞いていた。恐らく天あま沼ぬまの方が位が上なのだろう。

「さすがです。東京大管区恋対連元委員長のご令嬢がたぐい稀まれなる俊英であるということは聞き及んでおりましたが、そのご活躍を実際に目の前で見せていただき……」

「いえ、まだまだ未熟です。街から逃げた者は結局ここに来ることになります。それを見越してこの場所で待ち構えていた貴女あなたがたの方策が効率的だ。こうした土地勘を発揮した立案は、やはり中央の我々には難しいですね」

　俺と話しているときとは違い、天あま沼ぬまは徹底的に相手を立てていく。どうしてその心遣いが、いつも顔を合わせている先輩にはできないのだろうか。

「それでは、対象の拘束及び送還について、引き継ぎを行わせてください」

「あ、はい、そうですね。今……」

　天あま沼ぬまのその言葉に、相手は慌てて準備を始める。俺を拘束するための道具をいくつか車の中から取り出してきた時、その腰につけていた受信機がガサガサとノイズを鳴らしはじめた。それに続いて、声が運ばれてくる。

『対策本部から赤レ２１５、東京司令部より接続依頼が来ています、どうぞ』

「こちら赤レ２１５、了解、繫つないでください」

　彼女は何が起こったのか、怪け訝げんそうにしている。待っていると、しばらくしてまた声が伝送されてきた。

『こちら東京司令部思対委緊急チャネルです。逃走者の取扱いについて──Ｔはそのまま天あま沼ぬまの監視の元でこちらへ輸送、施設へは戻さない、以上』

　ノイズまみれで分かりにくいが、聞き覚えのある声──宮みや前まえだった。

「えっ、ですが……」

『Ｔは過激な思想犯だ。みすみす逃すような施設には預けられぬ。これ以降「地下牢ろう」にて矯正することとする。よいか』

　通信が一方的に途絶える。突然降ってきた命令に、現場の人々は困惑している。そこに、天あま沼ぬまが苦笑を浮かべながら声をかけた。

「すみません、本部はやはりのぼせ上がっているようですね……酷ひどい命令だ。はじめは押し付けておいて、いざ逃げたらまるでこちらが悪いみたいに」

　そんな物言いに、常日頃不満を募らせていたのか担当の女が喜々として乗ってくる。

「はは、たしかに……いえ、しかし逃してしまった我々に落ち度があることは否いなめませんから」

「そもそもこういった異常者が出るのは、東京地区での思想管理が徹底していないせいですからね。それをこうして、面倒事だけ押し付けて……」

「いや、はは……そのお気持ちはわかりますが」

　天あま沼ぬまの方が先に怒り出すことによって、異様な命令への戸惑いを緩和する小芝居だ。現場の人たちの表情が穏やかになってしまっている。宮みや前まえとはあの短い時間電話しただけだが、上手うまく互いの演技がはまっている。普段言い合いばかりしている宮みや前まえと天あま沼ぬまだが、肝心な時にはこうしたチームワークを発揮してくれる。頼もしい限りだった。

　いくらかやりとりした後、無事宮みや前まえの指示したとおり天あま沼ぬまが俺を輸送することになった。

「駅までお送りしたいのですが、全員待機を命じられてしまいました。どうやら他にも逃走者がいる可能性が……」

　これも宮みや前まえの攪かく乱らん情報なのだろう。あまり緊急事態に慣れていないのか、現場の人々はまともな判断ができなくなっている。

「いえ、お気遣いなく。鈍なまった身体からだには丁度良いい運動になりますよ」

　天あま沼ぬまはそう言って敬礼すると、俺の手に掛けられた縄をわざとらしくグイッ、と引っ張って歩き始めた。

　しばらく道を下って先ほどの部隊から十分離れたところで、俺は天あま沼ぬまに声をかけた。

「いい連携だったな、宮みや前まえと」

　それを聞いた天あま沼ぬまは、しかしあからさまに不機嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「私と宮みや前まえ先輩が、ですか……？　あり得ません。まったく、私がどれだけフォローに大変な思いをしていたか……あんな高圧的な態度で」

「天あま沼ぬまがそうしてくれることを見越しての演技だろ。悪役を演じてお前に現場の味方をさせることで、向こうの注意を逸そらしてくれた」

「結果的にはそうなりましたが……気に食わないですね」

　天あま沼ぬまは釈然としない顔のまま、足を進めていく。あまり立ち入った話は聞いたことはないが、昔から二人の間には何らかの因縁があったのかもしれない。別々の立場で大たい性せい欲よく賛さん会かいに属していた彼女たちがこうして真逆の反恋愛サイドから協力し合うというのは、数奇な運命だ。

「なんですか先輩、妙なこと考えてるでしょ」

　そう言って天あま沼ぬまは、俺の手首をしばっていた縄をグイッ、と引っ張る。転びそうになるところを、なんとか踏ん張って持ちこたえる。

「おい、いい加減これ外してくれよ」

「変なことを言い出す人の拘束は外せませんね、まだ洗脳されているかもしれないですから」

　天あま沼ぬまは俺の顔を見ることもなく、すたすたと前へ行ってしまう。暫しばらくのあいだ俺は、両手首を合わせて縛られた状態で走ることになった。
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　山間部の集落から離れたところにひっそりと立つ無人駅に、列車が滑り込んできた。乗客は最前部に乗るお婆ばあさんしかいない。手首にしっかりと残る縄の跡をさすりながら、俺は天あま沼ぬまと一緒に乗車した。

　しばらくしてお婆ばあさんが降りてしまうと、車内には俺と天あま沼ぬまだけになった。言葉が出てこず無言が続く中、列車がレールの継ぎ目を越える音だけが小気味よく鳴りつづけていた。

　窓の外でのどかな風景が流れていく。朝から現実と非現実の間で揺さぶられ続けてくたびれた精神に、そんな車窓が心地よかった。田畑が広がり林を通り抜ける中、時折ソーラーパネルがずらりと並ぶ光景に出くわす。造られた均整な街の中に暮らしていた俺にとって、そういったアンバランスな現実が面白く見えた。

　しばらく行くと乗客が増えはじめ、それから乗換駅に到達した。スピードを緩めた列車が、何本もあるホームのひとつに入線していく。乗り込んだ駅とは比べ物にならないくらいの立派な駅舎だ。久しぶりの人混みだ。目に見える全てが新鮮で、それでいてどこか懐なつかしい。

　列車が止まり、ドアが開いた。乗り継ぎを急ごうといち早くホームに足を踏み出す。

「やあ、久しぶりだね。元気にしていたかい？」

　出会い頭にそう話しかけられ、心臓が止まりそうになる。声は俺の目線より幾分か低い所から発せられていた。

　目線を落とす。真正面に立って不敵に笑うその人影──忘れようもない。女児だった。

「あ……なっ……」

　言葉に詰まり、立ち止まってしまう。俺を捕らえ、あの場所へと送り込んだ元凶が、いま目の前に立っているのだ。見た目こそ幼いように見えるが、俺はその姿に恐れすら抱いていた。

「ふふ、なかなか味なことをしてくれるじゃないか、こちらの手をここまで煩わせるなんてね。だがもう、これで終わりだ」

　言い終えると、彼女はゆっくりとこちらへ向かってくる──

「先輩、何で止まってるんですか、早く行ってくださいよ」

　が、天あま沼ぬまはそんな緊張感など全く感じていない様子で、俺の背中を押してくる。

「なんですかこのガキ、なんか喋しやべってましたけど。先輩の知り合い？」

「い、いや……」

「ただのクソガキですか。全く、最近のガキはしつけがなってないですね。ほら、先輩も律りち儀ぎに対応しようとしてないで、シカトしてください」

　天あま沼ぬまに押されて、俺たちは女児の横を素通りしていく。仰々しいことを言った後のその反応だったからか、女児も咄とつ嗟さに応じることができずに前を向いて腕を組んだまま固まってしまっている。

　この前の瀬せヶが崎さきと同じように、天あま沼ぬまも女児のことが記憶から抜け落ちているのだろう。

「ま、待て！」

　ようやく我に返ったのかそう呼びかけてきた頃には、俺たちはもう通路へと向かう階段を上っているところだった。

「さっさと行きましょう、ああいうのは親もヤバイんですよ。因縁をつけられたらたまったもんじゃないです」

「……ああ、そうだな」

　俺たちは素早く、乗り継ぎ先の列車が入線しているホームへと向かう。そろそろ発車時刻だ。車内に入ると丁度、ベルが鳴り出す。女児が追ってくるんじゃないかとハラハラしていたが、どうも姿を現さない。

　発車ベルが鳴り終わり、甲高い笛の音がホームに響く。そんなときになってようやく、女児は階段をとことこと下りてきた。青ざめた顔をしている。駅構内で迷ったに違いなかった。

　不安げにきょろきょろと周りを見回す彼女には少しもお構いなく、列車はドアを閉めてしまった。女児がこちらを見つけた頃には彼我のあいだは頑丈な扉で隔てられ、ガラス越しの対面となる。女児の目にぶわっ、と涙が浮かんだ。

　俺をおちょくるために、きっと独りでここまでやってきたのだろう。慣れない切符の購入、人がたくさん行き交うターミナル駅でなんとか乗り換えをこなし、いつもとは違う、席がすべて前に向いた車内へとおっかなびっくり入り込み座る。少しはリラックスすればいいものを、自分が降りる駅がいつ来るのか分からずまんじりともせずに放送に耳を傾けている。そのうちお腹なかが空きだすと、周りを見回しながらリュックを開け、あらかじめコンビニで買っておいたおにぎりを取り出し、食べ始める。不安を抱えながらの食事はうまく喉を通らず、味もよく分からない。それでもなんとか咀そ嚼しやくして胃に流し込んでいると、次第に窓外の景色が、人里離れた山の中、といった趣を帯びてくる。自分は本当に目的地に到着できるのだろうか、そして無事帰って来られるのだろうか。そんな思いで胸が締め付けられると、視界がじわっと滲にじんできてしまう。自分はお姉さんなのだ、ひとりで遠い所まで行けるのだ、呪文のようにその言葉を頭の中で繰り返し唱えて不安を払ふつ拭しよくしようとするが、しかしそんな元気も窓の外の荒涼たる冬枯れを見ているとすぐに散ってしまった。平日ということもあって周囲は自分の世界に引きこもるサラリーマンだらけで、小学生姿の自分は明らかに浮いている。怪しまれていないだろうか、何か尋ねられたらどうしよう──不安が刻一刻と増していく。そしてようやく目的地に着く。ある程度の達成感はあるものの、それよりも「遠い所に来てしまった」という取り返しのつかないことをしでかしたような思いがずっと強く、落ち着かない。「自分は何をしにここまで……」という虚無感にも襲われる。そんな中で、入線してきた列車に俺と天あま沼ぬまの姿を見つけたのだ。ここまでの努力が報われた、という喜び、そして何よりも帰りは独りでないという安あん堵どが女児の顔を緩ませるが、しかし朗らかに出迎えたのでは何をしに来たのか分からない。シャキッとしないと、と自分を引き締め、俺と天あま沼ぬまが出て来るのを待ち構える。開くドア、間抜け面で出てくる俺、声をつくって話しかけると、案の定俺は固まる。内心では手を叩たたいて喜びたいところだが、それでは台無しだ。ここは厳粛に対応すべきで──そんなことを考えていると、天あま沼ぬまに促されて俺が女児の脇を素通りしてしまう。何が起こった？　一瞬理解が追いつかずフリーズする。その間にも俺たちはスタスタと歩いていってしまう。このままではまずい、置いていかれる。そう思って振り返った頃には、俺と天あま沼ぬまの姿は最も早はや見えない。焦あせりで全身に悪お寒かんが走る。階段を駆け上がっても、数字の書いてある案内板が掲げられているのみでどこへ行けばいいのか分からない。こうなったらもう、しらみつぶしに行くしか無い。上って降りてを繰り返すうちに時間は容赦なく過ぎ去っていく。そんなとき、或あるホームで発車のベルが鳴りだした。もしあれだったら？　血が逆流するような焦燥とともに必死に駆け下りる。笛の音、締まる扉。ドアの窓ガラス越しには、俺と天あま沼ぬまの姿。ゆっくりとそれが、横に滑り出していった……

　そんな彼女の思いを想像すると、敵ながら同情したく──は別にならなかった。わざわざこんなところまで来て俺を馬鹿にしようという腐った性根が全て悪いのだ。

「なんか分からんが、泣いてたな」

「きっと物乞いでしょう。親が子供にああいう演技をさせて同情を呼び起こし、金品を巻き上げるんです。いよいよそんなゲトー感が駅構内で見られるようになってきたんですね。恋愛至上主義社会も終わりが近いです」

　そう言うと天あま沼ぬまは何事もなかったかのように空席へと向かっていった。俺は若干の申し訳なさを感じながらも天あま沼ぬまに追随し、深々と椅子に座り込む。疲れがどっと肩に降りかかっていて気だるくなり、女児のことなどすっかり頭の中から消きえ失うせてしまっていた。
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　立て続けに様々なことが起きたせいで頭の中がパンクしそうだったが、列車のなかでじっと座っているうちに落ち着いてきた。

　あの街での生活、女子からのアプローチ、天あま沼ぬまの登場、真相の暴露、逃亡、偽装、走り抜ける田舎道、そして女児との遭遇……。今では全てが現実感を失って、夢の中での出来事かのように思われた。

　精神的に疲れ切っていた。恋愛など唾棄していたはずなのに、あの街の中で俺は完全に浮かれてしまっていた。久しく感じたことのなかった、自分が認められている、大切にされているという感覚は、カラカラに乾いていた心に潤いを与え、自分も人間的な幸福を追求して良いのではないかという気にさせてくれた。

　だがそれは違った。全ては俺をその気にさせるための演技だったのだ。彼女たちは別の男のことを考えながら、作り笑いを浮かべて俺を舞い上がらせていたのだ。夜は別の男に抱かれて嬌きよう声せいを上げていたその口で、俺に優しい言葉を囁ささやいていたのだ。

　全てが虚むなしかった。世界が灰色に見えた。誰も信じられなかった。ありとあらゆるものが俺を苛さいなみ、地獄へと突き落とそうとしているようにしか思えなかった。

　俺にはもはや、能動的に何かをやろうという気は失われていた。家に引き籠って、時間が過ぎ去っていくのをただひたすらに待ち続けたい──そんな気持ちだった。

「先輩どうしたんですか、そんな世界の終わりみたいな顔して。帰ったら、頑張ってもらわなきゃいけないんですよ。これからが大変なんですから」

　隣でつまらなそうにスマホをいじっていた天あま沼ぬまが、ふと顔を上げてこちらに振り向いてそう言った。

「……なんでだよ」

　俺が掠かすれた声で問い返すと、天あま沼ぬまは驚いたように声のトーンを一段階上げ、まくしたてるように言った。

「何言ってるんですか、今日は12月24日ですよ！　今夜は恋人たちが睦むつまじく手を繫つないで街を闊かつ歩ぽし、先輩みたいに暗い色の服でとぼとぼと俯うつむいて歩く独り身を見て『かわいそ～』などと小声で囁ささやきあって自分たちの優位性を互いに確かめ合う日なんですよ！　そしてその後は連れ込み宿などへしけこみ、朝まで生殖活動に勤いそしみ愛しあう日なんですよ!!」

「……俺には関係ないだろう」

「大いにあります。先輩に甘い言葉を投げかけてきたあの娘こも、あの娘こも、今夜は先輩との用事を適当なところで切り上げた後で彼氏と『なかよし』をする予定だったんです。何か湧き上がる感情はないんですか!?」

　胃がずしりと沈み込む。また吐きそうになってきた。俺は何も言わずに窓の外を見て、吐き気が治まるのをじっと待った。

「もうその話は……やめてくれないか」

「そうじゃないでしょう、先輩！　一体何のために反恋愛主義青年同盟部に入ったっていうんですか!!」

　反恋愛主義青年同盟部──もう入って一年にもなるはずなのに、なぜかいまの俺には馴な染じまず、懐なつかしさすら感じる名前だった。

「そうか、そんなこともあったよな」

「何言ってるんですか、それが先輩の生活の中心でしょう、生きがいでしょう！　反恋愛をやっていない先輩なんて、ただのイケてない非モテのコミュ障ですよ!!」

「はは……手厳しいな」

「笑ってる場合じゃないですよ、はやく気持ちを切り替えてください。今日は決戦なんです、天王山なんです。クリスマス・イヴなんですよ！」

　珍しく熱っぽい口調の天あま沼ぬまに驚きながらも、俺は窓の外をぼんやりと見て何も応えなかった。

「……どうしたんですか、先輩。やっぱりまだ、洗脳が解けてないんじゃないですか」

「別に、洗脳なんかはされてないよ。ただ……運動から離れていた期間は、自分のことを見つめ直す、良いい時間になったのかもしれない」

「は？　何言って……」

「天あま沼ぬま、俺にはもう、反恋愛運動を続けていく気力はない」

　その告白に、天あま沼ぬまは呆ぼう然ぜんとする。反論が返ってくる前に、俺は自分の気持ちを洗いざらい話してしまうことにした。

「今回のことは、自分の運動がどういうものなのか冷静に評価するいい機会になった。俺たちは常に、こんな危険にさらされているんだ。身体からだの自由を奪われ、考えを強制的に変えさせられ、操り人形のように弄ばれる。多分俺の負った傷は、みんなが考えているよりもずっと深いものだ。こんなことになるくらいなら、もう二度と運動になど戻らない──そう思ってしまうほどに。

　もちろん俺は、リア充は嫌いだ。これからも自分が恋人を獲得することはないだろう。これからの俺は、反恋愛主義青年同盟部に入る前と同じように、孤独な日々をただ漫然と擦り減らしていくことになるだろう。だが、それでもいいんだ──こんな思いをするのに較くらべたら、そのほうがずっとマシだ」

　俺がそう述べ立てると、天あま沼ぬまはいつにない口調で返してきた。

「何言ってるんですか、私たちがどれだけ……いや、今はそれはいいです。やめるなんてあり得ないです、二人目の部員でしょ、ここまで部を大きくしてきた張本人の一人ですよ、それがこんなところで辞めるなんて……梯子はしご外しも甚だしいですよ。やっぱり、恋愛至上主義に染まりかけているんじゃないですか、裏切るつもりでしょう、目を覚ましてください！」

「辞めてしまうことは本当に申し訳ないと思っている。これはどんなに謝っても謝りきれないことだ。罰ならいくらでも受けるよ。そして俺は、洗脳なんてちっとも残っていない。むしろ行く前よりも、恋愛至上主義に対する憎しみはましている。そして同時に、それに抗する『反恋愛』というカウンターに対しても、信じることができなくなってしまったんだ。答えがどこにあるのか、そんなことはまだ分からない。だが今までのテンションでやっていくことは、俺には出来そうもない。このまま続けていけば、たぶんみんなにも迷惑をかけることになる。だからここで、俺は辞めようと思うんだ。向こうに顔も割れて、動きにくくなっていることだしな。でも安心してほしい、俺がみんなの情報を売ったりすることはない。運動も応援するよ。俺だって恋愛至上主義は大嫌いなんだ。だけど……もう部には、いられないと思う」

　俺がそう言うと、しばらく天あま沼ぬまは黙り込んだ。窓の外を見つめたままの俺と、隣でじっと前の席をにらみつけ口を真一文字に結んだ天あま沼ぬま、その膠こう着ちやく状態は、車窓に見慣れた風景が見えてくる所まで続いた。乗り換えのターミナル駅近くになって、天あま沼ぬまはようやく口を開いた。

「先輩は……ひとつ、大事なことを忘れていますよ」

「ん、なんだよ。大事なことって」

「……来れば分かります。一緒に、来てください」

　天あま沼ぬまはそう言うと、それきり口をつぐんでしまった。俺のほうももはや言うべきことは何もない。

　次の駅で降りると、俺は天あま沼ぬまの後に従って別の列車に乗った。数駅乗って、また降りる。

　大きな駅だ。人がそれぞれの意思の赴くままに動き、行き交っている。あの静かな街で暮らしていたこともあって、その混雑に少し酔う。

　クリスマス・イヴということもあってか、やはりカップルで仲睦むつまじく歩いている姿が目立った。それを憎く思う気持ちは変わっていない。だが、自分からなにか運動を起こそうという気持ちが、すっかりなくなってしまっていた。

「下りますよ」

　久しぶりに天あま沼ぬまが口を開いた。俺は頷うなずき、彼女の後に付き従う。人混みをかきわけるようにして広場に出ると、そこにもまた沢山の人がいた。

　そしてその一角には、尋常でない人だかりができていた。ひび割れた声が響いている。

「そろそろ、目を覚ましてくださいよ」

　天あま沼ぬまはそう言って、人だかりの方へと俺を押していった。

　その声には聞き覚えがあった。ないはずがなかった。心臓がドクン、とひとつ大きく打って、それからゆっくりその鼓動が早まっていった。

　声は掠かすれていた。どれだけ叫び続けたのか、想像もつかない。制服の上から被かぶった白衣はところどころ破れ、ヘルメットは凹へこみ、汚れている。凄すさまじい激戦を経てきたに違いなかった。

　そんなぼろぼろの状況なのに、ヘルメットと手ぬぐいの間からのぞくその目だけは炯けい々けいと輝いて、彼女の乗ったオブジェの下に群がる人々へと向けられている。時折、その長いまつげが閃ひらめく。

　全身に血が巡っていく。今まで俺は何をやっていたんだ。バチバチと頭の中で火花が弾はじける。俺の場所はここじゃない、向こう側だ。

　その顔がこちらへと向けられる──目が合う。すると彼女は、手ぬぐいを口くち許もとまで引き下げ、歯をむいて笑った。

　クリスマス・イヴの駅前、カップルが多くひしめく駅前の広場、そこに置かれたオブジェの上にのぼって、声を掠かすれさせながら反恋愛を説く少女など、ひとりしかいない──領りよう家け薫かおるだった。







[image: 第４章　自己矛盾するイデオローグ]







　　　　１




「リア充爆発しろ！」

　いつものその言葉が放たれ、取り巻いていた群衆が沸いた。何十回、何百回と聞いたはずのその言葉なのに、今の俺はそれに打ちのめされてしまっていた。

　瀬せヶが崎さき、西にし堀ぼり、神しん明めいさん、そして宮みや前まえが、ビラを撒まき、群衆を煽せん動どうしつつ制御して、その盛り上がりを支えている。皆の格好は領りよう家けに負けず劣らずボロボロだ。激しい戦いがあったのだろう。そしてそれを経てなお、こんな大勢を前にして活いき活いきと立ち回っているのだ。どうして俺が、あの場所にいないのか──悔しさが湧いてくる。

　──ちょうど一年前、俺はこの同じ場所で、たった一人で演説する少女を見た。すべてはそこから始まったのだ。雪の中のその光景が、いま満身創そう痍いで演説する領りよう家けに重なって見えた。

「諸君！　今日は何の日か？　そう、そうだ、その通りである。何の変哲もない、ただの平日だ！　平日に浮かれ遊ぶ男女のカップル、飛び交う宣伝、飾り立てられた街並み、それらはすべて妄想に取りつかれた狂人どもの乱痴気騒ぎにすぎないのだ。人は今日を、クリスマス・イヴと呼ぶかもしれない。メリークリスマスだろうが、ハッピーホリデーだろうが、そんなことはどうでもいいのだ。どちらも同じく批判すべき対象なのだから。

　今夜、おそらく多くの男女が性交に励む。『今年は雪、降らなかったね……』『ベッドの中くらいは、ホワイトクリスマスにしような』そういった馬鹿馬鹿しい会話が、この街でもそこかしこで交わされているのだろう。我々は最も早はや、そういった人々に対して怒りを覚えたりする段階ではなくなった。あるのはただ、憐あわれみの気持ちだけだ。彼ら・彼女らは一時の快感に全てを支配され、何も考えられなくなり、人生を搾さく取しゆされ続ける。何の意味もない『社会』を維持するという役目を背負わされ、謎の使命感を植え付けられ、生殖に励み、育児に忙殺され、自分のやりたいことひとつできずに人生をふいにしてしまうのだ。苦労して育てた子供は、しかし思ったように健全に成長せず、夜よ毎ごと街に繰り出しては盗みを働き、暴力沙汰を起こし、薬物にまで手を染めてヤクザの食い物にされ、幾度となく警察に呼ばれることとなる。そんなとき隣人に勧められた新興宗教、最初は半信半疑だったもののまわりの人の温かさに助けられ、次第にハマっていき、老後のためにと蓄えた財産を全てお布ふ施せに回してしまう──一時の快楽に負けたというだけで、彼ら・彼女らには斯か様ようにも悲惨な将来が待ち受けているのだ。手を伸ばせばそこにあったはずの幸福は、どこへ消えてしまったのか？　簡単だ、そんなものは最初から存在していないのだ！　性交を介して二人で高めあった幻想、その自家中毒にやられて、どん底へと引きずり込まれてしまったのだ。

　だが人々は思う。負け組もあれば勝ち組もあるはずだ。このように悲惨な人生を辿たどるものがいるかと思えば、幸福で円満な家庭を築いて子供も有名大学へと入学させ、順風満帆に老後を迎える人もいるじゃないか、と。しかしそれこそが罠わななのだ。隣の芝生は青く見える──一見勝者がいるように見えるのは、ただその機構が働いているにすぎない。円満な家に見えてもそこには闇があり、苦悩がある。なぜ成功を摑つかんだはずなのに、勝ち組になったはずなのに、こんなにも苦しまなくてはならないのか？　その答えは簡単だ。この社会というものがそもそも、人間を苦しめることで成立しているものだからだ。社会に参画した時点で、既に負け組なのだ！　勝ちなどそもそもありえないのに、必死にそれを追い求めるリア充諸君には、脱帽するしかない。

　そしてこのようにして、彼ら・彼女らがしゃかりきになって社会へと奉仕した恩恵は、実は我々非リア充こそが一番多く受けているといえる。我々が老いたあと、それを支えるのはリア充が猿のように腰を振って作り、ＤＱＮネームをつけてタバコの副流煙を吸わせながら大切に育てた子供なのだ！　もはやそれはひとつの『寝取られ』といっても過言ではない。リア充の愛の結晶は、我々のケツを拭くために育て上げられるのだ。もはや爆発しろなどとは言っていられない、今すぐにでもホテルへとしけこみ、後先考えずに性交を行おこなってもらいたいくらいだ。おい、そこのカップル、こんなところで油売ってる場合じゃないだろ、早く奴隷の再生産をしにホテルへ直行しろ！

　賢明な諸君らにはもう明白だろう。この地獄から抜け出すには、この社会を形作る恋愛という呪縛をほどくしかないのだ。我々反恋愛主義青年同盟部の主張は、今も昔も変わらずこの一点だ──恋愛を放棄せよ！　手を繫つなぎあうカップルどもよ、これで分かっただろう、諸君らの育んだ愛は、勤勉に社会へ貢献した結晶は、のんべんだらりと気ままに生きて自分の好きなことをし続けた我々に搾さく取しゆされるのだ、それでいいのか!?　諸君らが蔑んだ我々の後始末を、諸君らの愛する子供が背負わされるのだ。我々は思う存分、『今の若い奴やつらは』と貴様らのガキを面罵するだろう、それでいいのか!?

　繰り返す、解決策はただひとつだ──恋愛を放棄せよ！　この狂った社会は、我々の代で終わりにしよう！　それまで世界を思う存分楽しもう。ああ、楽しかった。そう言って我々人類は、地球と、この宇宙とお別れしようじゃないか!!」

　いつにも増してどぎつい演説だった。通り過ぎていくカップルたちが明らかにげっそりしている。「早く行こ」などと言って手を繫つないで走るように去っていくが、このあとホテルへ行っても今の領りよう家けの演説内容がちらついてうまく自分を奮い立たせることができなくなるのだろう。クリスマスを台無しにされお互い気まずい雰囲気のまま会わなくなり、正月を迎え、自然消滅する流れが期待できる。

　群衆の熱気も今までにないレベルに到達している。やはりクリスマス・イヴということで鬱屈を抱えた人が多くいるのだろう。

　一年前、同じ場所で演説していたときと較くらべて段違いにレベルが上がっていた。普通なら運動を続けていくうちに角が取れて丸くなっていくものだろう。だが領りよう家けは違った。あのラジカルさを保って、いや、それをさらに鋭く尖とがらせて、群衆へと突き出していた。

「おい、天あま沼ぬま」

「なんすか、もういいですか？　私も別に、引き止めは……」

「俺のヘルメットと服、どこかにあるんだろ」

「……ふふっ、あれだけ無気力丸出しにしてた人が、えらいやる気ですね」

「うるせえな、俺が悪かったよ。辞めない、辞められない──辞められるわけがなかった。簡単なことだった」

「ようやく分かりましたか。はい、これ」

　どこから取り出したのか、天あま沼ぬまはヘルメット、白衣、手ぬぐいなどをサッ、と取り出す。いつの間にか自分もしっかりと装備を身につけていた。

「先輩がいなかった期間、本当に大変だったんですからね」

「申し訳ないな。これからその遅れた分、挽ばん回かいさせてくれ」

「いや、遅れたというか……まあいいや、それは後で話します。今はとりあえず……警察を撒まきますよ」

　例によって近くの交番から、この異様な人の群れを不審がって警察官が出てきた。今のところまだ遠巻きに見て何人かで話し合っているだけだが、すぐに実力行使に出てくることだろう。

　俺と天あま沼ぬまは、群衆の中に潜り込んでいく。その中心へと向かう最中、領りよう家けの補佐をする部の面々と出くわす。俺の姿を認めると皆、なにか言いたそうにしていたが、とりあえずは手だけを挙げて挨拶を交わす。

　ようやく中心に到達するというところで、ついに始まった。

「そこの集会、今すぐに解散しなさい。許可得てないでしょ」

　拡声器ごしのその張りのない声も、去年と同じだ。領りよう家けはそれに対して、挑発で返す。

「おっ、お巡りさん、聖夜にお勤めご苦労さまです。あなた方のお給料も恋愛至上主義者が社会であくせく働くことで生み出されてますからね、一緒に応援しようじゃありませんか！」

　周囲からどっ、と笑いがあがる。

「そんなところに上るんじゃない、危険だから降りなさい」

　警察は無視して距離を詰めてくる。そろそろ潮時だろう。

　あれだけ元気に演説を行おこなっていた領りよう家けだが、間近で見るとかなり疲れていることが窺うかがえた。服装がボロボロなのは遠くからでも分かったが、身体からだがふらついている。よくこれでこんなところに立っていられるものだ。

「ほら、降りなさい。通して、通して」

　拡声器で言いながら、警察が迫ってくる。領りよう家けも限界を悟ったのだろう、上ったオブジェから飛び降りるために、しゃがみこんだ。

　跳躍する。一年前に呆あきれながら眺めていたのと、同じ光景だ。だが今回は俺は、彼女と同じく反恋愛を推進する者としてそれを見ていた。ヘルメットの下から伸びる長い髪が慣性でなびき、羽織った白衣がはためいた。この一年間ずっと見てきたその姿だが、見とれてしまう。

　と、すぐそばに降り立った領りよう家けが、ぐらりとよろめいた。若干バランスが崩れていた──疲労のせいだろうか。咄とつ嗟さに俺は彼女に駆け寄り、その身体からだを支えた。

「大丈夫か？」

　傾きかけていたその背中を片方の腕で抱え、そう声をかける。目と目が至近距離で合う。領りよう家けは一瞬、何が起こったか分からないといった感じでぼうっ、と俺の目を見つめていたが、やがて我に返るとすぐさま顔をそむけ、自分の足で立った。

「……大丈夫だ、逃げるぞ」

　そう言うと、彼女はこちらには振り向かずに走り出した。
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　雑居ビルの隙間にできた空き地に反恋愛主義青年同盟部の一行が集合する。久しぶりに見る顔のはずなのに、どうも離れていたような気がしない。やはり俺の居場所はここだ、という実感が湧いてくる。

　朝からの強行軍にへたって地面にあぐらをかく。最後に走り込んできた西にし堀ぼりはそんな俺を見つけると、その脱いだヘルメットをカツン、と俺の被かぶったままのヘルメットに当ててきた。

「高砂たかさごだ。久しぶり」

　そんなごく短い言葉だが、西にし堀ぼりにしてはやけに声が弾んでいる。慣れていないと分からないかもしれないが、長く応援してきた作品の続編で濃度の高い百合ゆりを提供された次の日に話しかけてくるくらいのテンションだ。

「お勤めご苦労さまです、リフレッシュできましたか？」

　そんな風に軽口を叩たたいてくるのは瀬せヶが崎さきだった。一見飄ひよう々ひようとしているように見えるが、このところかなり追い詰められていたのか、精神を落ち着けるために小学生時代クラスの女子の間で流行はやっているときに貰もらった、色あせたミサンガを巻いている。彼の黄金時代の形見だった。

「高砂たかさごくん、心配したんだから！」

　神しん明めいさんはそう言うと、涙目になりながら抱きついてきた。突出した部位が押し付けられてたわむ。あの場所でもこうした経験があった気がするが、やはり本物は違う。

「上手うまくいってよかったですわ、後処理が大変そうですが……」

　宮みや前まえはそう言ってチラリと天あま沼ぬまの方を見た。今回の脱出は大たい性せい欲よく賛さん会かいと大きく関わりのある二人の協力なくしては成り立たなかった。俺を取り逃がしたということになったら、二人の立場も危うくなるだろう。そういったリスクを犯してまで行動してくれた二人がいなければ、俺はあのまま噓うそに固められた世界の中で虚うつろな「リア充」になってしまっていたことだろう。

　領りよう家けはちら、とこちらを見たあとすぐに顔を逸そらし、こほん、と咳せき払ばらいをひとつしてから淡々と言った。

「ご苦労だった。だが戻ってくるのが遅いぞ。反恋愛の精神が芯まで染しみ付ついていれば、どんな逆境も撥はね返せたはずだ。……まあいい、居なかった分の穴埋めをすぐにでもしてもらわねばならないからな、文句を言っている暇すらない」

　なんだか異様に冷たい物言いだが、誰もそんな言葉を額面通りには取っていないようだ。ニヤニヤと笑ったり、苦笑したり、笑顔で涙をこぼしたり、敬礼したり、呆あきれ笑いを見せたり……皆、領りよう家けがどういう奴やつなのかは分かっていた。

「そうだな。確かにまだまだ鍛え方が足りなかったみたいだ。天あま沼ぬまの助けがなければ、危うく奴やつらの手のひらの上で転がされるところだった」

「高砂たかさご先輩はほぼ、恋愛至上主義に飲み込まれる寸前でした。やはり先輩の場合は自身がモテない僻ひがみから反恋愛を始めたこともあり、その点を上手うまくついて体制側が洗脳を仕掛けてきたようです」

　天あま沼ぬまによる冷静な分析が入る。後輩女子にそのようなことを言われ人間としての尊厳を著しく損なわれている気がするが、もはやその痛みすら快い。

「敗因は完全に俺の未熟さだ。自分は強い、反恋愛を貫き通せる、という根拠のない自信が災いした形だ。もっと謙虚に、研けん鑽さんを重ねていかねばならない」

　俺のその言葉に、領りよう家けは目を逸そらしながらも頷うなずく。

「うむ、今回のことで自分の課題も見えただろう。ただ捕まった、戻ってきたというだけではそれだけの話になってしまう。その経験を今後の活動に活いかしていくことだな」

　そんな風にふわっとまとめると、領りよう家けは声のトーンを明るくして続けた。

「さぁ、そろそろ潮時だ。学校に引き揚げよう」




　全員武装を解いて、ワラワラと歩いて繁華街から学校へと向かう。傍はたから見れば普通の仲のいい高校生の一団に見えるだろう。男女のバランス的には女子の方が多く、華やかなグループだ。

　領りよう家けは一団の先頭を行き、隣に天あま沼ぬまがひっついて話しかけている。その次に西にし堀ぼり、神しん明めいさん、宮みや前まえが続く。ガールズトークに花を咲かせているのかと思いきや、今後の武装強化方法についてかなり過激な単語を交わしながら議論をしている。

　最後尾で俺と並んで歩いているのは瀬せヶが崎さきだ。時折後ろを見て警戒している。俺が再度襲撃されないよう気をつけているのだろう。自分でもこれから注意していかねばならない。

　学校へと近づき、俺はふと重大なことを思い出して瀬せヶが崎さきに尋ねた。

「そうだ、今日は12月24日だろ。確か生徒会が何か企画してたんじゃないのか、クリスマスパーティだとかいって……」

「ああ、君は今日途中まで居なかったから……大丈夫、それについては心配する必要はない、完全に潰してきたから」

「……ちょっと待てよ。俺の居なくなる前は、生徒会に押され気味だったろう。俺らの部がそんな簡単にどうこう……」

「単純な話だ。それは君が居なくなる前までの事情なんだよ」

「どういうことだ、そんなに状況が変わるわけが……」

「変わったんだよ。……あれは、本当に」

　瀬せヶが崎さきはそんなふうにぼかして言うと、遠い目で夕焼けの空を見つめた。

「おい、何なのか全然分からないぞ」

「学校に入ってみれば分かるさ。しかし……あれを君が経験することがない、というのは少し勿もつ体たい無ないね」

　思わせぶりなことを言われて気が急せくが、間もなく校舎と校門が見えてきた。遠目には普段どおりのように見える……が、近くに寄ると明らかに異様な光景が広がっていた。

　圧倒的な破壊。整然として朗らかな印象だった学校には、今やスラムのような雰囲気が漂っている。全ての窓ガラスにはビラがびっしりと貼られている。校舎まで伸びる道にはずらりと立て看板が並び、かくついたゲバ文字で生徒会を責め立てる言葉が踊る。ガラス瓶の破片がところどころに散乱し、焼け焦げたような跡も随所に見受けられた。

「一体、誰がこんな……」

「当然、我々なんですが……」

　瀬せヶが崎さきは苦笑を浮かべて、そこで言葉を止めてしまった。俺が呆ぼう然ぜんとしていると、前を行っていた領りよう家けが言いにくそうにして話しだした。

「うむ……お前も知っている通り、やはり生徒会の暴虐が目立ったからな、少々お灸きゆうをすえてやろうと思ったのだが……幾分かやりすぎてしまったかもしれないな」

　そんな風に白々しい口調で言うと、スタスタと先に行ってしまった。西にし堀ぼりと瀬せヶが崎さきが小声で補足する。

「高砂たかさごがさらわれてから、荒れかたがヤバかった。いつ寝てたのか本当に分からない。あれは完全に修羅」

「本当にすごかったですよね……いや、我々もその補佐をしていたのですが、いつもならブレーキを踏む所でアクセルをべた踏みに」

「高砂たかさごが戻ってきて本当に良かった。これ以上あのままだったら死人が出てた」

「ですね。結果的にこちらの勢力を強めることはできましたが……二度とはやりたくないです」

　俺のいない間にまた勢力図がガラリと変わってしまっていた。あれだけ生徒会に押されていたはずなのに、どうやらこの短い期間でその劣勢を巻き返したらしい。

　それ自体は喜ばしいことなのだが……自分がその過程に参加していない、というのはなんだか寂しい気がしなくもなかった。

「どうやってそんなに生徒会を封じ込めたんだ？　向こうもかなり強力だったよな。後学のために教えてくれよ」

「…………」「…………」

　俺の問いに、二人して黙り込んでしまう。思い出したくないことだったのか、いつもフラットな西にし堀ぼりの顔が青くなり、瀬せヶが崎さきの額には細かい汗が浮かんだ。

「うん……えっと……鉄パイプって、けっこう、こっちにも反動くるんだ、とか、そういうことを学べた」

「やっぱり火って、本能的に怖さを感じるみたいですね……」

「おい、何があったんだよ!?」

「…………」「…………」

　どれだけ訊きいても二人からはそれ以上の答えは返ってこなかった。




　校舎内に入ると、いよいよ荒れ果てた雰囲気が強くなった。クリスマスを祝うための飾り付けは無残にも引きちぎられ、代わりに反恋愛ビラが連なって吊つるされていた。

　一般生徒が自由に使えるよう開放されていた多目的室はドアも窓ガラスも取り外され、冷たい風が吹き込んでいる。こんな所で事に及ぶことは不可能だろう。

　掲示板はスペースのほとんどに反恋愛ビラが敷き詰められ、その中に小さく生徒会の、クリスマスパーティを中止する旨むねの告知が貼ってあった。

「少し汚れているな。全く、皆もう少し真面目に掃除に取り組んだほうが良いい」

　領りよう家けは白々しくそんなことを言いながら、先へと進んでいく。

　部室に入るとまず、運動で使った道具の片付けに着手した。久々の部室に、ようやく戻って来られた、という感慨が湧く。が、それと同時に落ち着かない感じも抱いた。

「こんなに殺伐としてたか……？」

　鉄パイプがゴロゴロとそこら中に転がり、何らかの液体で満タンのポリバケツがずらっと並べられている。壁には生徒会組織図と写真付きの名簿が貼られており、大半の顔写真には赤いインクでＸ印が書き込まれていた。

「ああ、こんなもんだったんじゃないか？　高砂たかさごは辺へん鄙ぴなところに幽閉されて、感覚がのんびりしてしまっているんだろう」

　領りよう家けはガサゴソと、作業の手を止めずに返事する。他の部員にも尋ねようとするのだが、みな顔を逸そらしてしまう。

　どれだけ過酷なことが行われたのだろうか。あの劣勢を撥ね返せるだけの過激な運動──その時期に自分が居られなかったことを改めて後悔するとともに、居なくてよかったという安あん堵どの気持ちも抱かざるを得なかった。

「さて、クリスマス・イヴの作戦はこれで終了だ。そして丁度、高砂たかさごも戻ってきた──次の作戦で、我々反恋愛主義青年同盟部の校内覇権を確立するぞ！」

　あれだけ疲れていたはずなのに、ホワイトボードの前に立つと領りよう家けは活力に満ちた様子でそう言った。皆の顔もシャキッとするとともに、どこか嬉うれしげだ。

「久しぶりの流れ」

「あの拉致事件以来、ミーティングなんかせずすぐに行動でしたからね」

「やっぱりこうじゃないとね」

「先生のご高説をお聞きすることができる幸せ！」

「やっと平常運行ですか……」

　部員が口々にそう言うと、領りよう家けはコホン、と咳せき払ばらいをしてからいつものように説明を始めた。

「我々の街頭での作戦は成功したとはいえ、学園生徒は様々な場所でクリスマス・イヴを過ごし、中には親密な関係へと発展したり、あるいは大人の階段を登った者も存在している可能性がある。

　皆も知っているとおり、明日は終業式だ。その後には冬休みが来る。この冬休みという機会を生かして、奴やつらはさらなる行動を起こし、恋愛至上主義に加担することとなる。

　だがこの長期休暇というのは、恋愛の芽を潰す好機でもあるのだ。これまで毎日のように学校で顔を合わせていた者と、ぷっつり会わなくなる時期だから、当然だろう。もちろん誘い合わせて出かけたり、電話やチャットアプリで交信をすることは可能だ。我々のすべきことは、こうなる前に奴やつらの出鼻をくじくことなのだ！」

　領りよう家けはそう言うと、ホワイトボードに荒々しい文字で『終業式襲撃計画！』と書いた。

「反恋愛主義青年同盟部で明日の終業式を乗っ取る！　本来ならば生徒たちは終業式後の解放感に包まれた楽しい雰囲気の中でこれからの冬休みのことを夢想し、そして遊ぶ約束を交わし合うのだろう。そんな大事な時間を、我々の終業式襲撃のショックでぶち壊すのだ!!」

　領りよう家けはそう言って計画を話し始める。つい先ほどまで死力を尽くしてクリスマス粉砕闘争に参加していた疲れ切っているはずの部員たちだが、そのすぐ明日の作戦にも拘かかわらず食い入るようにして説明に聞き入っていた。俺も今日の朝からのゴタゴタ続きで疲れ切っていたはずなのに、領りよう家けの熱弁に耳を傾けているうちに身体からだの奥から反恋愛運動家としての活力が湧いてくるようだった。

「……と、こんな手はずで行く計画だ。諸君、今日はよく頑張ってくれた。恐らく反恋愛主義青年同盟部の運動史上、もっとも濃度の高い一日になったことだろう。だが、諸君らには明日、もう一日だけ踏ん張ってもらいたい──いけるか？」

　その問いに、誰もが即答した。

「問題ない、慣れてる」「我々の力を見せつけてやりましょう！」「久しぶりにフルメンバーだね」「先生の行く所なら、どこへでもついていきます!!」「逆の立場で挑む式典……新鮮で楽しみですわ！」

　領りよう家けがチラ、とこちらに目線を向けた。すぐに戻してしまったが、俺は頷うなずき、快諾する。

「久しぶりの作戦だ、うずうずしている。俺をあんな目に遭わせたあいつらを、叩たたきのめしたい」
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　会議が終わり、帰宅する流れになる。俺にとっては家に帰るというのも久しぶりで、毎日の経路のはずなのにどこかおぼつかない。そしてそれ以上にいつもと様子が違うのは、その同伴者だった。

「…………」

「……………………」

　今までと同じように領りよう家けと一緒に帰っているのだが、いつものように会話が流れていかない。俺はどんな話題を振っていけば良いのか全く思い浮かばないし、領りよう家けに至ってはこちらに顔を見せないように微妙に背けている。

「あの、領りよう家け……」

「……なんだ」

「……いや、何でもない」

　話しかけようとは試みるのだが、そんな感じで始まらないうちから尻すぼみになってしまう。

　そんな風に会話らしい会話もできないうちに、いつもの分かれ道のところまで来た。

「明日は、終業式の作戦だよな。よく寝て備えておくよ……それじゃ、また明日」

「……………………」

　俺が別れの挨拶をしても、領りよう家けはそっぽを向いたままで返事もしない。きっと疲れ切って会話をする気力もないのだろう。あれだけの活躍をした後なのだから、それも無理のない話だ。

　軽く手を挙げて、俺は自分の行く方へと足を踏み出した。何歩かそのまま歩く──と、ぽすん、と柔らかく背中に何かが当たる感触があった。

　それからすぐにずっしりと重みがかかり、歩みが止まる。コートの袖が視界の隅からあらわれて、それがぎゅっ、と俺の腰元を抱え込んだ。冬用の厚い外がい套とう越しに、その熱がじわりと背中に伝わってくる。

「高砂たかさご」

　俺の首のすぐ後ろあたりで、領りよう家けがそう呟つぶやいた。その後に続く言葉を持たない、ただ口から漏れ出しただけのような言葉だった。今日の聖夜粉砕闘争で演説を長くやったからだろう、その声は疲れ切っている。だがそれなのに、乾いた感じは少しもしなかった。

　後ろから急に抱きつかれた形で、気が動転して俺は何も言葉を返せない。領りよう家けもそれ以降何も言わずに、しばらくそのままの状態が続いた。

　通行人の視線が刺さる。クリスマス・イヴということもあってか、誰もがすぐに目を逸そらしてスタスタと歩き去ってしまう。街に数多あまたいるカップルと同じだと思われているのは心外の極みだが、それを否定しに行くこともできなかった。

「高砂たかさご……よかった」

　背中から聞こえるその領りよう家けの声は、震えていた。それに続いて、しゃくりあげるような音と動きが伝わってくる。

「領りよう家け、お前泣い……」

「泣いてない！」

　大声でそう言うと、コホ、コホと咳せきをした。その動きは背中をくすぐるようで、甘くもどかしい感覚が全身にじわりと広がった。

「まったく……お前がいない間、私がどんなに……」

　言葉は一旦そこで途切れると、腰に回された彼女の腕が、さらに強く締め付けてくる。

「運動を指揮していた私の責任だ。どれだけ自分を責めても責めきれない。まともに眠れなかった。明けても暮れてもお前の姿を探した。お前を攫さらったのは我々の敵だ──だからがむしゃらになって反恋愛運動を展開した……今思えば、やり場のない怒りのはけ口にすぎなかったのかもな」

　学園の状況が覆ったのは、その余波なのだろう。

「それで、生徒会を押し返せたんだろ、俺が居なくなったのも悪いことばかりじゃなかったな。最終的にはこうして戻ってきたし」

　冗談めかしてそう言うと、一瞬の沈黙のあとで、全力で腰を締められた。ゴキッ、という鳴ってはならない音がした気がする。

「馬鹿なことを……言うな」

　領りよう家けの声はまた弱まってしまう。

「おい、また泣」「泣いてない！」

　ゴン、ゴン、ゴン、と首の裏あたりを思い切り頭突きされる。強く締められた状況でのかなり強い攻撃なのだが、はたから見ればカップルがいちゃついているようにしか見えないだろう。疲れ切ったサラリーマンが、「クリスマスだなあ……」などとため息混じりにつぶやいてトボトボと歩いていった。

「おい……そろそろ痛いんだが。一旦、放してくれないか……？」

　俺はそう懇願するのだが、領りよう家けは黙ったままで解放してくれない。首の後ろに押し当てられた彼女の額。そのサラサラの髪の感触がくすぐったかった。

「……条件がある」

　くぐもった声で彼女はそう切り出した。無言でその先を促すと、ためらうようなしばらくの間があったあとで、途切れ途切れに続けた。

「二度と……私の、前から、いなくなるな。これから、ずっと……」

　湿っぽいその声を聞くと、思考がまるでまとまらなくなる。時間をかけてその言葉が理解されていくと、身体からだが熱くなっていった。

　恥ずかしくなるのを打ち消そうと、俺は慌てて言葉を返す。

「そうだよな、長年一緒にやって来た奴やつが居なくなったら、運動に支障を来す。これからは俺も反恋愛運動の中枢を担になう人間として自分の身を……」

「そうじゃない」

　領りよう家けはピシャリとそう言って、さらに腰に回した腕の力を強めてきた。途中で言葉を遮られ、気恥ずかしさが行き場を失って際限なく溜たまっていく。

「運動は、関係ない。私はただ……お前を……絶対に、失いたくない。それだけだ」

　いつもならば反恋愛にかこつけていろいろ誤魔化すことができるのだが、それが今回は封じられてしまった。逃げ場がない。全身に汗が浮かんでくる。動どう悸きが早まり、視界がチカチカしてくる。

「う……しかし、運動をやっている以上、危険はつきもので……」

　そんなことを言ったところで、領りよう家けは要求を曲げない。

「ごちゃごちゃうるさい。それが約束できないなら……ずっと、このまま拘束してるから」

　もはや抗あらがえる要素はどこにも残されていなかった。

「……分かった、約束する。俺は領りよう家けの前から居なくなったりしない」

「これから……ずっとか？」

「ああ、そうだ。何が起ころうと、どんな困難が待ち受けていようと、ずっと」

「……約束、したからな」

　そう言うと領りよう家けは、腕に込められていた力を緩めた。が、依然姿勢はこれまでと同じで、腕は腰に回されているし、背中に体重が預けられたままだ。

「おい、解放してくれるんじゃ……」

　しばらく返事はなかった。それから背中に身じろぎをする感触が伝わってくる。そのくすぐったさに、身体からだが強こわ張ばる。

　ためらうような「う」とか「あ」とかいう声が途切れ途切れに聞こえてくる。その後で低いトーンの声が、聞こえるか聞こえないかのぎりぎりの音量で言葉を紡つむいだ。

「……もう少し、このまま、こうしていたい。……だめか？」

　俺は何も返事をせず、しかし振りほどくこともせず、結局要求通りそのまま領りよう家けに背中を貸すことになった。
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　それからしばらく経たって、気づくと俺は一人で家路をたどっていた。頭がふわふわしている。どうやって領りよう家けと別れたのか、あまり記憶にない。ただ背中にはまだ彼女の温ぬくもりと感触がしっかりと残っていた。

　ここのところ留守にしていたが、周囲の様子はあまり変わっていない。たった二週間ほどだから当然といえば当然なのだが、あれだけのことが目まぐるしく起こったこともあって、俺の中ではかなりの日数が経過したような気がしていた。

　玄関の前に立つと、全身の力が抜けて崩れ落ちそうになった。なんとか踏みとどまり、鍵を開ける。家の中の様子にも変化はまったくない。さらわれた日の朝に家を出たそのままに保たれていた。

　そしてもうひとつ、女児も居ないままだった。

　乗り換え駅での彼女の姿を思い出す。そろそろ自力で帰れたのだろうか。もう少し親切にしてやればよかったか、という気持ちが湧いてくるが、すぐにそれを振り切る。自じ業ごう自じ得とくだ。

　しかしそれ以上のことを考える余裕は俺にはなかった。うまく働かない頭で風ふ呂ろ場に行ってシャワーを浴びた。風ふ呂ろから出ると急速に眠気が襲ってきた。髪を乾かす気力もなく、そのまま眠ってしまいたかった。

　そのまえに水分だけは補給しておきたい。おぼつかない足取りで台所へ行き、冷蔵庫の扉を開ける。前に買って飲みさしていたコーラを手に取り、扉を開けたままでラッパ飲みした。気が抜けて、ただの甘い液体になっていた。

　と、冷蔵庫の中段に、コンビニの袋に入ったままの何かを見つけた。取り出している最中に、その正体を思い出す──女児のために買ってそのままになっていた、プリンだった。
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　翌日、校内の雰囲気は浮ついていた。生徒たちは昨夜のことを語りあったり、これからくる冬休みについて夢を膨らませたりしていた。

　男子グループは、昨日男だけで行ったカラオケのことを自虐風に面白おかしく話している。全員が彼女がいない、という設定のようだが、どうもそのリーダー格は解散後抜け駆けして秘密にしている彼女と会ったのではないかと俺は睨にらんでいる。反恋愛を長く続けると、そういった勘も鋭くなってくるのだ。

　クラスの中心、華やかな男女混合グループでは、むしろイヴの話はされず、これからの予定について盛り上がっていた。もはや彼ら・彼女らにとっては恋人がいるというのは当然のことで、その二人の思い出をわざわざ開陳するマネはしないのだ。

　そんな様子とはうって変わって、非モテ男子グループでは昨夜配信されたバーチャルユーチューバーの生放送について激論が交わされていた。そしてクラスカーストの極北・ぼっちたちはその会話の内容を注意深く聞きながら、ある者は心の中で賛同し、またある者は「まだその段階の議論か」と蔑んでいる。

　そんな中で俺のとった行動はただひとつ──机に突っ伏して寝たフリをする、だった。昨日は帰ってすぐ寝たのだが、あまりにも疲れすぎていたせいで正直まだ寝足りない感じがしている。

　と、肩を叩たたくトントン、という感触に起こされる。顔を上げるとすぐ斜め前に、かがんだ領りよう家けの顔があった。

「高砂たかさご。よかった。いた」

　マフラーを首に巻き、コートでもこもこした姿の彼女は、短くそう言うと薄く笑った。思わず率直に「可愛かわいい」などと言葉が漏れそうになるが、ぐっと喉の奥へ押し込んだ。

「……なんだよ、いきなり。居るに決まってるだろ」

「教室でお前の姿を見かけるのも、久しぶりだから、つい、な」

　領りよう家けは自分の席に荷物を置くと、またこちらにすぐ戻ってきた。

「しかし……やはりクラス全体が浮かれているな」

　周りを見回しながら言う領りよう家けに、俺も頷うなずく。

「予想通りだったな。たしかにこのままの状況で放置していたら、冬休みに恋愛至上主義が大繁殖していたおそれがある」

「恐らくこの中には、昨夜を仲睦むつまじく一緒に過ごしたカップルなども含まれているのだろう。そういった奴やつらと同じ空気を吸っているというだけで、嫌な気分になる……。

　傍はたから見れば昨日の我々もかなり危うかった気がするが、あれは精神的な紐ちゆう帯たいを確かめあっていただけで恋愛感情ではないのでセーフだ」

　早口でそう言うと、領りよう家けはスッ、とわずかに顔を伏せた。いつもの彼女に戻ったような感じで、安心する。

「ああ、勿もち論ろんそんなことは分かっている。互いに互いの命を預けあう我々実践的反恋愛活動家の間には、親・兄弟姉妹をも越えた強きよう靭じんな絆きずなが要求されるからな」

「そうだ、その通りだ。『恋愛』などという空虚な関係性などは話にならない。我々はそれよりも、もっと高尚で崇高な……」

　そんなことを言っている間に、チャイムが鳴り担任が入ってくる。領りよう家けは話をそこで止めると、そそくさと自分の席に戻っていった。




　講堂には全校生徒が集まり、独特の奇妙なざわめきが充満していた。終業式ともあって浮かれている者が多いのか、普段よりも笑い声の響く頻度が高いように思えた。

　時間になり、司会の生徒会役員が終業式の開始を告げる。ざわめきが急速に落ち着いていき、靴が床に擦れて鳴る音や衣きぬ擦ずれが、静寂の中にノイズとなって際きわ立だつ。

　そんな中、司会の進行アナウンスと共に、生徒会長が壇上にのぼる。佐さ知じ川かわは相変わらず感情の見えないフラットな顔で淡々と歩いていく。しかしその平然とした様子の中にも、どこか疲労が見え隠れしているようだった。

　演台の後ろに回り、マイクのスイッチを入れる。宮みや前まえよりもいくらか身長の低い彼女は、胸のあたりまでそれで隠れてしまう。

「生徒会長の佐さ知じ川かわです。今日は二学期の締めくくりということで、こうしてお話をさせていただきます。長くはならないので、どうかご辛抱ください」

　彼女が話し始めると、周囲に動きがあった。屈強な男たちが講堂の入り口のそれぞれに張り付いて、外からの闖ちん入にゆう者を警戒している。生徒の列の間にもさりげなく人員が配置されて、怪しい動きがないか監視しているようだ。生徒たちもその不穏な空気を感じ取っているのか、姿勢が固く真面目に佐さ知じ川かわの話に聞き入っているような形になっていた。

「一年で一番長いということもあり、今学期は様々なことがありました。その中でも個人的には何をおいても、生徒会長に選任されたということが大きいです。就任以来、新しく発足した生徒会では、生徒のみなさんにより良い学園生活を送っていただけるよう尽力してまいりました。その成果の一部は、目に見える形で日常の中に表れてきたことと思います。

　生徒会では改革を断行しました。急速な変化に驚いた生徒の皆さんも多いのではないでしょうか。その中には反感を持たれた方もいるでしょう。それは変化があれば当然のことなのです。私たち生徒会は、そういった皆さんからの不満を取り入れ、より良い方向へとこの学園運営を導いていきたいと思っております。

　ここで残念なお話をしなければなりません。こうした我々の柔軟な姿勢にも拘かかわらず、暴力で以もつて自らの主張を通そうという粗暴な団体がこの学園には存在しています。皆さんもここ二週間ほど、反恋愛を標ひよう榜ぼうする某団体が校内外で暴れまわったことはご存じのことと思います」

　話がそこへ差し掛かると、聴衆の間にどよめきが生まれた。

「校内にはまだ、その暴虐の爪痕が残っています。我々の企画したクリスマスパーティをはじめとした種々の行事が、そのせいで中止を余儀なくされています。

　こうした暴力的な手法が許されていいのでしょうか？　我々生徒会は、この反恋愛暴力集団の妨害行為に対して、断だん乎ことして抗議します。中止においやられたイベントの数々は、生徒のみなさんの充実した学園生活をサポートする画期的なものです。暴力集団の反社会的行為によって皆さんの利益が損なわれているのです。

　我々生徒会は暴力には屈しません。そしてそのために、皆さんの協力が必要なのです。どんな些さ細さいなことでも構いません──反恋愛暴力集団に繫つながる情報をお持ちの方は、生徒会までお寄せください。また、捜査や警備にご協力くださる方は、是非我々にご連絡ください。

　正常な学園の運営のためには、皆さんのご協力が不可欠です。よろしくお願いします！」

　佐さ知じ川かわがそう演説して壇上で頭を下げると、拍手が鳴り始めた──それを機に、こちらは動きだす。

　舞台から降りようと、佐さ知じ川かわが足を踏み出した瞬間、ブスッ、というマイクのノイズの後で講堂の照明が消えた。はるか上についている窓からの光と非常灯だけが、薄暗く室内を照らす。拍手が止やみ、すぐにざわめきへと変わった。

　警備の男たちが蠢うごめきだす。だがどこに動けばいいのか分からず、右往左往するだけだった。

「生徒諸君！」

　トラメガのひび割れた声ががなりたてた。電源が回復して明かりがつく──本来はマイクや原稿などを置く演台の上、そこに領りよう家けが立っていた。舞台から降りようとしていた佐さ知じ川かわは、目を丸くして放心したようにその様子を眺めている。

「この極悪非道の生徒会の言うことを真に受けてはならない！　『意見を取り入れる』などという甘言にほだされるな！　恋愛にしばられない自由は、我々自身の手で摑つかみ取とらねばならない！

　リア充爆発しろ!!」

　あまりの堂々たる登場に生徒会軍団はあっけにとられている。生徒たちは、演台の上に立ってヘルメットを被かぶり、白衣を翻ひるがえすその威容に圧倒されているようだ。

「諸君らももう散々目にしてきたことだろう──この生徒会の目もく論ろ見みはただひとつ、学園生徒の無気力化だ。絶え間なく恋愛に脳を侵させ続け『幸福』感で満たし精神を鈍化させる。こうして生徒たちは権力に従順な豚に成り下がるのだ。搾さく取しゆされていることにも気づかず、ただ『恋愛』という幻想へ耽たん溺できし、人間社会を維持するためだけの歯車に作り変えられてしまうのだ。そして知らず知らずのうちに、この世界を崩壊させる大罪へと加担させる！

　ここ十日ほどの我々の集中的な運動は、生徒会が発足以来行おこなってきた圧政に対する反発に他ならない！　もはや我々は横行する恋愛至上主義的政策を看過することはできぬ！　一人で飯を食って何が悪い！　相手を見繕うなど余計なお世話だ！

　この狭きよう隘あいな視野から繰り出される価値観の押しつけを今すぐ止やめ、孤独者の迫害政策を今すぐ撤回せよ!!　我々はこの要求が飲まれるまで、闘争を止やめることはないだろう!!」

　領りよう家けがそう言い終えるかどうかというところで、気け圧おされていた生徒会側が動き始めた。舞台へ向かって屈強な男たちが走り出す。

　俺は小声で、隣に座った西にし堀ぼりに話しかける。

「おい、これ……本当に大丈夫なのか？」

「大丈夫……多分。今までも結構使ったし」

「なんだ多分って……仕方ない、信じるからな」

　俺は導火線に火をつけ、狙いを定める。数秒の後、凄すさまじい勢いでそのロケット花火が男目掛けて飛んでいった。見事に肩に当たり、男は大げさに転がった。他方から来ていたもうひとりに関しては、慣れきった手付きの神しん明めいさんが華麗に仕留めた。

　室内でやっていることもあって、実際の威力よりも、音や煙、そして火薬の匂いの方に効果がありそうだ。生徒たちの間で悲鳴があがり、パニックのようになっている。西にし堀ぼりはそれを煽あおるようにして、何発も無駄にロケット花火を打ち上げた。

　こんな状況にも拘かかわらず、覚悟の決まったやつがどさくさ紛れに舞台に上がり、領りよう家けへと向かう──が、舞台袖から出てきた天あま沼ぬまがその足首めがけて角材をフルスイングすると、面白いくらいにパタリと倒れてしまった。後から出てきた宮みや前まえと一緒にボコボコと振り下ろし、仕留める。複数人でやることにより万が一のことがあったときに「どちらがやったのか」が曖昧になる、というテクニックだった。

「繰り返す！　ナンセンスな恋愛至上主義政策を即刻撤回せよ!!　我々はこれが受うけ容いれられない限り、この武装闘争を止めることは決して無い。むしろ今よりも大胆に、そして過激に、この闘争を進展させていくことをここに宣言しよう──我々にはその準備がある」

　初動では我々が圧倒できたが、生徒会側も負けてばかりはいない。いつの間にか佐さ知じ川かわは舞台から降りて指揮を執り、がっちりと武装した軍団を集合させていた。一気に領りよう家けへと襲いかかり、潰す作戦だろう。

　さすがに人海戦術に出られるとこちらも対処しきれない。すぐさま撤退の決断が下される。が、それを指示した張本人である領りよう家けは、なおも演台上で武装集団を挑発していた。

「どうした、やはり恋愛になどうつつを抜かしているから、頭の働きも身体からだの動きも鈍いのだろう。既に恋愛至上主義の弊害が見え始めているじゃないか」

　佐さ知じ川かわが口を動かすと、一斉に軍団が舞台へと上り、演台へと向かう──その瞬間、領りよう家けは飛んだ。昨日とは比べ物にならない、エネルギーに満ちた跳躍。摑つかもうとする手をかいくぐり、そして高さが足りなくなると敵の肩をステップ代わりに使って、彼女は小気味よく包囲網を抜けていった。

　キュッ、という床とゴム底のこすれる音とともに、領りよう家けが着地する。その動きを敵側で追えていたのは、遠くから険しい顔つきで戦線を眺める佐さ知じ川かわだけだった。

　台上から消えた領りよう家けの姿をキョロキョロと軍団が探している隙に、俺たちは走り始めていた。普段の出入り口は既に厳重な監視態勢が敷かれている──が、この講堂には抜け道が存在していた。以前、文化祭前に俺たち反恋愛主義青年同盟部が宮みや前まえたちに追い詰められた時に偶然発見した、講堂と地下アジトと部室棟とを繫つないでいる通路だ。

　相手がまだ宮みや前まえのままだったのならば、当然対策もされていたことだろう。

　だが生徒会長は佐さ知じ川かわへ代わり、そして選挙のゴタゴタで引き継ぎはまともに行われていなかった。

「探せ、講堂の中からは出ていないはずだ！」

「くだらん隠れんぼは時間の無駄だ、さっさと出てこい!!」

　生徒会軍団のそんな野太い叫び声が聞こえてくるが、それももう遠く小さくなっていた。反恋愛主義青年同盟部員一行は、部室棟へと抜ける地下道をひた走る。

　神しん明めいさんは講堂に仕掛けたマイクが拾った音声を受信し、聞いている。

「……そろそろ、講堂内での探索に限界を感じているみたい。何人か外に出てる」

「急がないとな」

　領りよう家けはそう言うと、さらに足を早めた。反恋愛から離れて運動不足だった俺は、ついていくのもしんどかった。

　地下アジトの横を通り過ぎ、部室棟の倉庫へと繫つながる梯子はしごを上っていく。はじめて領りよう家けにここに連れてこられた時のことを、ふと思い出した。文化祭の準備期間中にガサ入れがあって生徒会に押おう収しゆうされたアジトは、会長が佐さ知じ川かわに変わって以来使えていない。

「いつか、堂々とここに戻ってこよう」

　梯子はしごに足を掛けながら俺がぽつりとそんなことを漏らすと、先に行っていた領りよう家けが応えた。

「ああ、戻ってくるに決まってる。我々がこの学園を支配する日は、そう遠くないのだからな！」

　上りきった先の倉庫に全員が収まると、慎重に扉を開けた。暗がりの中に一筋光が差しこみ、それが次第に太くなっていく。

「誰も、いないな？」

　終業式中ということもあって、部室棟の中は不気味なほどに静まりかえっていた。

「よし、ここからは一般生徒が講堂から戻ってくるまで身を隠そう」

　領りよう家けは武装をときながらそう言うと、携帯で時刻を確認した。

「我々の乱入でかなり押しているはずだが……そう長くはかからないだろう。元々終業式など意味のない式典だ、いくらでも短縮できる」

　神しん明めいさんがその推測に同意する。

「やっと進行しはじめた。……うん、内容はかなり端折はしよるみたいだよ」

「我々の再襲撃を恐れている、ということも考えられる。こんな風に生徒を一堂に集めた場は、我々にとって格好の舞台だからな」

　と、静寂だった校内に、いきなり放送が入った。

『ここに居るのは分かっているんだぞ！　諦めて出てこい!!』

　俺らに宛てた呼びかけだ。一般生徒が講堂にいる今、校舎内には我々しかいない。

「馬鹿な放送だ。我々の場所を把握できていないことをわざわざ宣言してしまっている」

　苦笑しながら領りよう家けはそう言うと、次の一手を説明し始めた。

「とはいえ、このまま皆でここに固まっていたら、あてずっぽうでも見つけられてしまう。どこかに隠れた方が良いいだろう。そして、ばらけた方が良いい──その方が、万が一見つかった時にも、サボっていただけ、などと言い訳もしやすいだろう」

　皆が頷うなずき、すぐに散っていった。俺も行動を開始する。

　どこだったら見つかりにくいか、あるいは見つかったとしても言い訳がきくだろうか。まず頭に思い浮かんだのがトイレだった。個室にこもっていれば胃腸のトラブルで終業式に参加できなかったことの言い訳が立つはずだ。それにそもそも見つかりにくいだろう。これに関しては実績がある──中学の頃、あまりにもパッとしない三年間だった腹いせに、俺は卒業式をサボった。その隠れ場所に選んだのがトイレだった。普段あまり人が使わない特別教室の近くのトイレ個室に入り込み、こっそり持ち込んでいたラノベを読み始めた。制服に忍ばせておいた腕時計を見ると、もう卒業式の始まっている時間だ。皆、俺がいなくて探し回っているかもしれない。もしかして卒業式の進行を遅らせてしまっているかもな──初めはそんなことを妄想して悪事を働いた時特有の奇妙な爽快感に浸っていたのだが、次第に、「あれ、ほんとうにここに居てよかったのかな？」という不安へと変わり、読んでいた小説の文章が少しも頭に入ってこなくなった。しかしいまさら式に出ることもできず、嫌な重圧を胸に感じながら、俺は時計をじっと見つめて卒業式の終了時刻が来るのを待った。そしてようやく式の終了時刻になる。トイレを出て教室の方へと向かうと、卒業式を終えた生徒たちがガヤガヤと大挙して廊下を歩いている音が聞こえてきた。俺はさりげなくその一団に合流し、教室へと入り自分の席へ座る。怒られるだろうか、不安が心に押し寄せてくると同時に、それは期待でもあった。「お前、どこ行ってたんだよ」「卒業式サボるとか、伝説級だろ」そんな声が同級生からかかるのではないか──冴さえなかった中学生活の最後に、皆の、そして何よりも自分の思い出に刻み込まれる事件を引き起こせたんじゃないのか──そんな期待だった。だが、担任が教室に入ってくると、俺が不在だったことなどには一切言及せず、普通に三年間を締めくくるような感動的な話を始めてしまった。女子はかなりの割合が涙を流し始めたし、普段ちょっと悪ぶっている男子すらも涙ぐんでいる中、俺だけはその言葉が自分とは全く関係のない遠い世界の言語のように聞こえていた。そしてそのまま俺のことは一切言及されることなくクラスは解散の流れとなり、打ち上げ等には呼ばれず教室をあとにした……。

　辛つらい記憶がフラッシュバックして叫びそうになるのを、何とかしゃがみこんでやり過ごす。何もこんな時に思い出さなくても良さそうなものだが、こういうときだからこそ変な頭の使い方をして封印した記憶を掘り起こしてしまうのだ。

　この精神状態ではトイレへは向かえそうにない。そう判断した俺は次の候補へと向かう──屋上だった。

　相変わらず校内のスピーカーからは俺たちに投降を促す放送が大音量で流れている。階下ではどうやら生徒会の率いる軍団により荒っぽい捜索が行われているようで、ドカドカと物音が聞こえてくる。そんななか俺は足音を潜めて、屋上へと向かった。

　幸い屋上の鍵は開いていた。扉が軋きしむ音に気をつけながら、外に出る。冬晴れの空はひたすらに青かった。風が一瞬強く吹き、歩む足がおぼつかなくなる。ひどく冷たい空気が肺の奥深くまで入り込み、ぶるっ、と身体からだが震えた。コートもなにも持たずに来てしまったことを後悔する。

　ここならトイレに負けず劣らず、サボっていた、という言い訳が通じるだろう。それに生徒会は下の階からしらみつぶしに探しているようで屋上に到達するまでに終業式が終わってしまいそうだった。

　適当に腰を掛ける所を探そうと屋上を歩き回る──と、裏庭に人影が見えた。頭をすぐに引っ込め、様子を観察する。男女のつがいで、どうやら生徒会関係者ではないらしい。とすると、終業式をサボってそこに隠れていたのだろう。なんだか妙に身体からだが近づいている気がするし、もぞもぞと怪しく動いている。

　俺らが張り切って反恋愛運動を講堂で展開したのにも拘かかわらず、終業式をサボったこいつらは全くその主張を聞くこともなく、ここで退屈な情事に励んでいるのだ。そう思うと怒りがふつふつと湧き上がってきた。

　駄目だ、こんな時に目立つ行動をしてはならない──そう冷静に律する自分がいる一方で、獰どう猛もうな反恋愛の精神が俺の血を抑えようがないくらいにたぎらせていた。

　ここで何もやらずに見過ごした後で、俺は本当に反恋愛を信じ抜くことができるのか？　俺の反恋愛とは、その場その場の都合で行動を変えてしまうような軟弱なものだったのか？　そうではない。どんな苦境が待ち構えていようと、撥はねのければいい──我々が恐れるべきは唯ただ一ひとつ、この反恋愛への情熱が風化していってしまうことだけなのだ。

　俺は覚悟を決めると、屋上の縁を走る柵に手をかけ──叫んだ。

「リア充爆発しろ!!」

　俺のその怒号を浴びせかけられると、そのカップルはすぐに離れ、回りをキョロキョロと見回しはじめた。成功だった。

　しかし今の叫びは生徒会側の耳にも入っただろう。屋上へと踏み入ってくるのは時間の問題だ。馬鹿なことをしでかした。しかし、やらねばならなかったのだ。

　次にどこへ移動すべきか考えながら、屋上の出入り口へと向かう……と、急に扉が撥はね開けられた。

　もう来たのか!?　一瞬そう身構えたが、扉の陰から姿を見せたのは、よく見知った人物だった。

「まったく……お前はいつも、そうやって後先考えずに行動する。昨日、あんな風に、その……約束したばかりなんだがな」

　領りよう家けは息を弾ませながらそう言うと、後ろ手に扉を締めた。

「約束は守る。どんな苦境に立たされようと、俺は必ず逃げ延びる」

「具体的にはどうするんだ。そういうのを、後先考えない、というのだ。……だが、お前のあの咆ほう哮こうは、反恋愛活動家としては実に正しかった。私も、あの光景を目撃していた。実を言えば迷っていたのだ」

　領りよう家けはそう言うと、ゆっくりと歩きながら続けた。

「覚えているか？　一年前、ちょうど同じようなことがあった。そのときから私は……高砂たかさごと、こうして反恋愛運動を始めたんだ」

「……ああ、覚えている」

　忘れるはずがなかった。そのときまでは領りよう家けただひとりしかいなかった反恋愛主義青年同盟部に、俺が入るきっかけとなった出来事なのだから。

「今はもう、部員は七人だ。一年で七倍になったな」

　俺がそう言うと、領りよう家けはふっ、と噴き出して笑った。

「ああ、凄すさまじい躍進だ。後の時代の反恋愛史家からは、奇跡の年として華やかに記述されることになるだろう」

　そんな話をしていると、階下からドタドタと慌ただしい足音が聞こえてきた。

「生徒会だろう、お前の叫びを聞いて、反恋愛主義青年同盟部が屋上に居るものと踏んで駆けつけてきたのだ。どうする、また大人しく捕まるか？」

　領りよう家けは冗談めかしてそんなことを言う。

「嫌に決まっているだろ。もうあんな目にあうのはこりごりだ」

「意外だな、結構楽しんでいたんじゃないのか？　皐さつきに聞いたぞ」

　天あま沼ぬまに何やら告げ口されていたらしい。領りよう家けは軽口のように喋しやべっているが、目の奥の方には本物の怒りが見え隠れしているような気がした。

「あんなのはもう沢山だ。むしろあれで、俺はもう完全に恋愛というものと決別できた気がする。それに……」

　最後に言葉を付け加えようとして、俺は慌てて止めた。

「それに……なんなんだ」

　一刻一秒をあらそう緊急事態だというのにも拘かかわらず、領りよう家けは俺に続きを促した。言い逃れもできず、躊ちゆう躇ちよしている暇もない。仕方なく、一度は飲み込んだその続きを話す。

「それに……俺には、領りよう家けひとりいればいい。それが分かったんだ」

　覚悟を決めて真正面からそう言うと、領りよう家けは一瞬きょとんと目を丸くしたあと、みるみるうちに顔を赤くしていった。先ほどまで余裕の表情で俺を責めていたのに、今や顔を伏せてしまっている。

「なにを、緊急事態に、そんな……ば、馬鹿なことを……」

　唇をわたわたと震わせながら、彼女は顔を逸そらして続ける。

「そんなことより！　どうやって、この状況を切り抜けるか……だ」

　足音は刻一刻と近づいてきている。ガヤガヤと騒ぎ立てる声までもが聞き取れるようになっていた。

「そんなの……やはり、アレしかないだろう」

　俺が言うと、領りよう家けはためらいがちに返してくる。

「また、アレをやるのか……」

「なんだ、不服か？」

「……別に。ま、前もこうして切り抜けたのだからな、こんなものはただの偽装であって、特別の意味はない。そうだ、そうだな」

　自分を納得させるようにそう言う領りよう家けをよそに、俺は屋上の床に寝転んだ。多少背中は汚れるが、今さら気にしてもいられない。

　生徒会はもう目前まで来ている。屋上と校内とを繫つなぐ鉄てつ扉ぴのすぐ向こう側から、ざわめきが聞こえてきた。

「さあ、領りよう家け。はやく来てくれ」

「う……ああ、勿もち論ろんだ」

　なんだか煮え切らない調子でそう返事をすると、横たわった俺の足のあたりをまたぎ、床に膝をついた。

「うう……」

　それから上半身をゆっくりと倒し、顔を近づけてきた。怖おず怖おずといった感じで、動きにキレがない。

「どうした、一年前はお前が俺を押し倒したくらいだったろう」

「あのときは……だって、まだ……あまりお互いによく、知らなかったし」

「知らないほうが思い切りよくできるのかよ……」

　一年前、俺は校舎の屋上から裏庭でバドミントンをやる男女に向かって、今日と同じように叫んだ。その時も領りよう家けが駆けつけ、ほとんど初対面だった俺を押し倒して「リア充カップル」を装よそおうことで怒鳴り込んでくる相手を撃退したのだ。

「う、うるさい、今、心の準備ができた！　いくぞ!!」

　領りよう家けはそう言うと、さらに顔を近づけてくる。垂れた長い髪が邪魔になったのか、手で払って耳の後ろに流すようにかけた。そんな仕草を見ていると、こちらまで何だか本当に情事に及んでいるような気がして落ち着かなくなってくる。

　相手を精度良く騙だますためには、半はん端ぱな工作では駄目だ。それこそ本当に恋人同士であるかのような気分で、今にも事をおっぱじめるといった雰囲気で臨まねばならない。

　領りよう家けは長年の反恋愛活動の経験によりそのことを知ち悉しつしていた。目を細め、瞳を涙に潤ませて唇をわずかにすぼませる彼女の顔は、これから好きな人にキスをするようにしか見えなかった。

　こちらもただ横たわって受け身では不自然だ。そこで、一方の手を彼女の腰のあたりに持っていき、他方をその頭の横へ添えた。

「んっ……」

　領りよう家けがくすぐったがってそんな声をだすと、いよいよ変な気分になってくる。あの時以来何度かこうした手法で切り抜けたものだが、そのたびごとに下手になっているような気がする。

　と、そんな時、扉がガンッ、と開かれた。

「ここに居るのは分かっています！　大人しく出てきなさい!!」

　勢いよく入ってきてそう言ったのは、生徒会長の佐さ知じ川かわだった。最初こそおとなしそうに見えた彼女だったが、反恋愛主義青年同盟部との血みどろの闘争を繰り返すうちに、野性味が出はじめている。

　が、彼女は目の前で繰り広げられる光景を目にすると、急に黙り込んで無表情になった。しばらく俺らがそのままの状態を維持していると、彼女はコホン、と咳せき払ばらいをしてから話し始めた。

「あなたは、対立候補だった領りよう家けさんですね……何をしているんですか、こんな所で」

　つい先程までびくびくしていた領りよう家けだったが、佐さ知じ川かわと相対する段になると、いつものように落ち着いていた。

「何って……普通に性交ですけど」

　平然とそう言ってのける領りよう家けに佐さ知じ川かわは面食らったようで、言葉に詰まった。だがすぐに口を真一文字に引いて領りよう家けを睨にらみつけると、切り返してきた。

「……今は終業式の最中です。生徒は講堂に集まっています。ここで性交していい時間ではないはずです」

「そんなことは知っていますよ。出なければならないはずの終業式、それをサボって屋上で情事にふける──この背徳感を味わうために、クリスマスなのにわざわざ学校に出席しているんです」

　その頭のネジがダース単位で外れた回答に直面して、佐さ知じ川かわはいよいよたじろぐ。そこを領りよう家けは更に攻め立てていった。

「佐さ知じ川かわ生徒会長には感謝しているんです。就任なさって以来、会長は学園をより良い環境へと作り変えてくださっています。私たちがここでこうしていられるのも、会長のおかげなんです」

　異次元からの感謝に、さすがに佐さ知じ川かわの表情が歪ゆがんだ。何日も前からあれこれ考えて用意して緊張しながら臨んだ終業式の演説。だが屋上で情事に励む二人はそんなものに全く興味を示さず、そのうえ苦心して築き上げた環境をこれでもかと活用している。どんな聖人君子だろうと、『リア充爆発しろ！』と叫びたくなる状況だろう。領りよう家けの狙いはそこだ。これで佐さ知じ川かわのやる気を削そぐことができたら、カモフラージュと合わせて一石二鳥の結果となる。

　だが彼女は堪えきった。領りよう家けの言葉を聞くと、口くち許もとをピクピクとさせながらも微ほほ笑えみ、軽く頭を下げる。

「お褒めいただきありがとうございます。そうやって喜んでいただけたら、私もいろいろと動いている甲か斐いがあります」

　なかなかのつわものだ。領りよう家けもこれ以上の悪辣な台詞せりふを用意していなかったと見えて、それきり黙る。

「……ところで、このあたりに反恋愛主義青年同盟部などと名乗る反社会的集団が出没していたと思われるのですが……何か心当たりはありませんか？」

　そんな佐さ知じ川かわの問いに対し、領りよう家けは飄ひよう々ひようと答える。

「何か先ほど叫び声のようなものは聞こえたのですが……屋上ではないようですね」

「そうですか……いえ、ありがとうございます」

　佐さ知じ川かわは他のメンバーに屋上の調査を指示すると、「申し訳ないのですが」と俺たちに場所を変えるようお願いしてきた。俺と領りよう家けは立ち上がり、校内への扉へと向かう。

　すれ違う瞬間、領りよう家けは足を止めた。

「ひとつ、お聞きしたいことがあるのですが──良いいでしょうか」

　佐さ知じ川かわは顔を校庭の方へと向けたままで、了承する。

「ええ、私に答えられる範囲なら、何でも」

　それを聞いた領りよう家けは、声のトーンをこれまでよりも低くして、鋭く問うた。

「あなたが生徒会長をなさる本当の動機は、何なんですか」

「……もちろん、この学園をより良いものにしよう、それだけです」

「それだけではないでしょう。これまで表立った活動をしてこなかったあなたが、宮みや前まえ前生徒会長を陥おとしいれてまで、生徒会長になりたかった理由──何か他に、強い意志が……」

「言いがかりですね。あれは偶然の産物です。結果的に私が勝つことになりましたが」

「…………」

　領りよう家けは何も言わず、ただじっと相手を睨にらみつける。すると佐さ知じ川かわは、フッ、と嘲あざ笑わらうようにため息を漏らすと、淡々とした口調で語りはじめた。

「動機──そうですね、端的に言えば、宮みや前まえ先輩やあなたのような人が、嫌いだからですよ。成績優秀で眉び目もく秀麗、そして周囲の人からの信頼も厚い。前生徒会長の太鼓判を押されて生徒会長に立候補。そんな人間が、大嫌いだからです」

　いきなりのそんな言葉に、しかし領りよう家けは顔色を変えず黙って聞く。佐さ知じ川かわはそのままの調子で続けた。

「皆から親しまれる優秀な人が絶大なリーダーシップを発揮して生徒を率いていく──宮みや前まえ先輩はそんなタイプでした。そしてあなたもそうなるでしょう。確かにそれで、学園内の生徒の活動は活発になるのかもしれません。現に宮みや前まえ先輩の施策の下で、数多あまたの才能が学業に、部活動に発揮され、輝かしい成果を出しています。しかしそんな空気は、凡人の私たちには息苦しい」

　そう言うと佐さ知じ川かわはゆっくりと校庭の方へ向かって歩き、金属の柵に手を置いた。

「キラキラと輝く宮みや前まえ先輩と一緒に働くのは、面白いのと同時に苦痛でした。それぞれの才能を開花させて遺憾なく発揮し成果を出す生徒への支援は、やりがいとともに虚脱を覚えました。他の生徒会メンバーも多かれ少なかれ同様の印象を抱いていたようです。だから私たちは、宮みや前まえ先輩の系譜から離れて、新しい生徒会を作ることにしたんです」

　領りよう家けは厳しい表情を保ったまま、ゆっくりとその言葉を頭の中で咀そ嚼しやくするように少しのあいだ口を閉ざしていたが、しばらくしてさらに問うた。

「恋愛を全面的に支援する今の生徒会の方針は、それとどう繫つながっているんですか」

　佐さ知じ川かわはフフッ、と笑ってから、楽しそうにその問いに答えた。

「簡単ですよ。恋愛に夢中になっている人は、一般的に角が取れて鋭さを失う──尖とがっていた才能が錆さびついていくんです。誰もが恋愛に夢中になって、そして一様に愚鈍になる。それこそが幸福な道でしょう。私は、私たちは、そんな優しさにあふれる学園を作り出したいと思っているのです」

「……本気で、そんなことを考えているのか」

「ええ。私はあの、反恋愛主義青年同盟部とかいう団体、あの主張に一部同意しますよ。恋愛が人間を抑え込んでいる。でも目指すべきなのは、その団体の主張のように人々の恋愛からの解放ではなくて、さらなる抑圧の徹底でしょう？　そこが分かれ道ですね」

　どんな言葉を返していいのか分からない。彼女の主張に反感を抱くとともに、どこか理解できてしまうところもあった。

「あなたの主張はおおよそ分かりました。最悪だと思います」

　領りよう家けのそんな言葉を聞いて、背中を向けていた佐さ知じ川かわは振り返る。その顔は、微笑ほほえんでいた。

「でしょうね、才気あふれるあなたには理解できないと思います」

「……最後に、聞いておきたい。どうして、そんなことを私にベラベラとしゃべるんですか」

　佐さ知じ川かわはゆっくりとまばたきをしてから、実に嬉うれしそうに言った。

「悪意ですよ。順風満帆に学園生活を謳おう歌かするあなたたちが、少しでも嫌な気分になれば、私としてはそれ以上の喜びはありません」

　佐さ知じ川かわの感情は、リア充のそれにくらべればはるかに理解できるものだ。共感するところさえある。だが俺ら反恋愛主義青年同盟部とは、決定的なところで違っていた。

「なるほど、確かに嫌な気分になりました。最悪に近いです」

　領りよう家けがそう返事をすると、佐さ知じ川かわは頷うなずいた。

「良かったです。長々とこんな話をした甲か斐いがあった。──まあ、全て冗談なんですけどね、私は生徒の幸福を願う善良な生徒会長ですよ」

　相手を馬鹿にするようにそう言うと、佐さ知じ川かわは屋上から校庭に唾を吐き捨てた。

「よく分かりました。それでは失礼します」

　ペコリと頭を下げると、領りよう家けは校舎の中へと繫つながる扉を開いた。が、中には入らず、そのままドアノブを持って言葉を続けた。

「ひとつ──こちらも隠していたことがあります」

「あら、何でしょうか。人の上に立つあなたにも隠しごとなんてものが？」

　舐なめくさった口調で言うと、佐さ知じ川かわはこちらを見ずにクスクスと乾いた笑いを漏らした。

　領りよう家けは息を大きく吸い込み──それから鋭く、明確に、何の迷いもない口調で、こう宣言した。

「反恋愛主義青年同盟部の創始者、そして最高指導者は──私だ」
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　領りよう家けのその告白に、佐さ知じ川かわが振り向く。あまりの突拍子のなさに、反応が追いつかないのだろう。きょとんとしてしまっている。

「なかなか面白い冗談ですね。ユーモアの才能もあるようだ」

「冗談などではない、本気だ」

　領りよう家けはそう言うと、ドアノブから手を離して振り返り、隠していた手ぬぐいをいつものように顔に巻きつけた。

「見覚えがあるだろう。そうだ、私がいつも演説をしていた女だ」

　佐さ知じ川かわの顔から笑みが急速に抜けていく。

「……確かに、似てはいますね」

「そうだろう、何しろ本人なのだから」

「どういうつもりですか。我々は奴やつらを追い詰めるのに忙しいんです。そこの男と早く出ていって性交でもなんでもしていてくださいよ」

「性交などしない。この男も反恋愛主義青年同盟部の一員なのだからな」

「……なかなか苦しい説明ですね」

　佐さ知じ川かわはそう言って苦笑いする。遠巻きにこちらの様子を窺うかがっていた男が、その領りよう家けの言葉を聞いて打たれたように佐さ知じ川かわのもとへと駆け寄った。

「なんですか。……はい……あの男が？」

　俺に何かあるのか、などと一瞬訝いぶかってしまったが、考えてみれば当然の話だった。つい昨日まで大たい性せい欲よく賛さん会かいに捕まっていたのだから、顔など割れているに決まっている。

「しかし……どこにでもいるタイプの顔ですからね。……もう少し確認を……」

　何か非常に失礼な言葉が聞こえた気がするが、それを気にしている場合でもない。こそこそと話し合う佐さ知じ川かわたちにしびれをきらし、領りよう家けが話し始める。

「貴様は言ったな──私が順風満帆な人生を歩んでいると。そんな私や宮みや前まえのことが嫌いだと、だからこそ工作をしてまで生徒会長になった。だが、それは最初から完全に間違っている。私はそのような人間ではない。恋愛を恨み、社会を呪い、世界を敵に回す反恋愛主義者だ。そしてお前は、そんな私の偽装工作にまんまと騙だまされ、私が充実した人生を送っているなどという虚像を信じ込んだ。そしてそんな曇った鑑識眼から他人にレッテルを貼り、見下している──まったくおめでたい人間だ」

　先ほどまで余裕を見せていた佐さ知じ川かわの表情が、それを聞いてはっきりと歪ゆがんだ。領りよう家けはなおも続ける。

「貴様はそうやって『才能』などという曖昧な概念にすがって自分を慰めているだけだろう。確かに才能の存在する領域はあるだろう、だがそれはお前が使っているような意味においてでは決して無い。自分が傷つくことを恐れて何もできないでいることを正当化するために、その概念を援用しているだけだ。そしてそれは、貴様の醜悪な自己愛に起因している──自己批判せよ！　我々に必要なのは、姑こ息そくに立ち回って自分とその取り巻きだけでつくる殻に籠る見せかけだけの空論などではない。そういった下らない傷の舐なめあいに対し、我々反恋愛主義青年同盟部は無慈悲な階級的鉄てつ鎚ついを振り下ろす！」

「……捕らえなさい」

　佐さ知じ川かわがそう命じると、傍そばで待機していた男が二人、俺たちの方へ向かって駆け出した。

　鉄てつ扉ぴを撥はね開け、俺たちは校舎の中へと入り込む。転がるようにして階段を駆け下り、曲がって教室の並ぶ廊下を走る。

　どうやら終業式はいつの間にか終わっていたようで、校内にはもう生徒たちが戻ってきていた。その間を縫うようにして、俺と領りよう家けは追っ手から逃げていく。顔を知られてしまった今となっては、武装を解いて一般生徒にまぎれるという手法も通用しない。

　数の上では生徒会側に利があった。後ろから追ってくる二人に加えて、前にも屈強な男二人が待ち構えていた。講堂から戻ってきたのだろう。

　が、ガンッ、という鈍い音とともに、前の二人が崩れ落ち、倒れた。その向こうには角材を気持ちよく振り切った西にし堀ぼりと瀬せヶが崎さきの姿があった。廊下を行き来していた生徒の間に、悲鳴が上がる。追ってきていた男たちの足取りが急速に鈍くなった。

「血がたぎる」「かなり派手な戦いになってきましたね」

　西にし堀ぼりと瀬せヶが崎さきは角材を細かく振り、ヘルメットの位置を直しながら口々にそう言った。
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　と、校内のスピーカーが一斉に鳴りだした。

『全校生徒のみなさんにお知らせします。現在、校内に反恋愛暴力集団が潜伏しています。発見された方はすぐに生徒会へお知らせください。繰り返します……』

　そんな放送が流れると、生徒たちからの注目が俄が然ぜん強くなってくる。追っ手の数もさらに増えて、こちらに向かってきた。

「このままでは数に押されてしまう──味方を増やすしかない！」

　領りよう家けはそう言うと、方向を急転換して渡り廊下の方へと直角に曲がった。西にし堀ぼりと瀬せヶが崎さきが容赦なく角材を振るい、道を開けてくれた。俺と領りよう家けで先へと進む。

　教室のない並びに入ると人気はなく、二人の床を蹴る音だけが廊下に響く。

「どうして……正体を明かしてしまったんだ!?」

　走りながら俺は隣の領りよう家けに問う。

「成り行き上、仕方なかった。あまり深くは考えてない」

　これまでひた隠しにしてきたものを明らかにしてしまった直後だというのに、領りよう家けはいやに落ち着いていた。

「どうするんだ、学校を追われるかもしれないじゃないか」

「そうなったらその時考える。なに、遅かれ早かれいずれこうなることは分かっていた」

「…………」

「それに……お前はもう、顔が割れているんだ」

「それは、俺だけの話だ」

「お前だけ、というのはもう嫌だ。危ない橋は、一緒に渡る」

　領りよう家けはそう言って、足を止めた。到着した先は、放送室だった。

　扉の前にはでっぷりとした体格の良いい男が仁王立ちしていた。俺たちが走ってきても対応する素振りもなく、持ち場を離れず守り続けている。

「これは……厄介だぞ」

　少し押したり蹴ったりしてみたが、ビクともしない。こちらの攻撃などには全く動じずに、腕を組んだままひたすらに窓の外に目を向けている。

　と、俺たちの来たのと逆方向から、人影がやってきた。敵かと思って身構えたが、どうもそんな様子ではない。遅くはないのにどこか気の抜けた感じの走り方でやってきたのは──神しん明めいさんだった。

「えい」

　到着するや否いなや何の説明もなしに、彼女は右手をその男の脇腹あたりへと突き出す。次の瞬間、バチンッ、という凄すさまじい音が鳴ったかと思うと、男は目を白黒させながら膝を突き、そのまま前のめりに倒れてしまった。口から泡を吹いてコポコポ音が鳴っている。

「茜あかね……これ、大丈夫なのか？」

「うん、一応手加減はしてあるから」

　神しん明めいさんの手にはスタンガンらしきものが握られているが、一部むき出しになって無骨な改造が加えられている。
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「なんか、焦げ臭いんだが……」

「大丈夫、だと思うけど……あれ、ちょっと計算間違えたかな？」

　神しん明めいさんは笑顔で首をかしげる。俺と領りよう家けもとりあえず笑みをつくり、大丈夫だということにして部屋の中に入った。

　放送室の中には、先ほどの生徒会からの連絡を流していた女子と、放送部員二人がいた。神しん明めいさんは外で待機しているため、ここは領りよう家けと俺の二人で切り抜けなくてはならない。

　そんな気構えに反して、事態は非常にスムーズに進んだ。

「なんですか、あなたたち……え、ちょっと、やめてください！」

　生徒会の女子が俺と領りよう家けに気を取られている隙に、放送部の二人が彼女に古い配線コードをしゅるりと巻きつけ、椅子ごと束縛してしまった。

「何をするんですか！　ちょっと、これ、外してください！　ん……んぐっ……んっ！」

　手ぬぐいを口に巻き付け、無力化が完成する。放送部の二人は何も言わず、親指をぐっ、と突き立てた。こちらも同じように返す。

　俺と領りよう家けがはじめて校内で行おこなった大規模な作戦──それが放送室の占拠だった。そのときは放送部員の人たちを拘束してしまったが、にも拘かかわらず彼らは領りよう家けの演説に感動して反恋愛に賛同してくれた。校内にはこうして確かに、俺らの仲間がいるのだ。

「今日はどうも──昔のことを思い出す日だな」

　領りよう家けは控えめな笑みを作りながらひとりごとのようにそう言って、マイクのスイッチを入れた。室内にあった、放送中を示すランプが、赤々と灯ともる。

「諸君──諸君──良く聞け、反恋愛主義青年同盟部である。先ほどは終業式にお邪魔させて頂いたが、また放送にて諸君らに呼びかけている。終業式の進行する間、暴力によって思想を弾圧しようとする生徒会と、我々は激しい戦闘を行おこなった。多勢に無勢ではあるが、我々は創意工夫をめぐらして佐さ知じ川かわ率いる生徒会を翻弄し、そしてその究極の目的を探り出すことに成功した！

　恋愛は人間を無力化する。才気煥かん発ぱつな人間が、ある時を境に凡庸になる、その原因を調べてみると彼氏・彼女ができたことだった──そんな事例に出くわしたことが諸君らにもあるかもしれない。恋愛は人間を陶酔へといざない、頭の働きを鈍らせる。佐さ知じ川かわらの狙いは、まさにそこにあったのだ。

　才能ある諸君らを恋愛の沼地へと沈ませ、その温ぬるい汚お泥でいの中で互いに互いを愛あい撫ぶすることに終始させ、その力を封じ込めようというのだ。全ての特色ある活動はこの学園から一掃され、皆が等しく『健全な高校生』という型に押し込められ、誰でもない誰かの日常を漫然と過ごすことを余儀なくされる」

　ガンッ、ガンッ、と鈍い音がし、ドアが軋きしむ。「ここを開けなさい！」佐さ知じ川かわのそんな声が聞こえる。俺が室内にあるものを使ってバリケードを構築し始めると、すぐに放送部員の二人も手伝ってくれた。

　領りよう家けはさらに続ける。

「背後の物音やがなりたてる声が聞こえるだろうか。これが生徒会の本性なのだ。普段は『生徒のため』などと聞こえの良いいことをさんざんほざいているが、いざ自分たちに火の粉がふりかかるや、守るべきだった生徒を、その言論を、弾圧するためにこうして豹ひよう変へんするのだ！　我々はこの生徒会に、今ここで否を突きつけなければならない！　我々は我々の手で、自由を摑つかみ取とらねばならないのだ!!

　学生を恋愛至上主義の泥でい濘ねいへと沈めようとする生徒会に、いま我々は階級的怒りの鉄てつ鎚ついを振り下ろすのだ！　諸君、放送室前へ集え！　この悪辣なる生徒会連中を包囲し、その圧政からいま、解放されるのだ！

　リア充爆発しろ!!」

　領りよう家けはそう叫ぶと、マイクのスイッチを切った。講堂の作戦から休みなしで、少しその顔には疲れが見えるが、目は活いき活いきと光り、表情は明るい。

　放送部員の二人は涙を流しながら、領りよう家けに握手を求めた。

「感動しました！　僕たち、もう……クリスマスソングなんて流したくなかったんです」

「スキー場で延々流れているような曲をかけるのは、もう嫌なんです！　勇気が出ました!!」

　どうやら生徒会にかなり圧力をかけられており、気が滅め入いっていたようだ。

「好きな曲をかけていい──このことがどれだけ、僕らにとって幸せなことか」

「昼休みにアニメのキャラソンをかけてもいい、自由とはそういうことだ！」

　涙を拭いながら口々にそんなことを言っている。昼休みに知っているアニメ関係の曲が流れてくると周りの反応を気にしてしまって飯が喉を通らなくなるから正直避けてほしいのだが、今はそんなことは言わない方が良いいだろう。

　ドアを蹴る音、降伏を促す叫び声は依然として続いていた。放送室から続いている視聴覚室の方も調べたが、そちらの出入り口も外からマークされているようだった。俺たちにできるのはもう、待つことだけだった。




　ガンッ、ガンッ、と周期的に鳴っていた音が、次第に弱まっていった。それと共に投降を呼びかける声もそのトーンを落としていく。

「……どうだろうか」

　領りよう家けにしては珍しく弱気に、そんなことを問うてくる。

「一般生徒はどう転ぶか分からない。だが、反恋愛主義青年同盟部のメンバーは、どんなことがあっても、どんな手段を使ってでも、俺たちのことを助けに来るだろう」

　そう返すと、領りよう家けは目をつぶって深く頷うなずいた。

「い、いざとなったら、僕らも戦いますよ！」「あまり力にはなれないかもしれませんが……」

　放送部の二人もそう言って、部屋の隅のガラクタ置き場から鉄製のＬ字鋼アングルを探し出してきた。

　そんな風にして覚悟を決めているうちに、外はいよいよ静まりかえってしまった。

「……行くぞ」

　そう言って領りよう家けは鍵を開け、ドアノブに手をかける。扉を引くとなだれ込むようにして、放送室に人が押し寄せてきた。

　構えた武器の柄を握り込む──が、それは振り下ろされずに済んだ。放送室に入ってきたのは、領りよう家けの呼びかけに応えた生徒たちだった。

「感動しました！」「生徒会を倒しましょう!!」「もう便所で飯を食うのは嫌だ！」「アニソンを口ずさんでいたら出会い頭に殴られたんです」「頒布予定の本が、ほとんど黒塗りに……」

　現行の生徒会に不満をつのらせる生徒たちの波は濤とうだった。そんな人の海をかき分けるようにして、天あま沼ぬまがやってくる。

「先生、よくご無事で！」

「皐さつきも大丈夫だったか。他の皆は……」

「外に集まっていますよ、行きましょう」

　天あま沼ぬまに手を引かれて領りよう家けが放送室の外に出ると、そこに詰めかけていた群衆がわっと沸いた。

「皆、先生の御威容をひと目見ようと、生徒会に目をつけられる危険を冒してここに参集したのです！」

　天あま沼ぬまは目に涙を浮かべながらそう言うと、手を挙げ歓声に応える。が、当の領りよう家けはただただ呆あつ気けにとられているようだった。

「凄すごいな、この人だかりは……」

　そんな他人ひと事ごとのようなことを言いながら、天あま沼ぬまに導かれるままにふらふらと歩いていく。これまでこんな温かい反応を貰もらったことがないので、どう喜んでいいか分からないのだろう。

　進んでいくと、さっそく宮みや前まえの姿が見えた。長いこと人の上に立っていただけあって、群衆をさばくのが得意のようだ。上手うまく立ち回ってこの熱狂をコントロールしている。

「まったく……もう少し広いところに人を集めることは出来なかったんですか」

　文句を言いながらも、顔は嬉うれしそうだった。

　さらに先へ行くと、廊下の端の方で何人か男が伸びているのが視界に映った。笑顔の神しん明めいさんが近寄ってくる。

「もう少し威力の調整が必要みたい。難しいよね」

　端に転がされた死し屍し累々は泡を吹いたり、「あぅ、あぅ」と繰り返しつぶやいたり、いびきをかいてしまっていたりする。最後の奴やつは本当にヤバそうだが、見なかったことにしよう。

　そしてその奥には、西にし堀ぼりと瀬せヶが崎さきが待ち構えていた。

「出てくるのが遅い」「昔のことを思い出す放送でした。すぐに駆けつけましたよ」

　その二人と他の賛同者が作る前線のさらに向こう側には、生徒会、そして佐さ知じ川かわがいた。

「こうした集会には生徒会の許可が必要です。即刻解散しなさい！」

　そんな校則に則のつとった攻め口で来るが、領りよう家けが受け付けるはずもない。

「そんなお遊びの法律もどきで我々がひるむと思うなよ」

「従わないのなら……実力行使に及ぶまでです」

「実力行使だと？　目の前で起きていることをちゃんと理解しているのか？　貴様らは既に、我々の勢力を以もつてすればどうとでも処理できる籠の中の小鳥なんだよ」

　その返しに佐さ知じ川かわは、ぐっ、と言葉に詰まった。それからしばらく目を泳がせた後に、苦し紛れの言葉を吐いた。

「ここにいる生徒など、全校生徒の十分の一にも至りません。どう考えても我々の方が優勢でしょう」

「馬鹿も休み休み言え、残りの生徒がお前らのために闘うとでも思っているのか？　見ろ！」

　そう言って領りよう家けは窓の外を指さす。生徒たちは談笑しながら校門へと向かったり、部活のためにグラウンドの整備をはじめたりしている。俺たちが籠ろう城じようしている間に、どうやらホームルームなども終わって放課後になっていたようだ。

「奴やつらは無関心なのだ。生徒会がどうなろうと、知ったことではない。多少の不便なら仲間内での愚痴止まりで外に出てくることはない。反恋愛主義青年同盟部が生徒会を支配したところで、何の行動も起こさないものが大半だろう。なぜか分かるか？」

「…………」

「奴やつらには『仲間』が、そして何よりも愛すべき『恋人』がいるからだ。外に放たれる、発揮されるべきだったその活力は、全てその空虚な連帯の中で空費され、ただ漫然と今ある日常を延々と続けようとする。そしてそれを推進しようとしたのは、佐さ知じ川かわ、他ならぬ貴様自身だったではないか！」

　佐さ知じ川かわや生徒会は、返すべき言葉を持たなかった。領りよう家けの指摘は、恋愛至上主義が常に孕はらむ問題点をえぐり出している。恋愛というものは魅力的な外見をしており、爆発的に蔓まん延えんする。しかし恋愛は人間の気力を奪ってしまうため、ひとたびその流れに反対する者が出ると、骨抜きにされた恋愛至上主義者では対抗できなくなるのだ。それこそが、大たい性せい欲よく賛さん会かいが──ひいてはその親玉であるところの女児が、この取るに足らない弱小組織である反恋愛主義青年同盟部を躍起になって潰そうとする理由なのだろう。

「くっ……そうやって暴力でねじ伏せるやり方で、皆が納得すると……」

「納得などする必要はない。暴力は革命の助産婦だ。皆の承認を得ながら少しずつ改良を加えていった方針など、つぎはぎだらけのガラクタだ。我々はこの社会を、科学的反恋愛主義に則のつとり、多少の犠牲は惜しまずにゼロから再構築するのだ！」

　領りよう家けのその言葉に、群衆が拳をかかげて歓声をあげた。その獰どう猛もうな響きに、佐さ知じ川かわたちは後あと退ずさる。

「……あなたの素性はもう分かっています。我々が措置をとろうと思えば、いくらでもやりようはあるということをお忘れなく」

　負け惜しみのその言葉にも、領りよう家けは余裕だった。

「やってみるといい。そういった我々を刺激する行為は、結局そちらの首を絞しめる結果に終わるだろうからな」

　領りよう家けの泰然とした態度に気け圧おされ、佐さ知じ川かわは後ろを振り返る。

「いつもは我々が逃げる立場だが、もうそれも過去の話だ」

　そんな領りよう家けの言葉に応対する余裕もなく、仲間内で二言三言交わすと、佐さ知じ川かわたちはすごすごとその場を去っていった。

　すかさず領りよう家けが宣言する。

「我々は勝利した！　常に退去を余儀なくされてきた我々が、ついに生徒会を引き下がらせたのだ！　これは反恋愛主義革命史に確実に刻み込まれるであろう、大きな大きな一歩だ。皆、この場にいたことを誇ってほしい。この勝利は、我々が、我々全員で成し遂げたものなのだ!!」

　その言葉に、割れんばかりの歓声が応えた。ビリビリと窓ガラスを震わし狭い廊下に飽和したその声は、しばらく鳴り止やまなかった。
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　　　　４




　その後もしばらく熱狂はおさまることなく、校内に響き渡っていた。やっと一段落がついて俺たちが家路につく頃には、もう運動部の生徒たちも部活を終えて帰ってしまっていた。

　疲れ切ったのか達成感からなのかぼーっ、としている領りよう家けと別れ、自宅に向かう。昨日よりもマシだが、やはりどこか風景がよそよそしい感じがした。

　一年前のことを思い出す。クリスマス・イヴに領りよう家けが街頭で演説しているのを目撃し、その次の日に屋上の事件があって、俺は反恋愛主義青年同盟部に引き入れられた。そしてその帰り道、俺は女児に出会ったのだ。

　今ごろ彼女はどうしているだろうか。まさかまだあの駅で列車に乗り遅れたときのまま固まっているとは思えないが、敵ながら心配になってしまう。

　しかしそろそろ情を絶たねばならない。反恋愛主義青年同盟部を潰そうとする連中の黒幕が、なぜか俺とひとつ屋根の下暮らしていたという今までの状況は、明らかに異常だった。一緒に暮らしているうちに感覚が麻ま痺ひしてしまったが、あの状態からはいつか脱却せねばならなかった。それがこのタイミングで、向こうの方の都合からだが達成されたのだ。これはむしろ歓迎すべきことなのだろう。

　つらつらとそんなことを考えて歩いていると、いつの間にか家の玄関にたどりついていた。解錠し、扉を開く。

　──と、奥の方から物音がした。心臓が跳ね、自分の置かれた立場が思い出される。俺は大たい性せい欲よく賛さん会かいに捕らわれ、現在再教育施設からの脱走中なのだ。奴やつらが俺を連れ戻すために来るのは、むしろ当然のことだった。

　しかしこうして察知できてしまったならば、むしろこちらにも勝機がある。玄関を入ったところで待ち構えていられたら、完全にやられていただろう。こんな物音も立てて、やることがかなり甘い工作員のようだ。

　俺は物置から古い鉄製のフライパンを取り出し、構えながら廊下を進む。どうやら工作員はリビングで何らかの作業をしているらしい。息を大きく吸い込み、一気に突入する。

　……が、中の様子をひと目見て、俺は一気に脱力してしまった。

「やあ、遅かったじゃないか」

　女児だった。ゲーム機を俺の部屋から持ち出してリビングの大きなテレビに繫つなぎ、台所の戸棚の奥の方にしまってあったポテチをつまみながらプレイしていた。コントローラーが油でギトギトになっている。勝手知ったる我が家、とでもいったような傍若無人な振る舞いだ。

「……なんなんですか、一体」

「間が空くと腕前が落ちているものだね。やはり毎日の研けん鑽さんが必要ということか」

　俺の質問には応えず、女児はテレビ画面を見つめたままそんなことをほざきはじめた。最初から下手くそだったため、全く変化したように見えない。

　ボロ負けしたあと女児はひとしきりネット対戦の味方について文句を述べ立てたあとで、こちらへと向き直った。

「……さて、何から話したものかね。ああ、まずはあの駅でのことを言っておこうか。乗り遅れたのは無論、こちらの作戦だ。君の心に複雑な感情を呼び起こすための布石でね、十年後、二十年後に効果を発揮してくるはずなのだが……理論は今の君たち人類の知識レベルで手に負える代物ではない。ここでは説明を省こう。あのあと私は予定通りの列車に乗り、こちらへと帰ってきている。決して駅員に泣きついたり、途中でおばちゃんに慰められてお菓子を買ってもらったりはしていない」

　訊きいてもないことをベラベラと喋しやべりだしていた。話しているうちに心細さを思い出してしまったのか、目が若干潤んでいる。おばちゃんが優しすぎて俺も泣きそうになってしまう。

「君には我々の教育プログラムを受けてもらっていたね。それが覿てき面めんに効果を示したことは、君も同意せざるを得ないんじゃないかな」

「……あんな所に閉じ込められたら、誰だって発狂しますよ」

「発狂ではない、あれが正常な状態なんだ。まあ、今はそれはいい。君は教育プログラムを途中で放り出し、幸福になれる権利を捨てて、反恋愛へと舞い戻った。だが我々はそれを、黙認することにしたのだ」

　女児はそう言うと、手についたポテチの油をカーペットで拭こうとする。すかさず俺はウェットティッシュを放り投げた。

「何な故ぜか？　誤算があったからだ。それはこちらとしても認めざるを得ない。私の方にもまだまだ予想のつかないことがある──特に、領りよう家け薫かおるに関係することについては」

「領りよう家け……ですか」

「君がいなくなった反恋愛主義青年同盟部、そして領りよう家け薫かおるがどうなったのか、君も少しは聞いているんじゃないかな。現実は君の想像している状況の、何倍も酷ひどいと考えて良いだろう」

　女児の顔色が翳かげる。いつも自信満々な彼女がこうなってしまうほど酷ひどい状況、どんなものなのか想像もつかない。

「今もその獰どう猛もうなエネルギーが残っているだろう。君たちが生徒会の支配を破れたのも、ひとえにその残ざん滓しからなのだよ」

　終業式での作戦といい屋上でのやりとりといい、確かにみな攻撃的だったし、領りよう家けの舌ぜつ鋒ぽうにも凄すさまじいものがあった。

「まだそうして残っている部分もあるが、君が戻ってきたことで格段に落ち着いた──丸くなったのだ。我々は結論した。反恋愛主義青年同盟部を、領りよう家け薫かおるを抑え込むためには、君の存在が不可欠だ」

「ちょっと……言っていることがよく分からないんですが」

「分からなくても良い、君は今までどおり反恋愛主義青年同盟部にいてくれて構わない。我々も君を施設へと連れ戻したりはしない──その代わり、君には転向などは許されない。他に彼女を作るなど以もつての外ほかだ」

「えっと……勿もち論ろんそのつもりですけど」

「よし、男に二言はないな？　だが人の心は移り変わるものだ。いくら君と領りよう家けの間とはいえ、関係が悪化することもあるだろう。それを監視するために、私が改めてこの家に常駐することになった」

「あまりにも自分勝手な物言いの気がするんですが。それに、その話といまポテチ食ってゲームしていることとの間に、何の関係があるんですか」

「……細かい男だな」

　女児は舌打ちして小さくそう言うと、ドシン、と座り込んであぐらをかいた。

「君が何と言おうが、これは決定事項なのだ。私は仕方なく、今までどおり君の妹として振る舞うこととなる。そしてそれを周囲から不自然と思われぬためにも、こうして嫌々ながらゲームに熱中している振りをしているのだ」

「でも、俺の方としては……」

「うるさいな！　そうだ、腹が減ったぞ、何か無いのか。このままでは死んでしまう、そうすれば君は少女虐待の咎とがで世間から後ろ指をさされながら暗い人生を……」

　完全に誤魔化しにかかっているが、あまりにもうるさいので反抗する気力が削そがれる。黙らせるためにとりあえず冷蔵庫を開けると──いつか買ったままになっていたプリンが、そのまま残っていた。

「……とりあえず、これでも食べればいいんじゃないですか」

　ビニール袋に入ったままのそれを渡すと、女児は早速ごそごそと中身を取り出し、目を輝かせた。

「これは……私の好物ではないか！　……さては、いつか私が帰ってくることを期待して、買っておいたのだな！　君にもなかなか、甲か斐い甲が斐いしいところがあるじゃないか！」

「そんなわけ……ないじゃないですか」

　一瞬詰まったが、俺はそう言ってスプーンを投げつける。

「……君、これ、賞味期限が切れているよ」

　女児はそう言って振り返る。顔には満面の笑みが浮かんでいた。

「やはり私のために……」

「買って忘れてただけですよ。しょうがないんで、また買い直してきます」

「照れなくてもよい、もう君の……」

「これ以上うるさくすると買ってきませんよ」

　俺は若干声を荒げてそう言うと、逃げるようにして最寄りのコンビニまで向かっていった。




　　　　○




　長い長い闘いを終えてやっとたどり着いたつかの間の休息、冬休み。俺はその初日から熱を出し、寝込んでしまっていた。

「まったく、自己管理がなっていないな。いくら自暴自棄な暴論を信条としているとはいえ、自身の健康状態くらい気にしたらどうだい？」

「君が倒れたら私の食事は誰が用意するんだ」

「病は気からだ、ほら、一緒にゲームをしていればすぐ良くなるだろう」

「風邪薬があったぞ、飲んで寝たら治る」

「仕方ないからコンビニで飯を買ってきた。君の分のおかゆもある。食欲がない？　少しは食べなくちゃだめだ！」

「暇だ。君が寝ていたら何もできないじゃないか」

「……眠ったか。あ、まだ起きているな、ちゃんと寝ないと」

「うう……寒かった。ほら、熱冷ましのシートを買ってきたぞ」

「……早く良くなりたまえよ。これじゃ退屈で、こちらが死んでしまうぞ」

　遊び相手がいなくて何もすることがなかったのか、女児にはおつかいに行ってもらったり洗濯をしてもらったり、結果的にいろいろとお世話になった。不器用で多種多様の失敗を繰り広げていたが、それでも弱っているときに誰かが面倒を見てくれるというのはありがたいものだった。

　ここのところ溜たまっていた疲れが一気に出たのだろう。一週間ほども寝込んでしまって、ようやく全回復に近い状態まで持っていくには大おお晦日みそかまでかかった。

「ようやく良くなったか、まあ、私が世話をしていたのだから治癒は通常よりずっと早かったがな。もちろん私が看病したのは、君に早く領りよう家け封じの切り札として現場に復帰してもらわねば困るからだ、言うまでもないだろうが」

　訊きいてもないことをまた良く喋しやべる女児だった。

「本当に助かりました、ありがとうございます」

　俺がそれを無視して直球で礼を言うと、女児は「話を聞いていたのか！」と怒り、次には照れ隠しのようにプリン一週間分を要求してきた。それくらいなら喜んで払おう。

「しかし君の所属する反恋愛主義青年同盟部の面々は、一度も見舞いに来なかったな」

　喜々としてそう言った女児に、俺はすぐさま反論した。

「見舞いに来るなと釘くぎを刺しておきましたからね。病気が伝染って反恋愛運動全体が停滞してしまったらかなわないので」

「そうは言っても、普通は見舞いに来るものだろう。少なくとも果物など、玄関まで持ってきて家の人に渡すくらいやってもいいじゃないか」

「…………」

「やはり君の所属する団体には、人間の心を持たぬ者しかいないのだ。額面通りに言葉を受け取って満足しているようだから、恋人もできず、こうして極端な思想にも走る」

　反論したいところだが、確かに女児が言うように、俺も誰か見舞いに来てくれるんじゃないかという淡い期待を抱いていた。だが蓋を開けてみれば、誰も家に来ないどころか、電話やメールさえよこしてこない有あり様さまだった。

「我々はそういった甘ったれた『思いやり』などという行為は唾棄すべきものとしていますからね。そういった上辺は必要ない、魂の連帯で結びついているんです」

「なるほどなるほど、そうかそうか」

　女児がニヤニヤと笑って肩を叩たたく。領りよう家けくらいはこっそり連絡してくれてもいいのではないかという気はする。こういう時、あの矯正施設にいた女性陣なら競って看病イベントを発生させにやってきたことだろう。そんなことを思ってしまうと、病み上がりの弱った精神ではあのぬるま湯が恋しく思えて来ないことも無い気がして……。

　と、そんな折、机に置いていた携帯が着信し、カタカタと音を立てた。画面を見ると、領りよう家けからだった。

「……どうした？」

『た、高砂たかさごか。無事か？』

　あまりにもたどたどしすぎるその話し方に笑いながら、俺は応じる。

「風邪はもう良くなったよ。いよいよ反恋愛運動に復帰できる。休んでしまってすまなかったな」

『そんなことはどうでもいいのだ。あまり運動には手がつかなかった……いろいろと考え込んでしまって……。お前は風邪で休むと連絡を入れ、伝染すのが嫌だから見舞いに来るなと皆にメッセージを送ったな。それは当然の対応とも思えるのだが──果たして本当に、言葉通りに受け取ってしまっていいものなのだろうか？　もしかしたらそういった謙虚な申し出を無視して強引に見舞いに行く方が良いいのか？　確かに一般的な団体の場合は、そういった友情が成立するだろう。結果として風邪が伝染ってもそれは青春の美しい一場面として記憶に刻み込まれることだろう。だが我々はそんな団体とは一線を画する。反恋愛主義青年同盟部なのだ。我々は普段そういった行為を徹底的に批判してきた。そんな我々が、対象がその構成員だからといって立場を捻ねじ曲まげることをしても良いのか？　しかし、とは言っても、あまりにもそうした理想を実現しようとするあまり、部の連帯に支障を来す恐れがあるのではないか？　理想を突き詰めていった挙げ句に崩壊してしまった団体は星の数ほどある。我々は同じ轍てつを踏むのではなく、歴史から学び、この反恋愛という思想を世に広く展開せねばならない。そうしたことを考えるとここでは理想を一旦措おき、見舞いに行く、というのも将来を見据えた際にはプラスに働くのではないかと思えてくる。が、見舞う側がそうして納得して行ったところで、見舞われる側がどう捉えるか、という問題は残っている。こちらでは存分に意見のすり合わせを行うことができるが、見舞いというのは一発勝負だ。長々とこちらの意図を説明するわけにもいかず、相手がどう受け取るかということを予想するのは極めて難しい。相手が普通に喜んでくれればそれでいいが、反恋愛思想の理想が染しみついている場合、こちら側を批判してくる可能性がある。その態度は反恋愛主義者としては正しいのだが、心配した仲間として寂しい気持ちがあることは否いなめない。また、こちらを批判しているように見えて、内心では喜んでいる、という場合も考えられる。この外見上は同じように見えても全く異なる二つの反応を、どのように互いに区別すれば良いのか？　我々は普段の高砂たかさごを知っているから、そのおおよその反応を予想することができる。だが、病気で弱っているときにどういった思考回路をとるかというのは未知数だ。その予想から大きく外れることも考えねばならない──以上、こうしたことを考えに入れた上で、我々がとるべき最良の方策は何なのか。高砂たかさご以外の反恋愛主義青年同盟部の面々は、膝を突き合わせて議論に議論を重ねた。簡単なようでいて非常に難しい問題だ。論点の整理だけで優に丸二日は費やした。論戦は白熱し、意見は割れに割れ、あわや部の解散の危機、というところまで発展してしまった。そこで我々は、とりあえずの方策として、「私が電話で様子を探ってみる」を敢行することで合意を見、こうして電話をかけるに至ったのだが……治ってしまったのなら、もう見舞うこともできないな』

　先ほどまで見舞いが来ないことを拗すねていたが、まさか裏でそんな議論がなされているとは思いもしなかった。完全に皆よく分からない方向へ暴走してしまっているが、反恋愛主義青年同盟部ではよくあることだった。

「……うん、開始から三分くらい議論したらもう、電話かけてきてくれたら良かったんじゃないかと思う。今度からそうしてくれ」

『う、うむ。むしろ議論など始めず、初手で電話を掛ければよかったのか……』

　気づくのが遅すぎるが、我々にはそういうところがあるので仕方がない。女児は最初こそ耳をそばだてて領りよう家けの話す内容を聞いていたが、途中で完全に飽きてゲームをやりはじめてしまった。

『そ、そうだ、もう元気だというのなら……早速、運動の相談があるのだが……』

「おう、久しぶりに身体からだも動かしたいところだ。何をやるんだ？」

　俺がそう応えると、わずかに間があったあとで、領りよう家けはぎこちなく説明を始めた。

『我々が……私と高砂たかさごが、初めて行おこなった作戦のことを覚えているか？　大おお晦日みそかと元旦とをまたぐ夜に、二人で初詣へ──そこで非日常感を味わおうと目もく論ろむカップルを視察、今後の活動の糧かてとしたのだった』

「ああ、覚えている。あんな混雑しているとは思わなかった。二度と行きたくない」

『っ……そ、そうか。いや、昨年の経験をもとに、今日も初詣に出て作戦を展開しようと思ったのだが……それにお前は病み上がりだしな、今回は……』

「と思ったが、確かに昨年の経験を活いかすことは重要だ。混雑を我慢して行く価値はあるだろう」

『本当か!?　……去年は、お前の方から誘ってくれたからな。今年は私の方から提案してみたのだが、同意してくれて何よりだ』

　女児に書かされたメールを領りよう家けに送ったのが発端だった。なんとなく後ろめたさがある。

　それにしても、反恋愛に始まり反恋愛に終わった一年だった。この間に様々なことが起こり、仲間が増え、紐ちゆう帯たいを強め、敵と死闘を繰り広げてきた。そして来年はきっと、さらに密度の濃い一年になるに違いなかった。

「言うなれば我々、反恋愛主義青年同盟部の原点ともいえる作戦だ。行かない手はないだろう。どういう手はずで行く？　武装は？」

『それなんだが……実はまだ決めかねていてな。反恋愛主義青年同盟部全員を誘うか……その、我々だけで行くか』

　そう言った後で、領りよう家けは間髪容いれずに説明を付け加えた。

『……言うまでもないと思うが、「二人で過ごしたい」などという恋愛至上主義者然とした理由ではないぞ。我々二人は既に行って慣れているからな、小回りの利きいた作戦を展開できる。一方、全員で行った場合は集団での迫力のある行動が可能となり、参拝客に大きな印象を与えることができるかもしれない──尤もつとも、警備が厳しくて去年と同じように偵察にとどまる可能性は十分にあるが……高砂たかさごは、その……どっちが、いいと思う？』

　一年の締めくくりだ。皆で作戦を展開できたら達成感もあるし、次の年のさらなる飛躍を皆で誓い合えることだろう。また、領りよう家けと二人だけで行った場合には、前年を踏まえた作戦で自分たちの成長を確認できる。二人で始まったこの一年を、その二人で振り返るというのも良いいだろう。

　難しい選択だった。だがこうした選択肢があること自体が、たとえようもない幸福なのかもしれない。

「そうだな、それじゃ……」

　そんな贅ぜい沢たくな問いにしばらくの間ゆっくりと悩んでから、俺は自分の選択を領りよう家けに告げた。





（了）










あとがき






　大変長らくお待たせしました。『いでおろーぐ！』の第七巻です。

　前巻の刊行が昨年の四月でしたので、一年以上間が空いてしまいました。これに関しては主に著者自身の問題であり、申し開きのしようもございません。読者の皆様の中には、あまりに長い刊行スパンに著者の死亡を疑われた方もいらっしゃるかもしれません。ご心配をおかけしました、生き恥をさらしながら、どうにかこうにか日々をやり過ごしております。

　さて、今巻は『いでおろーぐ！』というシリーズの最終巻です。第一巻は電撃大賞小説部門の応募作品で、書き上げた当時はこんなに長く同じ設定で書くことになるとは夢にも思っておりませんでした。第一巻は二〇一五年の三月に発売されており、したがって三年半以上が経過していることになります。三年半というのはそこまで長くもないように思えますが、卒業式で目に涙をためながら「桜のつぼみも膨らみ～」などと呼びかけしていた女子小学生が慣れない制服に身を包んで中学校に進学し運動部に入って青春の汗を流しつつクラスの気になる男子のことを考えて日夜煩はん悶もんしつつも同じ部活の先輩ともいい雰囲気になって気軽に行った彼の部屋で大人の階段を登ってしまい周囲の男子が子供にしか見えなくなって冷笑的な態度で接していたらクラスの女子グループからハブられるようになって部活も辞めそれきり無口になってしまうも熱心に勉強して入った高校には中学の知り合いは誰もおらず新しい一歩を踏み出すこのチャンスを活いかすために最初は大人しくしつつ徐々に「ノリ」の良さを見せて周囲に取り入り夏前にはクラスの中心グループに入り込んで青春の代名詞ともいうべき高校の夏休みを満喫し浴衣ゆかたで行った花火大会で一ひと際きわ大きな花火が夜空に咲いた瞬間に隣にいたグループの男子の一人の大きな手が自分の手をぎゅっと包み込みそれを受けて彼女が頭をそっと彼の肩にもたせかけるまでの期間がおよそ三年半であることを考えれば、非常に長いとも言えます。この三年半、俺は一体何をしていたのか……。

　これほどまでに長い期間続けてこられたのは、たくさんの方のご支援があったからに他なりません。いつまで経たっても「今は時期が悪い」と書こうとしない私を気長に待ってくださった担当編集をはじめ、出版に携わって頂いた全ての方。ライトノベルの本体ともいうべき表紙、口絵、挿絵を美麗なイラストで飾りこのシリーズを五巻分くらい延命してくださった憂ゆう姫きはぐれ様。そして何よりもここまで読んでくださった読者の皆様、本当にありがとうございました。

　次回作ですが、そこまでお待たせせずにお届けできるよう準備しております。いま検討中なのは異常者と異常者の話で、構造も異常になる予定です。『いでおろーぐ！』とはガラッと雰囲気が変わりますが根っこの部分は共通しておりますので、刊行された暁にはぜひこちらの方もよろしくお願いいたします。


椎しい田だ　十じゆう三ぞう　
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